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    　　　一章　次の行き先を相談しよう


    



    　山やま間あいの小さな村を苦しめていた悪竜ドラゴンも、民たみを思い国を思う王女の愛と誠意に打たれ、ついにその身を地に横たえたのであった。


    　あと、白馬に乗った流る浪ろうの騎士もちょいちょい活躍したとかなんとか。


    　こうして心優しく美しい王女と、自分たちのことを愉快だと思っているふしのある調子こいた仲間たちは、次なる冒険の旅に出しゆつ立たつしたのでした。


    　はてさて、次はどんな摩ま訶か不ふ思し議ぎアドベンチャーがプリシラ王女たちを待ち受けているのやら。


    　でもきっと大丈夫。愛と勇気と金と権力があれば、どんな困難だって乗り越えられるんだから！


    『プリシラ王女漫遊記　Episodeエピソード４～いいぞがんばれドラゴンズ～』完


    　プリシラ王女の連載が読めるのは納税者だけ！


    　親愛なる臣民たちに愛と感謝を込めて、プリンセス・プリシラ。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺たち一行はあの竜の一件を経て商都へと戻り、バルザック市長の邸宅へと身を寄せていた。それぞれの個室もあるし食事も出るしで、そのへんの宿よりずっと快適に過ごさせてもらっている。


    　汗を拭ぬぐいながら食堂へ入ると、プリシラがニヤニヤしながら紙にペンを走らせていた。


    「まーた捏ねつ造ぞう旅行記を書いてるのか」


    　俺が後ろから声をかけると、プリシラはびくりと肩を震ふるわせて、覆おおい被かぶさるように体で紙の束たばを隠しながらこちらを振り返った。


    「捏造ではないというのに」


    「あとでちゃんとチェックさせろよ」


    「検けん閲えつ反対！　表現の自由を守れ！」


    　プリシラは紙をくるくると丸めると、ジャージのポケットに突っ込んで隠してしまった。


    「つかおぬしこそ、朝っぱらから汗をかいて何をやっとるんじゃ。そんな寝汗すごいタイプ？」


    「ちょっと和泉いずみ師匠に付き合ってもらってな」


    「んぬ、和泉に乗り換えたのかや？　なんとも根性と節せつ操そうのない」


    「ちげーよ。前に言ったろ、和泉に武術を教わるんだって」


    　俺は朝型ライフスタイルの和泉師匠とともに、朝っぱらから中庭で木刀の素振りをやっていたのだ。


    「おお、そういえば、んなことを言うておったの。てっきりその場の勢いで言うたものじゃと思っておったが、まじに稽けい古こをしておるのか」


    「言っただろ。俺はこの旅の中で成長するって決めたんだ！」


    「今日の朝飯何かのう。妾わらわ、ゆで卵は固めのほうが好きなんじゃよな」


    「俺、褒ほめられて伸びるタイプだと思うんで、もうちょっと『意外とやるではないか』的なコメントはないもんか」


    「一日だけで何を言うとるんじゃ」


    



    「お、王女様！　朝活とは意識が高いな！」


    　朝っぱらから大声で元気なのは一いつ色しき高たか志し。つい先日、ドラゴンの村での一件を経て俺たちのパーティに加わったクラスメートだ。


    「おお、意識の高いドラゴン。おぬしも稽古をつけてもろうておったのか」


    「俺は全ぜん身しん全ぜん霊れい全力で、秒速で進化しようとする沢さわ木きを励はげましていたんだ！　頑張れ！　お前ならできる、お前ならきっとやれる！　自分の理想像を思い描き、そこに近づくために努力し続けた者だけが昨日より進化した自分になれるんだ！　諦あきらめるな弱音を吐くな自分自身に負けるんじゃない！　──と励まし続けていたのさ！　横でカールを食べながらな！」


    「おお、うすあじ派？　チーズ派？」


    「愚問だな。できる男はチーズを選ぶ」


    「話にならん。うすあじこそ至高」


    「カールの話はいいから、俺の話をしよう？　木刀の素振りをな、二百回くらい──」


    「いらんいらん。そんなボクシングジムに体験入門してきた奴が翌日クラスメートに左ジャブの打ち方を偉そうに解説する的なやつはいらん。それよりカール宗教論争のほうが大事」


    「世界史用語みたいに言うな」


    「おお沢木、和泉いずみの特訓は終わったのか」


    　今度はパーティー一のマッスル野郎、宗むな像かたが姿を見せた。


    「ああ、宗像、おはよう。ああ、さっき中庭で木刀の素振りを」


    「ではこれからはマッスルタイムだ。朝食の前にマンツーマンでお前の筋肉を肥大させようではないか」


    　宗像は白い歯を見せて俺の肩を叩たたくが、俺は苦笑いを返す。


    「いや、あの、正直木刀の素振りでけっこう腕がプルプルいってるんで、今日は別に筋トレはやらなくてもいいかなって。ほら、トレーニングってやりすぎると逆効果だともいうし、そういえば筋トレでつけた筋肉は武術の技と相性が悪いとかいうし」


    「おお、早くもへたれてきた。それそれ、妾が欲しいのそういうの」


    　プリシラが嬉しそうなのがむかつくが、和泉いずみ師匠はけっこう容赦がないので、初日から腕はプルプルだし手の皮も剥むけてるしこれ以上のトレーニングは論理的に考えてやらないほうが効果的なのだ。そのはずなのだ。


    「はっはっは。心配するな。筋肉は腕だけではない、心にもつくものだ」


    「……ちょっと何言ってるかわかんないんだが、筋トレってもっと理論的にやるものでは」


    「ものごとを理屈で考えていたらこんな体になるはずがなかろう」


    「それは全世界の理論派マッスルボディーの人に失礼なのでは……」


    　うじうじ言いながら筋トレを回避しようとしていると、ちょうど起きてきたらしく、パーティー一のトレイン野郎、鉄くろがねも食堂に姿を見せた。


    「いえ、沢さわ木き君。この旅が終わるまでに成長したいというのなら、一日たりとも休んでいる暇ひまはありません。路線図の暗記もまだまだなんですよ！　私鉄どころか山やま手のて線せんの駅名すら怪しいというのに、サボってる暇はないんです！」


    「えっと、百歩譲って武術と筋力のトレーニングは俺から頼んだことだからまだしも、電車の知識は普通にいらないので……」


    「安心してください。そこで筋肉と電車知識を同時に得られる『山の手きんに君』という鍛錬方法を僕が考えました」


    　ダメだ、まったく会話が成立していない。


    「おお、何かにかかっているようで別段何にもかかっておらぬ適当なネーミング。妾わらわそういうの好き。その罰ゲームを解説せよ」


    　確かにどことなく罰ゲームテイストのするネーミングだが、ならば一層そんなトレーニングを受けたくはない。


    「お褒ほめにあずかり光栄です。ご存じのとおり山手線というのは東京の都心部をぐるりと回る環状線です。この山手線の駅数総じて二十九。始発の大おお崎さき駅から一つずつ駅名をあげると同時に腕立て伏せを一回ずつしていってもらいます。順当にいけば最短二十九回で終わりますが、一度でも駅名を間違えると電車は始発に戻ります」


    「うわーぁ、すごぉーい。筋肉と電車知識を同時に鍛えられるなんてごうりてき～。これぜったい兵士の訓練カリキュラムに採用しな～い」


    　プリシラは嬉しそうにニヤニヤしながら言う。他ひ人とごとだと思いやがって。


    「プリシラ、お前も暇なんだから付き合えよ。菓子ばっか食ってゴロ寝してると太るぞ」


    「すまぬの、妾はこれからアポロチョコレートの上下を分離させるという重要なタスクをこなさねばならぬゆえ、おぬしの暇潰つぶしには付き合えぬ。山の手きんに君の感想だけあとで教えて」


    「さあ行くぞ！　筋肉は一日にしてならず！」


    　筋肉と電車に連行され食堂を出ていこうとすると、クラス委員長であり俺の幼なじみである陣じん内ない綾あやと、パーティーの眼鏡めがね一点、坂さか上がみ雪ゆき乃のに出くわした。


    「浩こう介すけ、朝からどこ行くの？」


    「山の手きんに君」


    「よくわかんないけど、頑張ってね」


    　もともとこの幼なじみに認めてもらえるような人間になろうと、みんなにトレーニングを依頼したのだが、初日からもう心が折れそうだ。


    「朝ご飯までには戻ってくるんじゃよ～」


    　プリシラの声を背中に聞きながら、筋肉と電車のコンビに連行されていった。


    　こうしてまた、異世界修学旅行の一日が始まっていく。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「沢さわ木き様、どうされたのです。顔色が優れぬようですが。エリクサーでも用意させましょうか」


    　邪悪な顔のバルザック市長が、ぐったりと椅い子すの背にもたれかかる俺を気遣うように声をかけてくれた。この異世界で優しいのは市長だけ。


    「いや、大丈夫です……。日につ暮ぽ里り駅の次を答えられなかったせいでそこから先に進めなくて、全身の筋肉が悲鳴をあげてるだけなので……」


    　山の手きんに君は思っていたよりずっと凶悪なトレーニングだった。考えてみれば筋トレは回数をこなすごとに辛つらくなるので、最初のトライで山やま手のて線せんを一周できなかった場合、どんどんといたずらに回数が増えていく。最後のほうはもう大おお崎さきから数駅のところを行ったり来たりするだけで、ついに始発駅からぴくりとも動けなくなって終了とあいなった。もう山手線関係なしに、たんに限界まで腕立て伏せをするトレーニングだ。


    「山手線をコンプしたら、次は東海道線きんに君ですよ」


    「せめて脳か筋肉か片方ずつ負担をかけてほしい……」


    　唯一の喜びは、朝食がうまいことだ。どうせトレーニングしたのなら少しでも身になってほしいと、俺は眼の前の朝食を手当たり次第に詰め込んでいく。


    「ところでプリシラ様、このあとはどちらを目指されるので？」


    　市長が問うたのは、これからの修学旅行の行き先のことだ。


    「うむ、それなんじゃよな。一応はこやつらのくらすめーとを捜すという目的があるものの、今んとこ手掛かりナッシングじゃからのう」


    　前回は流星が落ちたという情報を頼りに竜の住む村へと赴おもむいて、一いつ色しき高たか志しと出会うことができた。しかしそれ以降、流星に関する情報もなく、また商都の酒場に残してきた伝言についても特に反応はなかったらしい。


    「でじゃ。手掛かりがまったくないのであれば、人の多い都市を目指し観光旅行を続けるというのがよいと考えておる」


    「そうよね。この商都もそうですけど、人の出入りが激しいところなら、クラスメートの情報も集まりやすいでしょうし」


    　綾あやちゃんもプリシラの意見に同意する。俺たちもそれについては特に反論はない。


    　プリシラは手元のゆで卵にかぶりつくと、「お、固かた茹ゆで」と呟つぶやいてから言葉を続ける。


    「と言うて、たんに大都市というなら、この商都に比ひ肩けんする都市はそうそうあるものではないからのう。それに交易順路に従って進んでいけば栄えた都市の間を行き来することになるが、修学旅行として大して刺激はないように思うのう。せっかく城の外に出たんじゃから、妾わらわもいろんなものを見てみたいぞよ」


    　プリシラの言うことにも一理ある。


    　もちろんクラスメート捜しという大前提はあるにしても、せっかくやってきた異世界なんだから、この世界特有のものが見てみたいというのも人情だ。


    「マンネリは意図的に打破していかねばならぬ。そろそろここでひとつ、修学旅行にテコ入れが必要じゃの」


    「そりゃ俺たちにとっても刺激があるほうが楽しいし、なんだかんだ旅の資金を出してるのはプリシラなんだから、その意見は尊重するけど、具体的には？」


    「んむ。古来よりテコ入れといえば、お色気、グルメ、トーナメントバトルと相場が決まっておる！」


    「どこの世界の古来だよ」


    　まあ最近の漫画じゃあんまりトーナメントバトルを見かけないけど。


    「そこでじゃ、『ドキッ！　水着だらけの熱々ピッツァ大食いトーナメント大会！』うむ、これじゃな」


    「深夜のバラエティー番組の企画会議やってんじゃねーぞ。つーかそんな行事この世界にあるのか？」


    「あったらいいなあって、妾、思ってるんだ」


    「ないなら言うな」


    　期待しちゃったじゃないかよ。


    「もともとバラエティー番組のワンコーナーとして始まったグルメ企画がいつの間にか拡大されて、気づいたときには全編で飯を食う企画をやる番組になっておるあの現象って何なんじゃろな」


    「知らねーよ。つーかむしろ知ってんじゃねーかよ」


    「あとテコ入れの基本中の基本はやっぱ新キャラ投入じゃろ。妾もそろそろ筋肉ネタと電車ネタと役立たずネタは食しよく傷しよう気味なんじゃよな。飽きる」


    　プリシラが意地悪そうな視線を男子チームに向ける。


    「ネタで役立たずやってるわけじゃねーよ！　こちとら真剣に役に立たねーんだよ！」


    「お、開き直ってきたのう」


    「はっはっは、キャラが薄いと大変でござるな」


    　メンバーの入れ替えに危機感を覚えたのか、和泉いずみがござる口調キャラをのっけはじめた。


    「おぬしはむしろトッピングが多すぎ感があるので、余計な工夫をしないほうがいいような気もするんじゃが。個性がとっ散らかりすぎるのも考えものじゃ。プリシラＰからのアドバイスじゃよ」


    　和泉に的確なアドバイスをおくると、プリシラは二つ目のゆで卵に手を伸ばした。運動もしないのに朝からよく食うやつだ。


    「まあレギュラーメンバーの入れ替えはひとまず棚に上げておくとしてじゃな。くらすめーとの回収イコール新キャラの投入じゃからの。やはりそこを目的に観光するのがよかろうが」


    「でも、そうなると話が最初に戻るけど、やっぱ大都市を巡るって感じになるんじゃないのか」


    　話が一巡して意見が出なくなったところで、市長から声があがった。


    「この商都よりいかほども離れぬ北方に、神託都市と呼ばれる都がございます。まずはそちらを尋たずねられてはいかがでしょう」


    　怖い顔でそう切り出したのは市長だった。


    　もちろん俺たちはそんな都市は知らないので、この卓を囲む中でもう一人のこの世界の住人、プリシラのほうに視線が集まる。


    　果たしてプリシラの反応は、あまり芳かんばしいものではなかった。


    「うぇ～。神託都市ってあの占術師だの巡礼者だのが集まる抹まつ香こう臭くさい都市じゃろう。妾わらわのような若者は、もっとエキサイティングで血湧き肉躍る刺激を求めておるんじゃよ」


    「具体的にはどんなのだ。水着だらけの熱々ピッツァ大食いトーナメント大会以外だと」


    「まずはメシ、うまいもん！　そいから歌に踊りにどんちゃん騒ぎ。剣闘や格闘の試合観戦もいいのう」


    　プリシラが並べ立てたのは俗な娯楽ばかりだったが、しかし確かに神社仏閣を巡るよりは若者向けともいえる。


    「グルメにコンサートにスポーツ観戦、ってとこか。修学旅行のコースにそういうものが組み込まれてることもあるが」


    　先日の竜ドラゴンの村は、さしずめハイキングレクリエーションにふれあい動物園ってところか。ふれあえる動物のサイズと危険度がちょっと段違いではあったものの。


    「確かにお若い方々にはそれほど心こころ惹ひかれる街ではないのかもしれません。ですがそれでも私があの都市をお勧めするのは理由がございます。かの都市には神託の巫み女こがいるからです」


    「シンタクノミコ？」


    「──おお、その手があったの！」


    　市長の言葉に、プリシラが表情を変えてポンと手を打った。


    　市長は邪悪に微ほほ笑えんで頷うなずきながら、説明を続けた。


    「神託都市とは、神の言葉を聞く巫み女こを奉ずる都市でございます」


    「神の言葉……占いってことですか？」


    「広義にはそうとも言えましょう。が、この世界に数あま多たいる占術師の中でも最高の能力を持つ者が、かの都市の巫女なのです。プリシラ様のご先祖様と共に旅をして世界を救った勇者、つまり伝説に残る最初の客人神まろうどもまた、千年前の巫女による神託によって己おのが運命を切り拓ひらき、魔王を討ち滅ぼしたと伝えられております。そしてその巫女の系譜は今なお受け継がれておるのです。今でも国の政まつりごとにおける重大事は、巫女による神託を伺うかがうことが習わしになっておるのです」


    　市長の言葉を肯定するように、プリシラも頷いた。


    「むろん、現代においては神託によって政のすべてを決めるわけではないがの、じゃが、巫女の神託が政治の指針となることは大いにある。かの巫女にくらすめーとの行方を占ってもらうというのはよい案じゃ」


    「いや、ちょっと待って。そうはいっても要するに占いだろ？　この世界にそういう文化が根づいてるってのは尊重するにしても、それを頼りにクラスメートを捜していくってのは……」


    　自分の意見に同調してもらおうと、俺は隣に座った綾あやちゃんへと顔を向けた。


    「私は、うん、いい考えだと思う。私も日本にいたときなら、占いで人捜しをするっていうのは積極的には賛成しなかったと思う。でも、この世界は魔法なんていう私たちの世界じゃ考えられないものが存在する世界でしょ。そういう世界なら、神託っていう超常的なものに頼るのも理に適かなってると思うの。ううん、この世界じゃ超常的でも何でもなく、この世界なりの理ことわりに適った手段なんだと思うの」


    「郷に入っては郷に従えってことか」


    「それに、現時点じゃ手掛かりはまったくないわけでしょ。だったらこの世界の流りゆう儀ぎに従ってみるのも一つの方法じゃない」


    「ただ、お勧めしておきながら、一つだけ気になることがないでもないのです」


    「気になること？」


    「風ふう聞ぶんに過ぎませぬから、商都を飛び交う噂うわさ話ばなしの一つとしてお聞きください。かの神託都市には今、わずかに不ふ穏おんな空気が流れておるという噂を耳にしました」


    「不穏？　治安が悪くなったとでも申すのか」


    　プリシラは少し眉まゆをひそめて尋たずね返した。


    「いえ、相変わらず平和で静かな街だそうです。ですが、半年前くらいから妙な邪教が蔓延はびこっているという──そんな噂を耳にしました」


    「邪教とな」


    「はい。我が国ではとくに国教というものが定められているわけではありませんから、信仰は自由です。しかし、魔に通ずる邪神を崇あがめることは禁じられています。その類たぐいの信仰が神託都市のどこかで蔓延はびこっているという──しかし表向きには変事もなく、旅の商人の噂うわさ話ばなしにございますれば、気に留めおくくらいでよかろうとは存じますが」


    「ふむ。まあ多少の不ふ穏おんな空気があったほうが一興よ。市長の言うたとおり、神託都市は古代より巫み女この支配する都市。現在でこそ我が国の領土となっておるが、その歴史自体は我が国よりも古いとされておる。ゆえに、巫女の住まう中央神殿をはじめとして、由緒ある史跡も数多い。正直妾わらわはそんなに興味はないが、修学旅行のコースとしてはど真ん中の王道ではないのか」


    「そういやもともとこの異世界に来る前の修学旅行で、俺たちの目的地は千年の古都、京都だった。当然ながら神じん社じや仏ぶつ閣かくも観光コースに組み込まれていた。それを思えばここで異世界の神殿にお参りするのも一興ってものか」


    　俺の言葉を受けて、プリシラは立ち上がってテーブルを叩たたいた。


    「では決まったの！　次の目的地は神託都市じゃ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　この国の土木工事はかなりの水準らしく、高速で走る馬車の中にあっても、ほとんど不快な揺れを感じることはなかった。もちろんわずかな震動は不規則に体に伝わってくるのだが、疲れた体にはその刺激がむしろ心ここ地ちよくさえあった。


    「沢さわ木きよ、楽しい楽しい修学旅行の移動中じゃというのにそんなに疲れたような顔をしてどうしたっちゅーんじゃ。修学旅行の移動時間というのは、クラスメートと交流を深める最高の機会じゃろ。一説にはむしろ名所名跡を巡る時間よりも、そちらのほうこそが修学旅行のキモであるとも伝え聞くぞよ」


    　馬車の窓際に体を寄りかからせたままぐったりする俺に、プリシラは言う。


    「もっとシャキッとせよ。そんなだらしない従じゆう者しやを連れておると、妾の恥にもなるんじゃぞ」


    　偉そうに言うプリシラに、壁に体を寄っかからせたままで俺は応える。


    「誰が従者だ。つーかしょうがないだろ、木刀の素振りと筋トレと山やま手のて線せんの駅順暗記、そのあと朝食後の坂さか上がみ先生との勉強会で、全身の筋肉と、ついでに脳味噌が悲鳴を上げてるんだよ」


    　馬車の微かすかな揺れに身を任せながら、俺は言う。


    「本当かのう。頑張ってますアピールではないのかのう。そうやって弱っておるところをアピールして心配してもらったり褒ほめてもらえるのを待っておるのと違うか」


    　こいつ、半分図星を突きやがる。さすが王女、こいつの人間観察眼は舐なめられない。


    「委員長はどう思う」


    　プリシラは、俺の隣に座っている、クラス委員長の陣じん内ない綾あやへと話を振った。


    「うーん、私は本当に頑張ってるんだと思うよ」


    　綾あやちゃんは不審げなプリシラに、笑顔でそう答える。


    　さすが俺の幼なじみ、優しい！　俺はぐったりした格好のまま、心の中でガッツポーズを取った。


    「浩こう介すけって幼稚園のころから、何でも最初の三日間はすごく頑張るのよね。少年サッカーチームとか、体操教室とか、学習塾とか、ハンバーガー屋さんのアルバイトとか。でも何か月か経つと辞めちゃうの」


    　さすが俺の幼なじみ、俺のへこたれ履歴にも詳しい！


    「おお。三日ウィザード」


    「三日坊主と言いたいのか」


    　そもそも坊主とウィザードが同じものなのかどうかも怪しいが。どっちかというと坊主に近いのはプリーストのほうか？　いや、それもどうでもいいが。


    「しかし前にも[image: ]きいたが、そもそも何のための特訓なんじゃ。特訓するなとは言わぬが、何かひとつに絞ったほうがいいのではないかのう」


    「何になれるかよくわかんねーから、手当たり次第にやってるんだよ。つーかそもそも、自分が何になりたいか、何になれるか知ってる奴なんてそんなにいるのかね」


    　俺が言うと、プリシラは小馬鹿にするようにフンと鼻を鳴らした。


    「そういう中身のないセンチメンタル問答がやりたいのであれば、妾わらわよりも意識の高いドラゴンとやるがよかろう」


    　プリシラは、今回の旅からメンバーに加入した一いつ色しき高たか志しのほうを顎あごでしゃくった。


    「それより山やま手のて線せんゲームとかしようぞ。古今東西スライムの種類！」


    「山手線はもういいよ……。しばらく頭を使いたくない。それにこの世界のスライムの種類など知らん。それより、たまには従じゆう者しやの雑談に付き合えよ」


    「ええ～」


    「そうだ、果汁グミをやろう」


    「キミ、それを先に言おう。やろうよ、センチメンタル問答。ここが妾たちの青春十代しゃべり場だよ」


    　むかつく口調で言いながら、プリシラは尻尾しつぽを振る犬のように俺が差し出したグミに跳び付き、引ったくった。


    「そもそもプリシラ、人のことを言うけど、お前は将来なりたいものとかなかったのか？」


    「グミ」


    「話聞けよ」


    「ぐにぐに」


    　俺が睨にらむと、プリシラはグミをぐにぐに咀そ嚼しやくして飲み込んだ。


    「んん、なりたいものとか言われてものう、妾は生まれながらの王女じゃからの。女王以外になれるとも思わぬし、なりたいとも思わぬ。そういう教育を受けてきたというのもあるし、ぶっちゃけ女王以上に魅力的な職業もないからの。ま、革命でも起きれば話は別じゃが」


    「まあ確かに、そのまま平和で豊かな国の王様になれるってのにそれを投げ出すやつもいないか」


    「幼おさな子ごの頃はドラゴンになりたいとか言うておったらしいがの。つえーから」


    「俺たちの世界の幼稚園児が将来戦隊ヒーローになりたいって言うようなもんか」


    　そういや我がパーティーにはいろいろあった結果、半人半竜のやつがいるのだが、あいつちゃんともとの世界に戻るまでにドラゴン成分抜けるんだろうか。一応、時間の経過によって薄まっていく的な話をモノホンのドラゴン様から聞いてはいるが。


    「委員長はどうなんじゃ、将来何になるつもりなんじゃ」


    　プリシラは綾あやちゃんに[image: ]きいた。


    「私は、プリシラと多少状況は似てるかな。お父さんの後を継つぐのも、お母さんの後を継ぐのも、どっちも楽なレールが敷しかれてるって感じ」


    　綾ちゃんの父親は代議士で、母親は企業の経営者。堂々たるエリートの家系である。もちろんどちらも簡単な仕事ではないが、しかし本人がその気になれば、父親からは選挙地盤を、母親からは会社をと、両親の築いたものを丸々受け取れる立場でもある。


    「ふむ。しかし委員長であれば、どちらを選んだとしても、それに足る能力は備えていそうじゃがの。妾わらわと同じで」


    　綾ちゃんはともかく、プリシラは自己評価が高すぎだと思うのだが。


    「どっちも悪くないと思うし、意義のある仕事だとも思う。でも、自分の将来がくっきり見えちゃう感じがして、何かほかに自分だけの道がないのかなって思うこともある」


    「贅ぜい沢たくな悩みじゃが、うむ、気持ちはわかるぞよ。妾もたまに、女王という責任の重い地位に就つかず、一介のお菓子食べ師になりたいと思うことがある」


    「そんな都合のいい職業があるか」


    　プリシラに突っ込みつつ、我が身と幼なじみの将来像を比較すると、何とも不安な気分になる。その不安を払ふつ拭しよくするために、何はなくとも今日から頑張ろうと、和泉いずみや宗むな像かたに肉体的なトレーニングを頼んだり、坂さか上がみに勉強を教えてもらったり、鉄くろがねに鉄道知識を教えさせてあげたりしているのだが。たかだか数日の特訓で何ごともものになるはずがないというのは当然なのだが、それでも自分が出遅れているという実感はある。


    　そんな俺の将来の不安にはまったく気づく様子もなく、プリシラはまた別のメンバーへと話を振った。


    「宗像は将来何になるつもりなんじゃ。新しい敵キャラの強さと技をわかりやすく説明するために『ぐわああぁ』とか言いながら瞬殺される巨漢ビジネス？」


    「噛かませ犬だけでどうやってメシ食ってくんだよ」


    　そんなプリシラの失礼な物言いをスルーして、宗むな像かたは片腕を曲げたまま持ち上げ、力こぶを作りながら、


    「進学はして筋肉のことを学び、いずれはマッスルインストラクターになるつもりだ」


    　と将来の進路について答えた。


    「ボディビルダーだけでは食ってはいけぬからな。己おのれの筋肉を鍛えやすい環境を職場に選ぶならば、やはりインストラクターが最適だと考えている」


    「ほう、趣味と実益が合致した生き方じゃの。見事なもんじゃ」


    　確かにそれは人生のための筋肉であり、同時に筋肉のための人生として見事に完成している。宗像がその職業に就ついている様さまも容易に想像がつく。将来像が明確で、しかも現実味がある。


    「鉄くろがねは聞くまでもないのう。電車になりたいんじゃろ」


    「さすがに電車そのものではないだろ。ちびっ子が大好きな先頭に顔面のあるきかんしゃかよ」


    　いや、鉄ほどの鉄野郎なら、そんな夢もあり得るのだろうか？　機械の体を手に入れて自らが電車に？　と思いつつ鉄の回答を待つと、鉄は背筋を伸ばしたまま、自らの将来の展望について語った。


    「電車に関わる職業といっても、いろんな関わり方がありますからね。駅長を目指すのか、はたまた電車の設計者を目指すのか。タモリ倶楽部の電車回に必ず呼ばれる人になるのか。それとも、もっと強大な権力を手にして、自分の思うがままに大地に線路を敷しいてゆくのか──」


    「おお、意外と大きな野心を抱いだいておるのう」


    　確かに途方もない夢ではあるが、こいつの情熱をもってすれば、いつか日本全土に鉄グループの鉄道網もうが敷かれる日が来るのかもしれない。まあその夢が叶かなわなくても、ご家庭でＮゲージの鉄道会社を運営すればいいのだ。そういう大人はわりと大勢いると聞く。


    「和泉いずみは何じゃ。剣術の師匠でもやるのかや」


    「よくぞ聞いてくれた。私はカッコイイ生き方ができればそれでいいと思っている！」


    　和泉は腕組みをしたまま、胸を張ってそう答えた。


    「おお、小学二年生並み、もしくは就活が思うようにはかどらずに観念論に逃げ道を見み出いだした大学生のような回答。じゃがカッコイイ生き方って、かぶと虫もけっこうカッコイイぞよ？　ツノとかあるし。具体的には何なんじゃ」


    「具体的に言うとお嫁さん、もしくはアイドル歌手」


    「コメントしづらいので次」


    「あっ、何だそれ、もっと掘り下げろ！」


    　抗議の声をあげる和泉をスルーして、プリシラはその隣に視線を向けた。


    「新キャラにも[image: ]きいておこうかの。一いつ色しきはどうなんじゃ」


    　プリシラが水を向けると、一色は揺れる馬車の上で立ち上がった。別に立ち上がる必要はないのだが。


    「よくぞ聞いてくれた。俺はグローバルな視点から新世紀ニユージエネレーシヨンに新たな価値観を生み出しブレイクスルーをもたらすソリューションを提案するイノベーションプランナーとしてリーダーシップを──」


    「はい、そのへんでオッケー。妾わらわだいたいわかってた。一いつ色しきの将来の夢は元気なチンパンジーじゃな。おぬしがそのまま我が道を進んでいけばきっとなれるぞよ」


    「願い続ければ夢はきっと叶かなう！」


    　プリシラは一色に対しても、けっこう扱いがひどい。まあディスられ仲間が増えて心強くもあるが。そして一色自身はディスられていることもよくわかっていない。


    「んでは、坂さか上がみ先生は？　末すえは博士はかせか大臣か」


    　プリシラは次に一色の隣で黙って座っていた坂上雪ゆき乃のへと問いかけた。


    　坂上はプリシラの問いを噛かみ締めるようにしばらく沈黙を保ってから、ゆっくりと喋しやべり始めた。


    「私は……沢さわ木き君と同じで、今は将来のことは何も考えていません。とりあえず大学には進学しようと思っていますが、学部もまだ決めかねている状況で」


    「ほう。じゃが、そちらの世界では勉学ができればできるほど、職業選択の幅が広がるものなんじゃろ？」


    「でも、何になりたいとかってないんです。勉強だって、それしかやることがないからやってきただけで……。何かのために勉強してきたわけではないんです」


    　僅わずかに自じ嘲ちようの色を含ませながら、坂上はそう語った。プリシラは真ま面じ目めな顔で、時折小さく頷うなずきながらそれを聞いていた。


    「なるほどのう。じゃが、いつか種を蒔まくその日のために土を肥こえさせることはきっと無駄にはなるまい。坂上先生の努力は、いつかきっと大きな花を咲かせるじゃろう」


    　プリシラの言葉に、坂上の表情が僅かに明るさを帯おびる。


    「お前、坂上には優しいよな」


    「当たり前じゃろ。眼鏡めがねかけとるんじゃぞ」


    「あの……ではもしコンタクトにしたら、私も厳しいコメントを受けるのでしょうか……」


    　プリシラから励はげまされながらも、坂上は複雑そうな表情を浮かべる。


    　みんながそれぞれ将来の展望について語り終えると、プリシラは改めて一同をぐるり見回した。


    「おんなじ学校に通っておっても、いろんな未来予想図があるもんじゃのう」


    　確かにプリシラの言うとおり、いずれはみんなそれぞれ別々の道に進んでいくのだ。プリシラや宗むな像かたのようにその道が明確なやつもいれば、綾あやちゃんや鉄くろがねのようにいくつかの選択肢の中で迷っているやつもいて、俺や坂上のようにまだ将来を決めかねている人間もいる。和泉いずみや一色のようによくわからないやつもいて──個人的にはこの二人はどうとでも生きていける気はするのだが。


    「おぬしもアイドル歌手でも目指してみたらどうじゃ。妾わらわがローラースケートを買うてやるぞよ？　そして妾を爆笑させよ」


    　プリシラが俺の肩を叩たたいて、ニヤニヤしながら言う。


    「いつのアイドルだよ。つーか爆笑する前提で目指させるな」


    「商店街でローラースケートを乗り回し交通を妨害していた沢さわ木き浩こう介すけ二十八歳、職業不詳、自称アイドルは『人々に夢を与えたかった』などと供述しており──」


    「たんにヤバい人じゃねーか」


    「おお、そうならぬように、やはり日々の地道な努力は必要じゃのう」


    　プリシラはニヤニヤ笑っていたが、ふとその笑いを収め、何かを思い出したように口を開いた。


    「そうじゃ、将来について巫み女こに神託を授さずかってはどうじゃ？」


    　巫女、とプリシラは今回の旅程の目的そのものだった単語を口にした。


    「巫女さんって、そんなことまで占ってくれるのか？　国の政治まで占う巫女っていうから、卑ひ弥み呼こみたいなのをイメージしてたんだけど。そんな個人的なことも占ってもらえるのか」


    「そりゃそれが仕事じゃからの。占いっちゅーより神託、ということなんじゃが。幾いくばくかの寄き進しんさえおこなえば民間人であろうと、どんなことについてであろうと神託を受けることができる。色恋沙ざ汰たから将来の進路、失うせ物捜しから晩ごはんのおかずまで、未知なる未来に進むべき道を迷ったとき、暗あん夜や行こう路ろの指針を授けてくれるのが巫女という存在じゃからのう。──おお、そろそろ見えてきたぞよ」


    　プリシラは馬車から身を乗り出し、進路を指差した。


    　俺もプリシラの隣から、馬車の向かう先を見る。


    　顔を強い向かい風に叩かれながらも、俺は胸を高鳴らせてその光景を眼に刻んだ。


    　新しい世界に触れるときは、いつだって興奮するものだ。


    　開けた平地のはるか先に、街を囲む壁が見える。だが街は完全な平地に作られているというわけではないらしく、手前から奥へ階段状に高くなるよう建物が並んでいることがわかった。


    　低いところから高台へと順に視線を移していくと、その頂点にあたる場所に、ほかの建物とは明らかに色彩の異なるものが建っていることに気づく。遠目には季節外れの新雪が降り積もっているのではないかと見み紛まがうほど真っ白なその建物は、太陽の光を受けて白銀のように輝いている。


    「わかるか、あの高台に聳そびえる白亜の建物こそが、神託の巫女の住まう中央神殿じゃ」


    　プリシラは進行方向をまっすぐに指差してそう言い、


    「……と、ガイドブックに書いてある」


    　そう、小さく付け加えた。

  


  
    



    　　　二章　修学旅行で食べるものといえば


    



    「あ、はい、これで大丈夫です。ありがとうございました」


    　デジカメの画像を確認すると、俺はシャッターを押してくれた通行人に礼を言って、みんなのところへと戻った。デジカメの説明に手間取ったものの、とりあえず到着時の写真撮影は無事に完了。あとはまた、巫み女こが住むという神殿の前で撮りたいものだ。


    「ほーん。神殿など興味はなかったが、来てみたら思っておったよりいいもんじゃのう」


    　プリシラは遠く高台に聳そびえる白亜の神殿を見上げながら感想を漏もらす。


    　俺たちも並んで、その威い容ようを遠望する。


    「あれがこの神託都市の象徴たる中央神殿じゃ。ふむ、なかなか風ふ情ぜいのありそうな建物ではないか」


    「中央神殿って名前からすると、あそこが本殿というか、一番大きな神殿ってことでいいのか」


    「んむ。神託を預かる巫女もここに住んでおる。見てのとおり、この参道をまーっすぐ行くと中央神殿に辿たどり着く。それに参道脇には参詣客目当ての土産みやげ物もの屋や食べ物屋などが軒のきを連ねておるゆえ、まずはこのあたりを散策するのがよかろう」


    　ということで、俺たちは中央神殿を山と見立てたときの麓の場所に宿をとると、巫女が待つという中央神殿を目指して歩き始めた。


    「ところで、どうだプリシラ。お前の眼から見て、何か気になるところはあるか？　ほら、例の邪教の話があったろ。なにか異変は感じるか」


    　俺が話題にしたのは、バルザック市長が懸念を漏らしていた、神託都市で最近噂うわさになっているという邪教についてだ。


    「んー。妾わらわがこの街を訪れたのは、うんと小さい頃に父上が神事に参加するのについてきて以来じゃからのう。自由に見て回れたわけではないし、物心つくかつかぬかくらいの頃のことじゃから、いくら聡明な妾でも当時のことまでよく覚えてはおらぬ」


    　プリシラはあたりをキョロキョロしながら言う。


    「とはいえ、ぱっと見た感じ、特におかしなところはないように思うがの。まあ邪教徒とて、いかにも邪教徒ですっちゅーなりで往来を歩いてはおるまいよ」


    「確かにそうだな。そういやプリシラ。邪教邪教って言うけど、そもそもお前の国って国教とか定まった宗教はあるのか？」


    「んー、妾も坂さか上がみ先生より、おぬしらの世界の宗教についていろいろと教えてもろうたがの」


    　プリシラの専属家庭教師、坂上が小さく頷うなずいた。世界史──プリシラにとっては異世界史の授業で学んだのだろう。


    「妾の国では、特に国が信仰を強制するような宗教というものはないし、国教のようなものもない。強しいて言えば、ご先祖様と自然の恵みに感謝するっちゅーくらいかのう。特に戒律もなければ教典などもない、フワッとした感じじゃな」


    「私たちの世界でいえば、アニミズムのようなものでしょうか」


    「んーとのう。地元サイコー、仲間サイコー、ご先祖様マジリスペクト。自然の恵みにマジ感謝、この国に生まれて仲間と出会えた運命にマジ感謝。ウチの宗教そんな感じ、Yeahイエイ」


    「ラッパーと言ってることがあんまり変わらんな」


    「そこはむしろラッパーって意外と道徳的なことを言うておると解釈するべきじゃろな」


    　確かに言われてみればそうかもしれない。


    「あとはその土地土地に根付いた土地神を崇あがめる土着の信仰的なものが、我が国だけでも無数にある。ほれ、こないだの千年竜も、あれくらいの格になれば土地神として地元民からはある種の信仰の対象になっておる。この神託都市の巫み女こもまた、ある種の半人半神の土地神と言えような」


    「ああ、多神教の神とか精霊的なものが実在する世界なんだものな」


    　俺たちの世界の神話や伝承に出てくるような怪物や魔法が存在する世界なら、宗教のありかたも変わってくるのか。それとも、巨大な動物が信仰の対象となるような感覚なんだろうか。


    「あ、待てよ。この国で絶対的な宗教がないってんなら、じゃあそもそも邪教って何が邪よこしまなんだ？」


    「そりゃ宗教的結束をもとにいらんことをするのが邪教じゃろ。ケンカ、万引き、暴走行為、国家擾じよう乱らん。そういう迷惑さえかけぬのであれば、基本的には信仰は自由じゃな。じゃがまあ見たところ、特に街に異変があるようにも思えぬのう。街の人々の表情も特に暗いところはない。いや、むしろ商都に負けず活気に溢あふれておる」


    　確かにプリシラの言うとおり、行き交う人々の顔も明るく、物資も豊かで栄えているように見える。


    「相変わらず、街の人の視線はバリバリ感じるんだが」


    「仕方あるまい。格好が格好じゃからのう」


    　俺たちの着ている制服は、この世界の美的感覚からするとかなり変わっているらしい、そのため、どこに行っても好奇の視線で見られることになってしまう。


    「プリシラ、服装といえば、さっきから何度か特徴的な格好をした女性を見かけるんだけれど──。私たちもこちらの世界の人たちの服装をいろいろと見てきたけれど、そのどれらとも違うような」


    「おお、それはおそらく占術師の卵じゃろうな。この神託都市の名物じゃ。この街は特に占術の修行者が集まる街ゆえ、その見習いも多い。修行中の者も含めて、占術をもって生なり業わいとする者が多く、それを目当ての参さん詣けい者しやも多い」


    「じゃあ、そんなに待つこともなくパパッと占ってもらえそうだな」


    「いや、占術者は数おれど、神託の巫み女こと呼ばれる最高位の巫女は常にひとり。妾わらわがあてにしておるのも、その神託の巫女どのよ。失うせ物捜しだ恋占いだならその辺の巫女に任せてもよいが、百年に一度、別の世界よりやってくる客人神まろうど捜しとあらば、最高位の巫女によって神託を受けるべきであろう」


    「やっぱその巫女さんってのは人気なのか」


    「そりゃ凄すごいもんじゃと聞くぞよ。神託の巫女の託たく宣せんを受けるため、世界中から参さん詣けい者しやが訪れる。一般庶民から王侯貴族、時には魔物までもが人間に姿を変えてやってくるという。一般の巫女より高額な見料を取るものの、連日のようにドラクエⅢが発売されたときクラスの行列ができておるそうじゃ」


    「それは昭和の懐なつかし映像特集でしか見たことないが、すげー行列だってのはわかった」


    「というわけで、とりあえずまっすぐ中央神殿へ向かい、行列の具合を確認しようぞ。その具合によって、今後の予定を考えればよい。それにその辺にいろんな辻つじ占うらないがあるようじゃぞ。神託の巫女以外にも、いろんな占い師を冷やかしてみようぞ」


    「そうだよな。女子って占いとか好きだし、寄っていってみれば？」


    　俺が綾あやちゃんに言うと、


    「女子がみんな占い好きっていうのは、男子はみんな巨乳が好き、くらいの偏見だと思うんだけど」


    　そんな答えが返ってきた。


    「なるほど、何となくわかりやすい」


    　そんなことを言いながら、俺たちは中央神殿への参道を歩いていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「申し訳ございません。巫女様の神託の受付は今現在、すべて終了しております」


    「なぜじゃ。金ならいくらでも出すぞよ」


    　プリシラはジャージのポケットから金貨を取り出して、受付の神官に突きつけた。しかし、神官さんは申し訳なさそうな表情で、俯うつむきながら首を振った。


    「一枚では足りぬというのか。んでは、にまーい、さんまーい」


    　さすがプリシラ、感じの悪い金持ちのやり口が堂に入いっている。


    「寄き進しん額がくの問題ではないのです。……こちらをご覧いただければご理解いただけると思うのですが」


    　神官は困り顔のままで、両開きの扉を押し開けた。


    　扉の奥は天井の高い吹き抜けのホールになっていて、二階の高さにホール全体をぐるりと囲む廊下が通されており、絵画やらステンドグラスやら彫刻やら、さまざまな美術品が展示されていた。


    　しかし、俺たちの眼を引いたのはそれらの美術品ではない。


    　そのホール全体にぎっしりと詰まった人、人、人の数だ。


    　神殿という宗教施設からの連想だが、これだけたくさんの人がひしめき合っているのを見たのは、正月に神社に初はつ詣もうでへ行ったとき以来だった。


    　ただよく見れば団子状態の人込みというわけではなく、人々は整然と列をなし、ホールの端から端までひと繋つながりの紐ひものように規則正しく並んでいる。大半の人はその場に座り込んで自らの陣地を確保しており、なかには屋内にもかかわらず小型のテントを張っている人までいる。


    「これが、巫み女こ様の神託を受けようと並んでいる方々の列です。既に現在お並びいただいている方々で、三日先まで埋まってしまっている状況でして」


    「三日……じゃあ最後尾の人はここから三日間並ぶってことなんですか」


    「そうなります。どうしても並ぶということでしたらお止めはしませんが、少なくとも寝具は用意されたほうがよいかと存じます」


    　三日ともなれば、ドラクエⅢどころの騒ぎではない。噂うわさ以上の人気っぷりだ。


    「うーむ。では前のほうに並んでいる者の権利を買いとるよう交渉してみてはどうじゃろ」


    　プリシラはさらに下げ衆すなことを言いはじめる。


    「なんとなく、そういう権利を金で買っちゃうと御ご利り益やくがなくなるような気もするんだが」


    「そうじゃろか。神託も寄き進しんを要求するんじゃから、神託を受ける権利を金で買ってもいいような気もするんじゃがのう。権利を買わぬにしても、王家の者じゃと身分を明かせば前のほうに横よこ入はいりもできようが」


    「そんな遊園地の列に並ばなくてすむＶＩＰみたいな真ま似ねはすんなよ。それに、極力お前の身分は明かさないほうがいいんだろ」


    「まあそうなんじゃが」


    　そんな会話をごちゃごちゃやっていると、最後尾あたりに並んでいる人たちから、刺すような視線で睨にらまれていることに気づいた。


    「プリシラ、あまり無理を言うものじゃないわ。それに、並ぶにしても準備が必要そうだし。とりあえず今回は出直しましょう」


    　金貨を握るプリシラを、綾あやちゃんがたしなめた。


    「……ぬう、しかたないのう。じゃが、妾わらわが噂に聞いた以上の並びっぷりじゃ。ガイドブックにも、長いときで半日の並びは覚悟せよと書いてあるが、そう考えるとこの並び方は異常に思える。これはなんぞ理由があるのかや？」


    　プリシラが問うと、神官は笑顔で答えた。


    「慶けい事じにございます。神託の巫女様がご結婚を期に引退なされるので、最後の託たく宣せんを受けようと全国から巫女様のファンが集まっているのです」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺たちは中央神殿を離れて、参道を引き返していた。


    「要するにじゃ。巫み女こっちゅーのは恋人も配偶者も持ってはならぬと定められておるから、結婚すると引退せねばならぬ。男ができたら即引退スペシャルなんじゃよ」


    「スペシャルの意味はわからんが、まあ理解はできる」


    　要するに、偶像アイドルに男がいてはいけないということだ。


    「まあ今回は結婚して引退するということだそうじゃから、スキャンダルめいたものはないようじゃがな。しかしそれでわかった。いくら世界中から神託を受けに来る者がいるとはいえ、あれだけの行列ができておるというのはちょっと異常だと思っておったんじゃ。長らくトップを張っていた巫女の引退ラスト神託ということであれば、世界中からワンフーが集まるじゃろう」


    「ワンフー……ああ、ファンのことか」


    　かつてこの世界を訪れた客人神まろうどに影響されているんだろうが、こいつちょいちょい昭和だな。まあ要するに、普通に神託を受けに来る人に加えて、世界中から巫女のお得意様というのかファンというのか信者というのか、そんな人たちが最後の神託を受けようと集まってきているというわけだ。


    「それはいいとして、その神託の巫女さんが引退したらどうなるんだ？　巫女のシステムがよくわからんが、ナンバー２の巫女さん的な人が繰くり上がったりするわけか？　それとも、今の巫女さんが、それこそ神託によって次の後継者を指名するとか？」


    「んにゃ。占い師や神殿の下働きはたくさんおるが、巫女っちゅーのは常にただひとりでの。候補者の中からこの神託都市の市民権を持つ人々の入れ札によって次代の巫女を決するんじゃよ。引退＆総選挙っちゅーわけじゃ」


    「その候補っていうのは、今神殿で働いてる人たちが選ばれるわけ？」


    　綾あやちゃんが[image: ]きくと、プリシラは首を振った。


    「もちろんそれもあるが、女性であればこの都市の人間でなくとも、誰でもエントリー可能じゃよ。歴代の神託の巫女を見ると、だいたい占い師か魔術師が選ばれるもんじゃがな、中には女戦士や踊り子など占術とはかけ離れた職業から巫女になった者もおるという。当代の引退が既に発表されておるなら、あの神殿で立候補を受け付けておるはずじゃ。どうじゃ、坂さか上がみ先生など、初の眼鏡めがねっ娘こからの巫女を目指してみぬか？」


    「い、いえ、私はそんな……」


    　我らがチームの眼鏡一点、坂上雪ゆき乃のは恥ずかしそうに首を振る。


    「つか眼鏡っ娘は職業じゃねーだろ。でも選挙で決めるっつのーはちょっと意外だな。魔力？　とかよくわからんが、そういうものの優劣で決めたりするんでもないのか。選挙で決めるとなったら、たとえばたんに美人に票が集まったりすることもあるんじゃないのかよ」


    「それもあるじゃろうな」


    「え、それでいいのか」


    「魅力というものは魔力に近い。過ぎたる美び貌ぼうを魔性などともいうようにの。人々からの信奉を集めねばならぬ巫み女こという存在として立つには、美貌もまた重要な要素であろう」


    「……そういうもんかね」


    　プリシラが当然のように言うので、なんだか納得させられてしまった。まあ魔力だの魔法だの占いだのとなると俺たちの専門外なので、そういうものかと思うよりない。


    「それにの、入れ札──選挙というのは一種の神事、儀式でもあるんじゃよ。土地の人々が承認することによって、選ばれた者に特殊な力を付与するというの。ほれ、先日のかの千年竜も、その土地の人々が、あるいは魔物たちが、竜という存在に対し畏い敬けいの念を抱いだいていたからこそあれほどに強大な力を持ち得たと言えるんじゃ。そして強大な力を持つからこそ、その地において畏おそれられ、崇あがめられる。──ま、鶏が先か卵が先かという話でもあるがの」


    「みんなが凄すごいと思っているから凄いやつになる、ってことか」


    「神託の巫女というものは、そういう意味では土地神に近い存在なんじゃ。土地の人々によって担かつぎ上げられ、ひとりの少女が神に近い存在となるんじゃよ」


    　自分にその資格があると信じた少女が立候補し、人々によって見み出いだされ、高いところへ高いところへと昇っていく。そして高みから人々へ言葉を投げかけ、いずれ偶像としての役目を終えたとき、次代の少女へとその座を明け渡す。


    　さっきの引退の話を聞いたときにもそう思ったが、何となく俺たちの世界のアイドルを思わせるところがある。


    「選挙戦を勝ち抜いたとき、人々に選ばれた一人の少女が最もつとも神に近き存在となる。人々の承認によって魔力の桁けたが跳ね上がる。世界を識しる力を授さずかり、鮮明に世界の言葉を聞き取ることができるようになる。──それこそが、神託の巫女という存在なんじゃ」


    　プリシラがそう言って中央神殿を振り返った。


    「……神様を作るのはいつだって人間ってことか」


    　一いつ色しきが神殿を見上げながらぽつりと呟つぶやいた。


    「おっ、今の台詞せりふもう一回ドヤ顔で言ってほしいぞよ」


    　プリシラの言葉に一色は親指を立てて応こたえ、再び虚こ空くうを見上げて首の角度を調整し、呟いた。


    「神様を作るのはいつだって人間──ってことか」


    　一色が同じ言葉を繰り返したとき、その言葉に応えるように、プリシラのお腹なかがぐぅと鳴った。


    「腹、減ったの。ドヤ顔をいただいたところで気を取り直して、そろそろ昼食をとろうぞ。何ごとも腹に何か入れてから考えたほうがよい」


    　プリシラは腹を撫なでながら言う。確かに、そろそろ昼食時だ。


    「そうだな。この街は何か名物になってる食べ物とかってあるのか？」


    「んー。全国より人が集まる都市ではあるが、先にも言うたように、巡礼者じゃの占術師じゃの、規律正しい生活をおくる者たちが集つどう街でもあるからのう。そんな観光客がテンション上がるような美味はないかもしれんのう」


    「なるほど。日本のお寺でも観光客が食事できるところはあるけど、だいたい湯豆腐とか精進料理とかだしな」


    「そういや、修学旅行といえばコレ、って食い物は何かないのかや？」


    「修学旅行といえば……？　まあラーメンとかお好み焼きとかかなあ。ラーメンはその土地によって特色がいろいろあるし、お好み焼きはみんなでワイワイ言いながら食べられる。でもって大事なことは、どっちも高校生の小遣いでも気軽に食べられるものってことだ」


    「うおお……どっちも聞いたことのない料理じゃが、どれもうまそうな言こと霊だまを感じるぞよ。特にお好み焼きとかいうやつをお好んでみたいぞよ」


    「お好み焼きはこっちの世界で再現できんのかな」


    　小麦粉、キャベツ、山芋、それに豚肉や海産物あたりで作れるはずだし、作り方も特に技術がいるわけじゃない。焼く工程を客にやらせるような店だってあるんだから、材料さえ揃そろえば作れそうな気がしないでもないが。


    「生き地じや具はともかくソースは難しいんじゃない？　お好み焼きのソースって、原材料が野菜や果物だってことはなんとなく覚えてるけど、作り方が全然わかんない」


    「あ、そうか。食材はともかく調味料はネックだよなあ」


    「いかんいかん、食い物の話をしていたらまじに腹へってきた。はよどこか飯屋に入ろうぞ。この街にも肉や魚を出す店がまったくないっちゅーわけでもなかろう。ただこの昼時に全員では入れぬかもしれぬから、グループに分かれて、いくつかの店に入ってみようぞ。んであとで集合して、んまかった店があったらまた夜に行こうぞ」


    　というわけで、プリシラの提案に従って、俺たちはグループを分けることにした。


    　こういう時に定番のグーパージャンケンでグループを分けると、俺と綾あやちゃんとプリシラがグー、一いつ色しきと宗むな像かたと坂さか上がみがパー、そして和泉いずみと鉄くろがねがチョキ。


    　最後のグループというかペアにおいてどんな会話がなされるのかまったく想像がつかないが、とにかく俺たちは食後の集合を誓い、神託都市に散開することとなった。


    　俺は綾ちゃんとプリシラ、三人で店を探すことになった。本当ならプリシラ抜きがベストなのだが、それはやむを得ない。


    「うまいもの、うまいもの、うまいもの……」


    　プリシラはキョロキョロあたりを窺うかがいながら、早足でどんどんと先へ進んでいく。


    「おい待てよ、一人で行くな」


    　一応はお忍びの旅をしている王女様だ、一人にして何かあってはまずいと、俺と綾あやちゃんが早足でプリシラのあとを追おうとすると、プリシラは少し先で足を止め、振り返った。


    「のうのう、あれ何じゃろ」


    　プリシラは好奇心に眼を輝かせながら、ひとつの店を指差した。


    　プリシラがその店に注目した理由は俺たちにもすぐにわかった。建物の大きさ自体は並びの店と大差ないのだが、その中から通りの外に至るまで、ずらずらと人が行列を作っていたのだ。


    「行列で引き返してきたのにまた行列かよ」


    　建物の規模からいっても、さすがに先ほどの神殿の行列のように三日待ちなどということはないだろうが、それでも相当に長い列だった。


    　しかも、そこに並ぶ人々の様子はどうにも変だった。


    　行列を形成する人々の表情はどことなくうつろで、かと思えば中には興奮して目を血走らせているような人もおり、どうも尋じん常じような雰囲気ではない。


    　その上、列に並ぶ人々のうちおよそ三分の一ほどが同じ服装をしているのが気にかかる。彼らは黒地に白で何やらキャラクターのようなものが描かれたデザインの、同じＴシャツを着ていた。


    　Ｔシャツ自体は先日訪れた村でも土産みやげ物ものとして売られていたのでもとからこの世界にあるものなのだろうが、けして少なくない数の人々がまったく同じデザインのものを着て同じ列に並んでいるというのは、やはり異様な印象を抱いだかせる。


    　とはいえこの世界の人々に言わせれば俺たちの着ている揃そろいの制服も相当に変わった服装らしいので、あれがこの世界の文化であればそういうものかと受け容いれるしかないのだが、プリシラも不審げにその様子を見ていることからすると、一般的なものではないらしい。


    「ＹＡヤＺＡザＷＡワのライブ会場にＹＡＺＡＷＡＴシャツとＹＡＺＡＷＡタオルを装備した者たちが集まっておっても違和感はないが、あれはどう見てもＹＡＺＡＷＡグッズではないからのう」


    「異世界の王女がＹＡＺＡＷＡって言ってる違和感についてはスルーでいいのか」


    　まあそれは今さらという話なのでスルーしておくにしても、プリシラにとっても奇妙な光景であることに違いはないようだ。


    　その時、店の前で足を止めた俺たちに気づいたのか、列の傍かたわらに立っていた人がこちらに近づいてきた。


    「お並びになられるのでしたら、最後尾までご案内させていただきますが」


    　優しげな声こわ音ねで話しかけてきたのは、どうやらこの店の店員らしい。


    「こりゃいったいなんの列なんじゃ？　妾わらわたちは飲食店を探しておる。ライブ会場や漫画家のサイン会じゃったら別にいいんじゃが」


    「ではぜひ。こちらでは救世汁というありがたいお食事を提供しております」


    「救世汁？　聞いたことのない料理じゃのう。ガイドブックにもそのようなものを出す店があるとは書いてなかったが」


    「はい。つい三か月前にこの地に開店いたしましたもので。救世汁というのは、世界の真実を椀の中に再現した、それはそれはありがたい料理でございます」


    「それはどのような料理なんじゃ。材料とか、調理法とか」


    「お召し上がりになっていただければわかります。奇跡に触れたことのない方に奇跡を語ったところで、奇跡を理解していただくことはできますまい」


    「うーぬ……」


    　店員の態度は実に慇いん懃ぎんで優しげなものだったが、言っている内容がどうにもおかしい。ついでに言うと、店員も件くだんの謎なぞのＴシャツを着ている。


    「ただいま一時間ほどお待ちになっていただければご案内できますが、いかがですか」


    「一時間……じゃあちょっと相談してみます」


    　俺たちは救世汁の説明をしてくれた男から距離を取ると、顔を突き合わせた。


    「どう考えても怪しい感じがするんだが」


    「そうじゃの。救世汁など聞いたこともないし、言うておることもわけがわからぬ。世界の真実を表現した食い物などカール以外にあるとは思えぬ。ひょっとしたら件の邪教とやらに関連するものやもしれぬぞよ」


    　確かに、あの店員が言っていることもどうにもスピリチュアルに過ぎる。


    　ここはどうやら回避したほうがよさそうだ、と言おうとしたとき。


    「私の予感が正しければ、この列には並ぶべきよ」


    　いつになく真剣な口調で、綾あやちゃんが言った。


    「どうしたんだ、救世汁に何か心当たりが？」


    　俺が問うと、綾ちゃんは幼なじみの俺でも意図が読み取れない微妙な表情で、謎の救世汁屋を見やった。


    「……私も確信があるわけじゃないから、まだはっきりしたことは言えない。ぬか喜びをさせちゃうかもしれないから。でも、私の直感を信じてもらえるのなら、一緒にこの列に並んで」


    「ふむ。沢さわ木きならともかく、委員長がそこまで言うのであれば。神託都市にて直感に従うというのも一興じゃ」


    「プリシラが言うのならともかく、綾ちゃんが言うなら並んでみるか」


    　結局、俺とプリシラもわけがわからないまま、素直にその列の最後尾に並ぶことにした。


    「しかし、一時間か……」


    　俺は自分の腹をそっと撫なでた。


    　プリシラに負けないくらいの腹の音が、今にも鳴りそうだった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「妾わらわはもうダメじゃ……ここに置いて行ってくれ」


    「わかった。じゃあ綾あやちゃん、プリシラを置いてその辺のパン屋か何かで適当にすませよう」


    　という俺とプリシラのやりとりを綾ちゃんがスルーするのも、俺たちが今列の一番前まで来ているからだ。さすがにここまで来て、俺もプリシラも本気で引き返そうとは思っていない。


    「はらへった……はらへった……」


    　それにしても、思ったことをそのまま口に出すのはプリンセスとしてどうなのか。プリシラは合宿後の野球部員ばりに、腹減ったを繰くり返す。


    　並び始めてからちょうど一時間。空腹がピークを迎えたところで、ようやく店員が俺たちに声をかけた。


    「大変お待たせいたしました。お客様の順番がまいりましたので、存分にお楽しみください」


    「うむ……不安のほうが大きいんじゃがの……。しかし空腹ももはや限界じゃ」


    　心配げなプリシラをよそに、店員は重そうな扉を押し開けた。


    　心配もあるが、今は何かを口に入れられるという期待のほうが勝まさっていた。


    　と、店内に足を踏み入れたその瞬間だった。


    「ぬおっ、何じゃこの臭においは！」
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    　扉が開け放たれると同時に、プリシラが小さな声で叫んだ。


    　そう、店内に足を踏み入れると同時に、俺たちの鼻を独特の臭気が襲おそったのだ。ただこの臭におい自体は、店の前に並んでいるときから微妙に漂ただよっていた。それが店の中に足を踏み入れた途端に、一気に俺たちを襲ったのだ。


    　プリシラの声は店員にも聞こえていたはずだが、店員はただ微笑して、俺たちを店内へと招き入れた。


    「奥へどうぞ」


    　薄暗い店内を歩いてゆくと、背後でバタン、と扉が閉まる音が聞こえた。


    　窓は目め張ばりされて日光が入らず、出入り口の扉が鎖さされてしまえば店内は足下もおぼつかないくらいに薄暗い。ランプなのか魔法の炎なのか定かではないが、壁に灯ともされたわずかな明かりだけを頼りに、俺たちは足を進めていく。


    「こちらの階段を下りてください。暗いですので、足下にお気をつけて」


    　どうも一階は店で使う資材や食材を置く場所になっているらしく、食事が出るのは地下だということらしい。


    　促うながされるままに、俺たちは階段を一歩一歩下ってゆく。


    　一歩階段を下りるたびに、鼻の奥をつく臭気が濃さを増す。


    「のう、のう、今からでも引き返したほうがよいのではないか」


    　いつになく不安げなか細い声で囁ささやきながら、プリシラが俺の袖そでを引く。


    「まるで地獄の獣けものがごとき獣臭じゃ……やはりどう考えても尋じん常じような店ではないぞよ」


    　俺自身、不安に思いながらも、一歩一歩足下を確かめながら階段を下っていく。すると俺たちの後ろから、大きな木箱を抱かかえた男が早足に階段を下りてきた。


    「すいません、そこを通してください」


    　男は俺たちの脇わきを、木箱を抱えながら早足で駆け下りていった。この薄暗い中を、足下が見えにくい体勢で早足で駆け下りていったところを思えば、店員か、あるいは仕入れ業者の人らしい。


    　再び階段を下りていこうとしたところで、袖が引かれたことに気づき、振り返ると、うっすらと青ざめた顔のプリシラと眼が合った。


    「さ、沢さわ木きよ、見たか」


    「何が」


    「先ほどの木箱……何やら動物の骨のようなものが入っていたように思うんじゃが」


    「骨……？」


    「おかしいではないか。飲食店から肉を取った骨が出ていくのはわかるが、なぜ店に骨を運び込むんじゃ。邪教が何かしらの儀式に使うておるのではないのか」


    「……まあ、様子を見ようぜ」


    「なんじゃなんじゃ、いつもはへたれのくせに今日はなんでそんな……委員長がおるからといって格好をつけるでない」


    　プリシラがか細い声でそう言ったとき、階段の向こう側から、店を出ていくらしき客とすれ違った。例のＴシャツを着たその男は、神にでも出会ったかのような恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。


    「どうやら無事に出ることはできるみたいだし、腹を括くくっていこう」


    「むう……」


    　プリシラは背後から、俺と綾あやちゃんの袖そでを強く握り直した。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「これは──」


    　ようやく辿たどり着いたテーブル席に腰かけるなり、俺は思わず息を飲んだ。


    　地下を覆おおう暗くら闇やみの中、壁に掛けられたランプの明かりが、その異形の輪郭をぼんやりと浮かび上がらせる。


    「魔物……！　……いや、魔力を感じぬということは、作りものか。しかしこれは……」


    　プリシラの声は恐怖に震ふるえていた。


    　魔力うんぬんは俺にはさっぱりわからないが、邪悪な魔物だと言われてしまえばそのまま信じてしまいそうになるくらい、それは禍まが々まがしい姿をしていた。確かに見上げているだけで首筋に嫌いやな汗が浮かんでくる。


    　それはまるで、暗闇に浮かぶ巨大な脳のようだった。


    　だが、一見人間の脳のように見えるそれは、よく見れば細い紐ひも状じようのものを団子状に固めたオブジェであることに気づく。細いとはいえ、それは全体をひと塊かたまりと見たときの対比であって、遠近感を考慮すれば、塊を構成する紐状のものの一本一本が子供の腕くらいの太さはありそうだった。それらがぐにゃぐにゃと曲がり、絡まり合いながら集まり、一つの塊として暗闇に浮かんでいる。紐の先端部は本体からはみ出し、まるで異形の怪物の触手でもあるかのように四方八方へ伸びており、それらの一本一本が意思を持って今にも動きだしそうだった。


    　プリシラの言うとおり、どうやら作りものではあるらしいのだが、闇の中、ゆらゆらと揺れる炎の明かりに照らされることで、その触手が実際に蠢うごめいているようにさえ見える。


    　そんな塊の中央に二つ、全体を顔と見立てたときの目玉の位置に濁にごった水晶玉のようなものが嵌はめ込まれており、松たい明まつの炎を反射しオレンジ色に鈍く光っていた。


    　その巨大で不気味なオブジェを正面に見み据すえる位置に、いくつものテーブルが並べられていた。俺たちはそのオブジェに最もつとも近い位置のテーブルに案内されたのだ。


    　邪教の偶ぐう像ぞう崇すう拝はい──そんな言葉が脳裏を過よぎった。


    　見た目が禍まが々まがしいからといって、自分の感性だけで邪教呼ばわりするのは失礼だ──理性ではそうわかってはいても、生理的に覚える不気味さの前にはそんな理性も何ほどのことはなかった。ただ、猛烈な居い心ごこ地ちの悪さが腹の底で渦巻いていた。


    「プリシラ、これはいったい」


    　あるいはプリシラの知るこの世界の儀式なのかとも思ったが、プリシラも恐怖と困惑の入り交じった表情で、小さく首を振った。


    「わからぬ。わからぬが、どう見てもまともな集つどいではあるまい。ほら、な、やばいって。邪教邪教。リアルガチの邪教。これがなんであるのかはいずれ調べねばならぬとして、長居は無用じゃよ」


    　プリシラはもう半分腰を浮かして、今度は袖そでではなく俺と綾あやちゃんの手首を直接掴つかんだ。しかし、綾ちゃんは小さく首を振った。


    「プリシラ、もうちょっと。確かめておきたいことがあるの」


    「じゃが──確かめておきたいことってなんなんじゃ、委員長は何が気になっておる」


    　プリシラが声を潜ひそめて言ったとき、視覚でも聴覚でも触覚でもなく、嗅きゆう覚かくが異変を察知した。先ほどからこの地下に漂ただよっていた異臭が、ひと際強くなったのだ。


    　やがて黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ男たちが、奥から大きな鍋のような、寸ずん胴どうのようなものを運んできた。異臭の発生源はそこらしい。


    　火にかけられているわけではないが、妖よう気きとも見み紛まがうような湯気と臭しゆう気きがその鍋から放たれている。


    　神官はその鍋に満ちた液体を柄ひ杓しやくで掬すくうと並べられた器に注ぎ、それを席に着いた人間一人ひとりの前に、端から順に置いていった。


    　俺たちの前にもひとつずつ、その器がやってくる。


    「救世汁でございます」


    　店員はそれだけを告げると、なんの説明もせずに去っていった。


    「……プリシラ、これをどう思う」


    　俺は薄闇の中に湯気を立てる器の中に視線を落としたまま、プリシラに[image: ]きいた。


    「どう思うも何も、このドッロドロで濁にごった汁。その中に沈むグニャグニャした得体の知れぬ物体。正体不明の肉片。葱ねぎ。その上この強烈な臭気。こんなもんどう見ても邪教の贄にえじゃろ」


    　プリシラはおそるおそるといった表情で、箸はしを突っ込んで丼どんぶりの中を掻かき混ぜる。ほかの客には聞かれないよう囁ささやくような声だが、その表情は嫌悪感に充ち満ちている。


    「しかもほかの客の顔を見てみよ。目つきが尋じん常じようではないぞよ。一いつ心しん不ふ乱らんにこの得体の知れぬ贄を貪むさぼり、箸を止めたかと思えば意味のわからぬ呪じゆ文もんを唱えておる。邪教じゃ、完ッ全に邪教じゃ。適当に食ったふりをしてさっさと退散──何しとるんじゃあ！」


    　プリシラが小さく叫び声をあげたが、俺の手は止まらなかった。


    　その丼どんぶりの中に箸はしを突っ込み、中のそれを掬すくい上げ、口元へと運ぶ。舌の上にそれをのせた瞬間に疑惑は確信へと変わった。あとは一いつ気き呵か成せいに、それを喉のどの奥まで滑り込ませていく。間かん髪はつ容いれず、丼に添えられた匙さじで汁を啜すする。その瞬間、脳の奥底で強烈な快楽物質が分泌されていくことをはっきりと感じた。


    　ああ。これは。


    　ああ。ああ。ああ。ああ。ああ。


    　ああ────うまい。


    「ぷはぁ！」


    　丼中の汁をすべて飲み干したところで、俺はようやくプリシラの視線に気づいた。


    　困惑と恐怖とが、その瞳の中で渦を巻いている。


    「プリシラ、騙だまされたと思って食ってみろ」


    「ま、待て、おちつけ。おぬし、既になんらかの幻術にかかっておるのではないのか、こんなもん尋じん常じような食い物の見た目や臭においではあるまい……」


    「プリシラ、私からも勧めるわ。最初は抵抗があるかもしれないけれど、とても美お味いしいのよ」


    　俺ほど我を忘れてはいないものの、綾あやちゃんも陶とう然ぜんとした表情で、匙で汁を掬って口元へと運んでいる。


    「委員長まで……」


    　不安に顔を歪ゆがませるプリシラに、俺は言う。


    「疑惑は確信に変わった。どういう経緯で、この世界にこれがあるのかはわからない。だが、ひとつだけ言えることがある」


    　俺は空からになった丼の底に眼を落とし、たった今体験した嘘うそのような現実が幻にならないよう、願いを込めてその名を口にした。


    「これがラーメンだ。正しよう真しん正しよう銘めいの、とんこつラーメンだ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「カエダマ！　カエダマ！　カエダマ！」


    　プリシラは、ついさっき覚えたばかりの呪じゆ文もんを連呼する。


    「落ち着け、替え玉は一回ずつだ。あと麺の固さも指定できるぞ」


    　あちらこちらの席から、替え玉固めだの柔らかめだのハリガネだのといった声があがる。


    「くそっ、まさか替え玉のシステムまであるとは……。一気にスープを飲み干すんじゃなかった……！」


    　俺は空っぽになった丼の底を虚むなしく見つめる。


    「な、うまいだろ」


    「ずるずる。ずるずるずる」


    「いや、ちょっとくらい返事しろよ」


    「ずるずる、ずるるるる。んぐ」


    　まるで数分前の自分を見ているように、プリシラは何かに取り憑つかれたように、一いつ心しん不ふ乱らんに丼どんぶりの中身を胃袋へと収めていく。


    「んっ、んっ、んっ、ぱぁあ──」


    　匙さじを使わず、直接丼の端に口をつけ、プリシラはスープを飲み干した。


    「邪教の贄にえでもいっこうにかまわぬ！　ヤバいのう、マジヤバいのう、これ！　これ味がヤバい！」


    　プリシラはボキャブラリーが貧困になるほど気に入ったらしい。


    「最近の東京の豚骨ラーメンは豚骨の臭くさみを抑えたものが多いけど、俺はむしろこれくらい豚骨臭がドンと来るのが好きだな。本場の九州だとあれくらい豚骨の匂においがきついものが多いらしいんだ」


    　綾あやちゃんもこの強烈な豚骨スープの匂いで気づいたらしいが、よくわかったものだ。確かにそれと自覚して嗅かぐこの匂いは紛れもなく豚骨ラーメンのそれだが、予備知識のないところでこの匂いを察知しても、俺もプリシラの言うように異臭としか思えなかった。


    「野や趣しゆ溢あふれる味わいじゃったのう。それでいてまろやかでコクがあって……。まさか豚の骨でこのような味が出せるとは。ああうまかった。おお、スタンプ一個で味玉無料じゃと！　ちゅーことはもう次回から使えるわけじゃな！」
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    　ご丁てい寧ねいに、この店にはスタンプカードまで用意されていた。救世汁ラーメン一杯でスタンプ一つ、スタンプを貯ためるごとにさまざまな特典が用意されており、二十個のスタンプをコンプリートするとオリジナルＴシャツがもらえるという。


    　行列に並んでいた人たちの何人か、そして店員が着ているものは、まさにこのオリジナルＴシャツということだろう。


    「妾わらわもこのＴシャツをゲットせねば。今日の夕飯もラーメンでいいくらいじゃのう」


    　プリシラが興奮気味に声を高くしていたとき、周囲から聞こえていた麺を啜すする音がわずかに止まった。


    　何かあったのかとあたりを見回すと、いつの間にか例の邪神像のようなオブジェの下に、その邪神像を摸もしたような意匠の仮面を被かぶった男が立っていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「いいですか、この世界は、この麺神様がお作りになられたのです。世界はこの麺のごとく細切れになった小さな世界が絡まり合って、一つの大きな世界を作っているのです。一本一本の麺はわたしであり、そしてあなた方なのです」


    　黒いローブを纏まとい、仮面を被った邪教の導師が、御神体らしき例のオブジェを見上げながら謎なぞの教義を語り始めた。


    　ここまではたんに豚骨ラーメン屋だったのだが、どうやらいよいよ邪教めいてきた。


    「今は疑念があってもかまいません。形から入ればいずれ真実に至るでしょう。さあ、麺神様を讃たたえましょう。麺神様万歳と唱えた方には、もれなく替え玉無料券を進呈いたします。ご唱和ください。麺神様、万歳！」


    「麺神様、万歳！」「万歳！」「万歳！」


    　あちらこちらから次々と、麺神を讃える声があがっていく。


    「めんがみさまばんざい……かえだまいっちょう……」


    　呆ほうけたような表情で麺神の御神体を見上げながら、プリシラも声をあげる。


    「おいプリシラ、おい！」


    　プリシラの耳元に顔を寄せて小声で叫ぶが、プリシラは魂が抜けたように御神体を見つめている。


    「めんがみさまばんざい……あじこいめあぶらふつうめんかため……」


    　ダメだこいつ。適応能力が高すぎるのも考えものだ。


    「ご唱和ありがとうございます。ですが、皆様方の中にはまだ私の言うことが真実真正の真理であることを疑っている方もおられるかと存じます。そこで、ただいまご来店いただいている皆様方にはこれより奇跡をご覧に入れましょう。世界の真理に到達した者でなければなし得ない奇跡の御み業わざ、心ゆくまでとくとご覧あれ」


    　仮面の男は手で店の奥を指し示した。


    「それではご登場いただきましょう。奇跡の体現者にして、間もなく神託の巫み女ことなられる我らが教主様！」


    　そして、そいつが俺たちの前に姿を見せた。


    　店の奥から姿を現した、教主と呼ばれたそいつは──その少女は、一つひとつのテーブルの間を縫ぬうように、一人ひとりの客に己おのれの姿を見せるように、ゆっくりと歩いていく。


    「お前──」


    　俺と視線が合うと、麺神教の教主は一瞬、その表情に戸惑いを浮かべた。


    　そしてほんのわずか、困ったような微ほほ笑えを浮かべると、俺たちから視線を切って、ゆっくりと麺神の御神体の下へと歩いていった。


    「今こ宵よいお集まりいただいた方々は幸運です。なぜならあなた方は、古今稀まれなる奇跡の目撃者となるのですから」


    　闇やみの中で、教主の、その少女の声が反響する。


    　俺は、その声を確かに聞いたことがある。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　既に街が夕闇に包まれた時刻。


    　俺たちは宿の部屋に集まっていた。本来ならそれぞれがとった昼食や、その後街を散策して何かおもしろいものがなかったかなどという話をする場だったのだが、とてもそんな雰囲気ではなかった。


    　その原因は、この旅のスポンサーにしてムードメーカーでもあるプリシラが、菓子も食わずに深刻な表情で佇たたずんでいるからだ。プリシラの表情は、いつにない真剣味を帯おびている。


    「いかんの……。救世汁──豚骨ラーメンの衝撃がすっ飛んだわ……。麺神教、まさかあれほどのものとは……」


    　プリシラは麺神教の教主が見せた奇跡に度ど肝ぎもを抜かれ、半ば放心状態のまま、宿へと戻ってきたのだった。


    「救世汁ラーメンのうまさは認めるものの、正直、インチキ宗教の類たぐいだと思うておったんじゃよ。ラーメンで人を集めて適当な教義を説とくという──」


    「お前、途中で洗脳されかかって麺神様万歳つってたじゃねーか」


    「この聡明な妾わらわでさえ、あのラーメンのうまさに心を揺さぶられたんじゃ。その上に眼の前で奇跡を見せられれば、麺神教を信奉する者が増えるのも無理はあるまい。あの教主……まさか本当に奇跡の使い手じゃったとは」


    「その奇跡というのはどのようなものだったのだ。私たちにも説明してくれ」


    　いつにないプリシラの様子に、和泉いずみが[image: ]きいた。


    　和泉に続いて、坂さか上がみも口を開く。


    「この世界にはそもそも魔法がありますよね。たとえば人間をドラゴンへと変えてしまうような魔法だってあるじゃないですか」


    　坂上は一いつ色しきへと視線を向け、その視線を再びプリシラへと戻す。


    「そんな世界に生きるプリシラさんがそこまで驚くような奇跡って、いったいどんなものだったんですか」


    「うむ……。今思い出しても驚きよう愕がくに背筋が凍るようじゃが」


    　そしてプリシラは、自らが目撃した奇跡の技について語り始めた。


    「まずあの教主とやらは、掌てのひらに収まるサイズのボールを一つ取り出したんじゃ。両掌をともに広げ、右掌にそのボールを握りこんだ。次いで、何も持たぬ左掌も握る。次の瞬間じゃ、開かれた右掌からはボールが消失しておった。そして何も握っていなかったはずの左手から出したんじゃ！　物体転移など、かつての大魔術師たちの多くが挑み、しかし誰もがなし得なかったこと。それをたやすくなし遂げてしまうとは……」


    「……」


    「しかも、しかもじゃよ。そのボールを一瞬で五つに増やしたり、瞬時に消失させたり……。物体の複製も、物体の消失も、神の禁きん忌きに挑むがごとき奇跡の業わざよ！　それから五十三枚のカードの中から妾わらわが選んだハートの六をぴたりと当てるなど、もはや神に等しき所業！　きゃつは妾の心を読み取りおったんじゃ。人の心を読み取るなど、世にこれほど恐るべき術があるじゃろうか！」


    「それから何があったっけ」


    　俺が促うながすと、プリシラは恐ろしいものを思い出したかとでもいうように小さく身を震ふるわせた。


    「従じゆう者しやに胴を輪切りにさせ、上半身だけで喋しやべったんじゃ！　魔方陣もないところから鳩を召喚したんじゃ！　無造作に振ったステッキの長さが倍に延びたんじゃ！」


    　半ば顔を青ざめさせて、プリシラは自らが目撃したおそるべき奇跡についてまくしたてる。


    　そんなプリシラのテンションとは対照的に、全員が真顔でプリシラに視線を集めている。


    「てことでみんなももうわかってると思うけど、麺神教の教祖が見せた奇跡ってのは、要するに全部手品だったわけだが」


    　まあそりゃそうだよな、という表情でおのおのが小さく頷うなずく中で、ただひとり、プリシラだけが不思議そうな顔をしていた。


    「……てじな？」


    「奇跡でも何でもない、全部仕掛けがあるってことだよ。つーかむしろ、坂さか上がみもさっき言ってたけど、魔法がある世界の住人であるお前が手品にあんなに驚いてたことが不思議なんだけど。いや、プリシラだけじゃなくて、ほかのお客たちも」


    　あの麺神教の地下教会に集まった人々はみな、教主の奇跡──という触れ込みの手品を食い入るように見つめては、驚きよう愕がくの声を漏もらしていた。


    「では沢さわ木きよ、いやほかの誰でもよいが、おぬしらは同じことができるというのか？　どういう仕掛けか知っておるのか？」


    「いや、それはわかんねーけど……」


    　確かに、それを手品だと思って見ていた自分たちでさえタネが何なのかはわからないくらい熟練の手際で行われていた。しかし、どれもこれもテレビなどでお馴な染じみのものばかりだった。


    　何もないところに炎や雷を出現させてそれを操あやつったり、人間をドラゴンに変えてしまったりする魔法の力を思えば、テーブルマジックなんて大したことないように思えるのだが。坂上の言うとおり、魔法がある世界の人間のリアクションとは思えない。


    「プリシラ、あのとき麺神教の教祖が見せた奇跡っていうのは、魔法では再現できないことなのよね？」


    「うむ。物体転移、読心術、ステッキ伸ばし。どれも大魔術師たちによってさまざまに研究がなされながら、いまだ実用化には至らぬ魔法ばかりじゃ」


    　大魔術師たちは、なぜステッキ限定で伸ばそうとしてきたのだろうか。


    「物体を瞬間移動させる魔法がないって話だけど、一度行ったことのある街に瞬間移動する魔法とかないのか？　いやＲＰＧだとよくあるからさ」


    「そんな便利なもんがあるなら馬車なんつー交通機関が残っておるわけなかろう」


    「ああ、そりゃそうか」


    「おぬしらが異世界からやってきたように、異界の者を召喚する魔法というのはあるにはあるが、十分な呪じゆ具ぐや魔術儀式、ときには生いけ贄にえなどを必要とする。じゃがあの教主は魔方陣どころか呪文の詠唱さえなしに、無造作に帽子から鳩を召喚しおった！」


    　鳩を出す古典的なマジックも、プリシラにとっては召喚魔法に思えるわけか。


    　それにしても、プリシラに手品というものをどう説明したものか。プリシラのテンションに押され気味で誰もが口を噤つぐむ中、


    「むしろ、魔法があるから信じてしまうのかもしれない」


    　ぽつりと、綾あやちゃんが言った。


    「綾ちゃん、それはどういうこと？」


    　全員の視線が、頼りがいのある委員長へと集まる。綾ちゃんは一拍間を置いて、自分の考えについて喋しやべり始めた。


    「人生経験が豊富なはずのお年寄りとか、ものをたくさん知ってるはずのお医者さんや弁護士が、変な宗教や疑似科学にコロッと騙だまされちゃう話ってたまに聞くでしょう。自分で体験したものごとしか信じないって人は、自分で体験したものには意外と簡単に騙されちゃうものよ」


    「むう、しかし……」


    　プリシラは納得がいかないといったように、腕組みをして唸うなった。


    「いま委員長が言ったこと、私にも少し思うところがある」


    　そう言って立ち上がったのは、意外にも理屈よりもバトル──というか今やポンコツキャラ担当の和泉いずみだった。和泉はそのまま俺の前まで歩いてくると、俺の両肩に手を当て、そのまま背後の壁へと押しつけた。


    「な、なぜこのタイミングで壁ドンを」


    　なるほど、壁ドンって実際にされてみると確かにドキドキするものだ。俺は眼の前に迫った和泉の顔から思わず視線を逸そらした。ひょっとしたら少し顔が赤くなっていたかもしれない。


    「沢さわ木きくん。踵かかとと背中、それに後頭部を壁にぴったりつけて立ってみてくれ」


    　和泉の意図はわからないまま、俺は言われたとおり指定された姿勢をとった。


    「これでいいのか？」


    「よし」


    　和泉は頷うなずくと、人差し指をぴんと伸ばし、その指先で俺の額ひたいに触れた。


    「……え？」


    「これでかかった」


    　和泉は俺の額を人差し指で軽く押さえたまま、にやりと笑う。


    「いや、何だ？　今んとこ何も感じないんだけど」


    　額を押さえる指先の感触を感じるだけで、体のどこがどうということもない。いきなり女子に壁ドンされてちょっとだけ心臓がドキドキいってるだけだ。


    「あっ、妾わらわこれ知っとるぞよ！　人体の経けい絡らく秘ひ孔こうを突つくことで数秒後に肉体が爆発四散するやつじゃな。わくわく」


    「ちょ、ちょっと待って！」


    　そんな脈絡なくあべしは嫌だ！


    「落ち着け、さすがに私も一いつ子し相そう伝でんの必殺拳を修めてはいない」


    「必殺拳じゃなくても痛いやつはいやだからな！」


    「別に痛くはしない。というより、もうかかったと言っているだろう。では沢木くん、そこから前に歩いてみてくれ」


    「歩く？　いいけど。──あれ、えっ、あっ」


    　言われたとおり足を前に進めようとしたところで異変に気づいた。


    「何をしとるんじゃ」


    　プリシラも怪け訝げんそうな表情で、変形壁ドンされている俺を見る。


    「足が前に進まない──っていうか地面から離れない」


    　俺の頭は混乱してるのに、その混乱がまったく伝わっていないらしく、プリシラは怪け訝げんなまなざしをこちらに向け続ける。


    「いや、足が、マジで動かなくて……！」


    　口も動くし手だって自由に動かせるから、たとえば俺の額ひたいを押さえる和泉いずみの指を手で払いのければそれでいいのだろうけど、自分の意思に反して足が動かないというのはとても気持ちが悪い。


    「沢さわ木きくん、いま君が体験しているものが、合あい気きという技術だ」


    「合気──」


    「聞いたことくらいはあるだろう」


    「いや、でも、こんなマジで体が動かないって──うわっ！」


    　す、と不意に和泉が指先を引くと、途端に足が床から浮き上がって、俺はたたらを踏んでしまった。


    「プリシラ王女が手品を奇跡だと思ってしまったのは、つまりこういうことだろう」


    　改めて一同を見回して、和泉は言った。


    「……いや、合気はわかったけど、それはどういうこと？」


    　膝を上げたり、足首をぐるぐる回したり、自分の体がちゃんということをきくことを確かめながら、俺は和泉に[image: ]きいた。


    「いまのが合気というのは嘘うそだ。あれは仕組みさえ知っていれば誰でもできる、まあ宴会芸のようなものだ」


    「へ？」


    「ごく簡単に言うとだな。人間は両足を揃そろえた状態から前に歩きだそうとするとき、まずはほんのわずかに頭を前に傾かたむけるという動作を行わなければならない。その初動作を押さえてしまえば、歩きだすことはできないのだ」


    　和泉の説明を確かめるべく、俺は改めてさっき壁ドンされた場所に背中をくっつける。プリシラや宗むな像かたも自分の体で確かめようと、それぞれ手近な壁へと身を寄せた。


    「おお、確かにそうじゃ。後頭部を壁にくっつけたままじゃと足が上がらぬ！」


    「ミソは踵かかとを揃えて背中と後頭部を壁にくっつけるという、日常生活でも格闘の場面でもまず起こらない不自然な状況設定を最初にするというところだ」


    「確かによく考えたらこんな姿勢、身長を測るときくらいしかとらないよな」


    　流れの中でそうされると気づかなかったが、改めて壁に後頭部をぴったりくっつけた姿勢を意識してみると、これがかなり不自然で慣れない格好だということがわかる。


    「手品で言えばそれがタネを仕込む段階で、そこまでいけば成功だ。人差し指で額を押さえるのは心理的な圧迫を加えるためで、足を前に進めてみろというのは言葉による意識の誘導だ。力で押さえているわけではないから、仕組みさえ知っていれば額ひたいで指を押し返せばいい。だが意識を足へと向けさせているから、足だけを浮かせようとする。だがそれは人体の仕組みに反したこと。沢さわ木きくんでなく宗むな像かたくんのように筋力が発達したものでも、人体の摂せつ理りに反した動きはとれない」


    「なるほど。仕組みがわかっちゃえば納得できるな」


    「しかし沢木くん。さすがに魔法とは思わぬまでも、私がいまの技を合あい気きだと言ったとき、コロッと信じたろう」


    「それは──まあ」


    　確かにそうだ。和泉いずみが合気と言ったので、和泉が神秘的な武術の技で俺の体を押さえ込んでいるとばかり思ってしまった。実際に体が動かないのだから、その説得力は大きかった。


    「種明かしをしないまま、合気というか不動金縛りというか魔法というか、あとは演出次第でなんとでもなる。先ほど委員長が言ったとおり、人間は自分で体験したことなら簡単に信じてしまう。そこにそれらしい理屈がつけば、さらに簡単にな。宴会芸としてこの手の技を披露するならいいのだが、こういうトリック紛まがいの技術で霊感商法じみたことをする武術家もかつてはいたという。もちろん本気で騙だますときには、私がやったようなシンプルな方法でなく、もっと周到で巧妙にやるようだがな。真言を唱えたり、それらしい道具立てを用意したり……。言葉で説明されるだけなら人はなかなか信じないが、自分の眼で見、体で体験したことには人は騙されやすいということだ」


    「なるほど。ポンコツ＆バイオレンス担当の和泉にしては意外と理屈の通ったことを言うのう」


    「ポンコツ＆バイオレンスって最悪の組み合わせだな」


    「とにかくその手品のタネとやらを知らぬことにはまだあれが奇跡であったという疑いを捨てきれぬが、言いたいことはわかったぞよ」


    　プリシラも壁に背をぴったりつけたまま、和泉の理論に感心した様子だ。


    「じゃが、であればあの邪神像はなんだったんじゃろ。あれも奇跡を演出するための舞台装置ということじゃろか」


    「そうだ、あれは何だったんだろ。確かこういう感じの……」


    　俺はついさっき見た邪教の御神体を、ノートに書いてみんなに説明して見せた。


    「何となくゆるキャラに見えなくもないけど」


    「いや、簡略化して書いてみると確かにゆるキャラっぽいけど、物もの凄すごくグロくて怖かったんだよ」


    「でも、なんかどこかで見たことある気がするのよね。なんだかは思い出せないけど……えーっと……」


    　綾あやちゃんが首を捻ひねると、


    「言われてみれば、私もどこかで見たことがあるような気がします……」


    　坂さか上がみもそんなことを言いだした。


    　綾あやちゃんと坂上という、知性担当の二人が揃そろってそんなことを言うと、どうにも気になる。


    「そっちの世界のゆるキャラにこういうやつがおるのか？」


    「ゆるキャラ……ではなかったと思うんだけど、何だっけ……」


    「俺たちの世界の何かの宗教にこういう神様や怪物がいるとか？」


    「そうだったような、そうでないような……」


    　神様や怪物の類たぐいなら、ゲームや漫画で見たことがあるかもしれない。と考えたので俺も頭を捻ひねってみるが、こんな触手自体が頭のような怪物は、いたようないなかったような。やはり引っかかりはするものの、決定的なところには至らない。


    「ではその調査のために、今夜あたりもう一度ラーメンを食いにゆこうぞ」


    　おそらく探究心より食欲からの発言だったろうが、プリシラがそう提案すると、


    「それです！」


    　と坂上が勢いよく立ち上がってプリシラを指差した。


    「それですよ、麺です！　パスタです、スパゲッティモンスターですよ！」


    　ついさっきまで喉のどに小骨が刺さったような表情をしていた坂上が、それが一気に抜け落ちたような表情で言う。


    「スパゲティ……？　いやいや、ラーメンだって。豚骨ラーメン」

  


  [image: ]


  
    「んむ。スパゲッティは妾わらわも食うておるから知っておるが、ラーメンなる麺類はスパゲッティとはまるで違うんじゃよ。スープはまろやかでコクがあって」


    「スパゲッティモンスターというのは、スパゲッティモンスター教団の神──のような存在です。スパゲッティモンスター教団の教義では、スパゲッティモンスターが宇宙を創世したとされているんです」


    「ふむ。おぬしらの世界ではそのような宗教があるんじゃな」


    「宗教、と呼んでいいのかどうかは微妙なところなんですが……。というのも、スパゲッティモンスター教、正式には確か『空飛ぶスパゲッティ・モンスター教』というんですが、それはそもそもがアンチ宗教といいますか、既存の宗教のパロディーとして作られたものなんです」


    「ふーむ。まあ何にせよ、おぬしらの世界によく似たものがあるということじゃな。ではラーメンはなんじゃ。なぜあのようなむっちゃうまいものを作っておる」


    　そんなプリシラの問いにも、坂さか上がみは淀よどみなく答えた。


    「食べ物で文化の壁を越えるというのは、異文化に侵入して地歩を築く人々──たとえば宣教師がよく使っていた方法です」


    「ＧＨＱの兵隊さんがチョコレートをバラ撒まいていた的なことかの」


    「むしろそっちのケースを知ってんのかよ」


    「私たちもあのゴブリンに悩まされていた村でカステラを作りましたよね。食べ物はレシピを知っていればある程度再現できますから。もちろん、スパゲッティモンスター教団からの連想で麺類を選んだのかもしれませんが」


    　坂上の説明を聞き終えると、プリシラは腕を組んで唸うなった。


    「ふむう。しかしそれでは……豚骨ラーメンにその手品なる技術、それからスパゲッティモンスター教団なるものをさらにパロディにしたような麺神教という宗教。どれもおぬしらの世界からやってきたもの──つまりおぬしらのクラスメートが関わっている可能性が濃厚ということではないか！」


    　プリシラの言葉に、俺と綾あやちゃんは顔を見合わせた。


    「ていうか、浩こう介すけ」


    「うん。奇跡と称して手品をやってた麺神教の教主こそが、俺たちのクラスメート。天才マジシャン・天てん堂どうまほろだ」


    「そう。天堂さんも私たちのことに気づいてた」


    　天堂まほろ。両親ともにプロマジシャンの家庭に生まれた彼女は、本人もまた幼い頃からマジシャンとして活動し、小・中学生の頃から天才少女マジシャンとしてメディアにも多く取り上げられていた。


    　俺たちの世代で、ミラクルガールまほろちゃんの名前を知らないやつはいなかったから、高校の同級生だと知ったときには俺も驚いたものだ。


    「待てい、ではなぜあのときそれを言わなんだのじゃ」


    「奇跡が本物じゃないとしても、この地に麺神教って宗教が作られてて、あいつが教主に納まってるってのは確かなことだろ。教主をやらされてるのか、自分の意思で納まってるのか、それはわからないけど」


    「でも状況がわからない以上、ほかの信者の目があるところで私たちが知り合いだと思われるような行動は避けたほうがいいと思ったの」


    　俺と綾あやちゃんの説明に、プリシラは納得したように、


    「なるほどの。誰かに利用されておるという可能性もあるわけじゃな」


    「いつから麺神教がこの世界に現れたのかはまだわからないけれど、少なくともあのラーメン屋さんができたのは三か月前と言ってたわよね。それに市長が噂うわさを知っていたくらいだからもちろん民間レベルでの噂は行き交ってるでしょうけど、プリシラのところまでは届いていなかった」


    「確かにのう。んまいものの噂を聞けば全国からお取り寄せさせるこの妾わらわが知らなんだのじゃから、最近のことなのじゃろう」


    「彼女のマジックの腕はクラスのみんなが知っていることだけど、たとえ手品を奇跡と称したとしても、あんな宗教団体を作ってラーメン屋をオープンさせるまでには一人では難しいはず」


    「となれば、何者かの協力、後ろ盾だてがあったと考えるのが自然ということか」


    　佐さ々さ木きというクラスメートがゴブリンたちと協力していたように、一いつ色しきが千年竜の加護をうけていたように、天てん堂どうもまたこの世界の何者かとなんらかの関係を持っている可能性があるのだ。


    「あ、そうだ。それからもう一つ気になることがあるんだ」


    「今回情報量多いのう。なんじゃ」


    　プリシラは頭に詰め込まれた情報を整理するように、自分の頭をがしがしと指で掻かく。


    「ほかの店員よりちょっと偉そうな、麺神の仮面をつけた男がマジックショーの司会をしてたんだけどな。そいつが天堂を紹介するときに、こんなことを言ってたんだよ」


    　──間もなく神託の巫み女ことなられる我らが教主様。


    「おお、そういえば、んなこと言うておったが、その時点ではおぬしらのクラスメートだということなど知らぬし、ラーメンがあまりにうまかったんでそっちに気を取られて聞き流しておったわ。しかし、巫女にのう……」


    　プリシラは天井を見上げ、そして声を漏もらした。


    「いずれにせよ、この街の底で、得体の知れぬものが蠢うごめいていることは確かなようじゃのう」


    　この世に──この異世界にあらざる奇跡の業わざを眼にした余よ韻いんか、プリシラの横顔はいつにない不安の色を湛たたえているように、俺には思えた。

  


  
    



    　　　三章　旅先で意見が分かれたら


    



    　俺は月を見上げながら、異世界の夜気を胸一杯に吸い込んだ。


    　宿の前を通る参道に出れば、月明かりに照らされた中央神殿が遠くに見える。陽光のもとに見上げた時とはまた違って、闇やみの中、朧おぼろな月明かりに照らされたそれは、より一層の神聖さを湛たたえているように思える。あの中では、今も巫み女この神託を待つ人々が列をなしているのだろう。


    　深夜ともなれば人も馬車の通行もほとんどなく、まっすぐに続く道の遠くまでが何に邪魔されることもなく見通せる。


    　その道をゆっくりと歩き始めたそのときだった。


    「おい、どこに行くんじゃ」


    　背後から何者かに声をかけられ──というかそんな喋しやべり方をする奴は一人しかいないのだが──俺は前を向いたまま答えた。


    「……ちょっと筋トレだよ」


    「嘘うそつけ。筋トレがしたいなら翌朝にシベリア鉄道きんに君が待っておるじゃろ」


    「何駅あんだよ腕が保もたねーよ」


    　いや、駅数以前にロシア語の駅名を覚えるほうで脳がパンクしそうだ。


    「で、この深夜に制服着てどこ行こうっちゅーんじゃ」


    　プリシラにシラを切り続けるのも無理らしい。俺は諦あきらめて白状することにした。


    「ラーメン食いに行くんだよ。昼間替え玉し損そこなったからな」


    「ふむ。妾わらわもついて行ってやろうぞ」


    「言うと思ったよ……」


    「ぬふふ。妾を差し置いてうまいものを食おうなどという了りよう見けんが通ると思っておるのか」


    　ジャージのポケットに両手を突っ込んで、プリシラは夜の街を歩きだした。


    　夜の闇の中で、プリシラの金髪が左右に揺れる。


    「ったく、しょうがない奴だな」


    　呟つぶやいて、俺もその後を追う。


    「修学旅行の宿を抜け出して深夜営業のラーメンてのもオツなもんだが、見張りの先生がいないから緊張感や背徳感はないな。見張りの目を掻かい潜くぐるのがまたけっこうなスパイスなんだが」


    　中学の修学旅行のときは、木き村むらと宿を抜け出して、ラーメン屋ではないものの、宿の近くのコンビニにお菓子や飲み物を買い出しに行ったものだ。


    「坂さか上がみ先生は宿に置いてきたではないか」


    「坂上はお前にとっての家庭教師なだけだろ。そうじゃなくて、修学旅行ってのは生徒に必ず引率の教員が同行するんだよ」


    「ぬ、そうなのかや。おぬしらの教師はどんな者だったんじゃ」


    「フツーの先生だったよ。何歳なのかな、四十代半ばから後半くらいか？」


    　フツーの人というのも失礼な話ではあるが、無駄に個性が溢あふれる面々の担任になったのが気の毒なくらい、普通の中年男性という印象しかないような先生だった。


    「そういや先生はどうなってんだろう。ひょっとしてこの世界のどっかに……。あの年代の人とファンタジーの相性ってどうなんだろう……」


    「まあおぬしらが来たときにも言うたが、過去の記録からして、こっちの世界に来た客人神まろうどはみな十代の少年少女じゃからなあ」


    　十代の少年少女──そう、俺たちのクラスメート。


    　とにかく、まずはこの世界で再会できたあいつに会いに行かなければならない。


    「で、たんにラーメンを食いに行くというだけでもないんじゃろ。あの天てん堂どうっちゅーやつの様子を探さぐりに行くと」


    　プリシラは隣を歩く俺に顔を向けた。


    「……お前、勘はいいんだよな」


    「この状況で勘もくそもあるまい」


    「まあそうか。そうだよな」


    　苦笑しつつ、俺も足を前に進める。


    「たぶんテーブルを回るときにやったんだろう。俺の制服のポケットにこれが入ってた」


    　俺はポケットからトランプのカードを取り出す。


    　天堂まほろのサインと三日月のマークが入った、ハートのエース。


    「手品ってほどでもないが、気づいたのは帰ってからだ」


    「ふむ。呼び出しというわけじゃな。今は三日月でなく満月じゃが」


    　プリシラは空を見上げて言う。


    「天堂が邪教に利用されてるならなんとかしないと。けど状況がわからないから、みんなでゾロゾロ行くと目立つだろ。ちゃんと綾あやちゃんには報告してきたから」


    「なぜ妾わらわに報告せぬ」


    「お前が一番目立ちそうだし、言ったら絶対自分がラーメン食いに行くって言うだろ」


    「食いに行く。もっかい奇跡も見たいしのう」


    　プリシラはスキップ気味に早足になる。揺れるその金髪の輪郭を、月光が浮かび上がらせる。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「おおっ、味玉！　角煮！　そういうのもあるのか！　うひょー」


    　プリシラは顔を緩ゆるませながら、前回は見逃していたトッピング表を眺めている。


    「んじゃ妾わらわこの全部のせ麺カタ！」


    　満面の笑顔とともに、プリシラは店員に注文を告げる。


    「この子誰？　沢さわ木きの妹かなんか？」


    　俺たちの前に水を置き、同じ卓を囲んで天てん堂どうは椅い子すに腰かけた。


    　教主様には会わせられぬ、的な門前払いを食らうのかと思いきや、俺たちは拍子抜けするほどあっさりと天堂に会うことができた。


    「なんで異世界に金髪の妹がいるんだよ。こいつはたんなる麺を食う生き物だから気にしないでくれ」


    「んむ。妾のことは気にせずどうぞ続けてもらっていいぞよ。妾はたんなるキュートな麺好きなんで」


    　プリシラは割り箸ばしを一本ずつ手に持って、それをカチカチ言わせながら、今か今かと厨房のほうを凝視している。まあ話を邪魔されないだけそっちのほうがいいか。


    　さすがの人気店も、閉店間際の深夜とあって、さほどの客は入っていない。それでもここに来るまでに前を通ったほかの飲食店が軒並み閉まっていたところをみると、深夜にまで営業していること自体に、その人気のほどがうかがえる。


    「で、聞かないの？　なんでラーメン屋やってるんだ、とか」


    　天堂はまるで下校中に行き会ったクラスメートと世間話を始めるような日常的な口調で、そう切り出してきた。手品師だからというわけではないが、同じクラスにいたときから、天堂まほろは掴つかみどころのないやつだった。


    　この異世界修学旅行にやってくる以前の坂さか上がみや宝たから田だのように、特にクラスに仲がいい相手がいるわけでもなく、どちらかと言えば孤立気味だったが、天堂の場合はその自信に満ち溢あふれた立ち振る舞いや、クールでミステリアスな雰囲気と相まって、孤独というより孤高という印象があった。


    　その天堂まほろは、これまでどうやってこの異世界で生き抜いてきたのだろうか。


    　宿で話し合ったように、誰かと協力したり利用されていたりするのか、それとも──。


    「……天堂、今俺たちと喋しやべって大丈夫なのか？」


    「え、なんで？」


    「いや、ほかの信者に話を聞かれたら……」


    「そんなこと気にしなくていいのに。私はここの教主様なんだから、私に逆らう人なんていないわよ。まあ沢木が気になるってんなら」


    　天堂が近くを通った店員に目配せし、手で合図すると、信者は目礼し、店の奥へと引っ込んで行ってしまった。


    　ということは、天堂は自分の意思でここにいるということなのだろうか。


    「とりあえず、沢木たちがこの世界でどうしてたのか教えてよ。委員長もいたよね？　ほかには？」


    　天てん堂どうにそう促うながされ、プリシラが麺を啜すする音をＢＧＭに、俺はこれまでの経緯を天堂に話して聞かせた。そしてその間、プリシラは替え玉を二つ頼んだ。


    「──へえ、なるほどね。じゃあ沢さわ木きのほかにもけっこうみんなこっちの世界に来てんだ」


    　さして驚くでもなく、時折相あい槌づちを打ちながら、天堂は俺の話を聞き終えた。


    　俺もほとんどのことは包み隠さず伝えたが、ただし、まだ天堂がこの世界でどのような立場にいるのかわからない以上、プリシラのことだけはこの国の王女ではなく、たんなる大金持ちの娘として紹介した。


    「とにかくそういうわけでさ、俺たちはもとの世界に戻れるんだ。で、そのもとの世界に帰れる日までに、まだそのことを知らないクラスメートを集めて旅をしてるんだよ。よかったよ、天堂にも再会できて」


    「帰る──もとの世界に、日本に？」


    　天堂の眼の色が、ほんのわずかに、けれど確かに変わった。


    「そう、みんな揃そろって帰れるんだ！　それに、その帰る日までの生活もプリシラが保証してくれる。なあ」


    「ずるずる。うむ。とりわけおぬしの手品とかいう特技はこの沢木より数百倍エンタメ性が高そうじゃからのう。優遇するぞよ。ずるずる。あ、店員さん、替え玉。今度はあえての柔らかめでいってみようかの」


    　いちいち俺をディスるのはむかつくが、プリシラの言げん質ちもとりつけた。


    　これで、天堂も旅のメンバーに加わればいいだけだ。


    「だからもう、この街の人を奇跡とかで騙だましてまで自分の居場所を確保する必要はないんだよ。みんなで修学旅行の続きをしよう」


    　とそのとき、俺は天堂の表情に、俺が期待していたものとは異なった色が浮かんでいることに気づいた。


    



    「別に、帰んなくてもいいじゃん。いいよ、私は」


    



    　その言葉はまるで異世界の呪じゆ文もんのように、意味をなさないまま、ただ音として俺の耳を通り過ぎていった。


    　重い静寂の中で、プリシラが麺を啜る音だけが鳴り続ける。お前何玉食ってんだ──と言う余裕もない。


    「──え？　今、なんて？」


    　戸惑う俺に、天堂は再び言葉を繰り返した。


    「なんでもとの世界に帰んなきゃなんないの。別に沢木たちが帰るのは止めないけどさ。帰りたい奴だけ帰ればいいんじゃないの」


    　こいつ、いったい何を言ってるんだ？


    「いや、ちょっと、ちょっと待てよ！」


    　思わず立ち上がりかけた俺を制するように、天てん堂どうは俺の前にトランプのカードを広げてみせた。一枚引けということらしい。


    　椅い子すに腰を落ち着けて、何も考えずに一枚それを抜き取ると、ジョーカーが皮肉げに笑っていた。まるで、俺を嗤わらうように。


    「もとの世界ってさぁ、そんなによかったっけ？　これから帰ったってさ、受験とか就職とか、メンドくさいことばっかでしょ」


    　天堂は残りのトランプを表向きにテーブルに広げていく。すべてがジョーカーだったというわけではなく、五十二枚の札が綺き麗れいに並ぶ。


    「だからって、何もかも放り出してこっちの世界のほうがいいってことにはならないだろう」


    　反論しながら、俺はジョーカーをその中に戻す。


    「ほう、おもしろいのう。それも手品っちゅーやつか。ずるずる。やっぱ妾わらわ、固いほうが好みじゃな。替え玉麺カタで！　あ、そっちは話続けて続けて」


    　プリシラの前に替え玉が運ばれてきたと同時に、天堂は話を再開した。


    「沢さわ木きは──ってかあの頃、私が出てたテレビを見てた人はみんな知ってるだろうけど、あたしん家、両親が二人ともマジシャンでさ。だから幼稚園の年中さんくらいのときに、びっくりしたんだよね。よその家のパパママはマジックやんないの？　って気づいてさ。物心ついたときからマジックを仕込まれて、気づいたときには天才少女マジシャン。テレビから引っ張りだこでタレント気取り。小学校高学年の頃が一番忙しかったかな」


    　俺に話しているのか、それともプリシラにも聞かせようとしているのか。天堂は自分の生い立ちを語り始めた。


    「ああ、子供の頃テレビでよく見てたよ」


    「でも、最近テレビ出てなかったでしょ」


    「そういや……」


    　確かに、俺たちが初めて高校であの天堂まほろに出会ったときは、メディアで彼女の名前を見かけることはほとんどなくなっていた。放課後や土日にマジシャンとしての活動はしていたそうだが、天堂がマジックの仕事で学校を休んだり早退するところなんて見たことがない。


    　天堂は手の中でカードをシャッフルしながら言葉を続ける。


    「学校に通える日が増えてきて、つまり、だんだんと仕事が減ってきて──中二のときかな、わかっちゃったんだ。自分はただ人より早くマジックの世界に入っただけの、ちょっとばかり早熟なだけのマジシャンだったって。本物の才能と本物の情熱を持った人間には、すぐに追い越されていくんだって」


    　天てん堂どうはシャッフルを終えると、テーブルの上に扇おうぎ状じようにトランプを広げた。手にしていたカードは同じもののはずなのに、今度はすべてがスペードのエース。


    　思わずプリシラも麺を啜すする手を止めた。


    　プリシラにウインクをして、再び天堂はカードを手の中へと収めていく。


    「マジックのできる小学生は少ない。でも、二十歳を超えた女性マジシャンなんてゴロゴロいる。天才女子小学生マジシャン、女子中学生マジシャン、でも高校生の今はどうだろう？　五年後は？　十年後は？　いつまでも天才の冠かんむりを被かぶっていられると思うほどには、私は自分の才能に楽天的じゃなかった」


    「ずる……」


    　プリシラが再び麺を啜る手を止めて、天堂を見やった。そんなプリシラの視線に気づいているのかいないのか、天堂は自じ嘲ちようするように言う。


    「結局私は、手品のできる子供だったから珍重されただけだったんだ。子供だっていう無敵の魔法が解けたとき、そこに残るのは、電車の乗り方も知らない凡庸な手品師が一人」


    「同じクラスには、電車の乗り方を教えたくてたまらん奴もおるようじゃがのう。教えてもらうてはどうじゃ。あ、ひとりごと。ずるずる」


    　プリシラの独り言に会釈をして、天堂は手の中でカードをシャッフルし続ける。


    「要するに私は人生のピークを早々に迎えちゃったわけ。これから先、小学生のときのようにチヤホヤしてもらえるとはとても思えない。かといって大して勉強もできないし、手品以外に特技もないから、将来にも大した希望は持てない。──でも、この世界なら違う！」


    　天堂の声こわ音ねに、わずかながら熱が入ってきた。


    　俺は思わず、横目で邪神像を──麺神様をちらりと見やる。


    「最初は戸惑ったけど、ここで自分は一からやり直すんだって思えた。今はここが私の居場所。あっちの世界じゃ凡ぼん庸ような手品師でも、こちらの世界じゃ奇跡の御み業わざを使う教主様！　この麺神教を利用して、私はこの異世界の神になる！」


    「神……」


    　もとの世界で聞いたなら、いちいちつっこむのもめんどくさいくらいのどうでもいい台詞せりふだったが、この異世界だと意味合いが違う。


    　人々の投票によって選ばれた少女が、土地神としての力を得て神託の巫み女ことなる──そんな話をプリシラから聞かされたばかりだ。


    「天堂、お前──」


    「あ、知ってる？　神託の巫女。あれになろうと思ってんだ、私」


    　今まさに、当代の巫女が結婚によって間もなく引退し、次なる巫女を選ぶ選挙のエントリー者を募集している──そんな話を聞いたばかりだった。


    「巫女ってさ。たんなる占い師じゃないんだって。選挙で巫女に選ばれたら、仕組みはよくわかんないけど、この世界のことを知る力が与えられるんだって」


    「ああ。占い師のすげーバージョンって話だな」


    「そう。そして神託の巫み女このもとには世界中から──大金持ちや権力者、ときには王様までもが神託を受けに来る。それがどういうことかわかる？」


    「どういう……って、巫女って存在がこの世界で凄すごく尊敬されてるってことか」


    「違うわよ。いい？　まるで大昔の世界みたいに、神の言葉が政治経済を大きく動かすのよ。神の言葉を人に伝えるのは誰？　巫女でしょ？」


    　熱を帯おびた言葉で語る天てん堂どうは気づいてはいなかっただろうが、リズムよく麺を啜すすっていたプリシラがその瞬間、わずかに表情を険けわしくした。


    「つまりね、どういう仕組みで神様が巫女に言葉を伝えるのかは知らないけど、巫女がその言葉を自分のいいようにねじ曲げて王様や大商人に伝えたらどうなる？　この世界をコントロールできるってことよ。それって、私が神様ってことじゃない」


    　天堂の瞳の中に、怪しげな野心の炎が燃えていた。その瞳の色は、どこか、壁に掛かった麺神様の瞳の色にも似て──。


    「いや、待てよ、落ち着けよ。そんなのに、インチキ神様になんてなっちまったら」


    　もとの世界に戻れないじゃないか。


    　そう言おうとした俺の言葉を遮さえぎるように、天堂はタン、と音を立ててカードを置いた。


    「そうやって、私はこの世界で生きていこうと思ってるわけ。この麺神教も、選挙の票数を獲得するために作ったもの」


    　そういえば巫女は選挙の投票で決まるという話だった。救世汁と奇跡──ラーメンと手品の二本立てでこの地の人々の心を掴つかんで、天堂まほろは巫女の座に上り詰めようというのか。


    「だからさ。あんたたちはこの異世界で修学旅行を続ければいい。楽しい思い出をたくさんつくって、そうしてもとの世界に帰っていけばいい。私はそれを邪魔しない。だからあんたたちも、私のことは放っておいて。今日はそれを言いたかったんだ」


    「いや、天堂、ちょっと待て──」


    　俺の呼びかけにも応じず、天堂は店の奥へと去っていく。


    「ラーメンならいつでも食べに来てもらってかまわない。クラスメートのよしみでスタンプは倍押してあげる。ああ、替え玉無料券も持ってく？」


    「持ってく持ってく」


    　プリシラが意地汚く言う。先ほど一瞬だけ険しくなっていたその表情は既に、アホの子のそれに戻っている。


    「じゃあそのカード捲めくってみて？」


    「あん？　──おおお！」


    　プリシラがテーブルに残されたカードを捲ると、そのすべてが替え玉無料券になっていた。


    「麺神様ばんざい、麺神様ばんざい」


    　アホの王女は替え玉無料券の束たばを抱かかえて邪教への忠誠を誓う。


    「じゃあね」


    　片手を上げて、そして天てん堂どうは行ってしまった。


    　店内には、ぽつぽつと残った客が麺を啜すする音だけが響く。
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    「んく、んく、んく……ふうっ」


    　プリシラはレンゲを使わず丼どんぶりから直接スープを飲むと、丼を置いて顔を上げた。


    「ほーんと、おぬしのクラスメートは厄やつ介かいちゃんばっかじゃな。ゴブリンを率ひきいる闇やみの覇王だの、村を脅おびやかすドラゴンだの、んで次は邪教の教主かや」


    「俺たちのクラスメートがこの世界にご迷惑をおかけします」


    「まじそうじゃよ」


    　その点に関しては、本当にプリシラに返す言葉がない。


    「でも、まさか自分の意思でもとの世界に戻らないなんて言うやつがいるとは思わなかった。てっきり邪教に利用されてるんだとばっかり……」


    　仮に自分の意思でこの教団を作ったんだとしても、それは突然放り出された異世界で生きていくためで、もとの世界に戻れるならば戻るつもりでいてくれるものだとばかり思っていた。


    「あんなもん今からでも店の奥に走っていって、ワンパン入れて首根っこ掴つかんで引き摺ずっていきゃいいんじゃよ」


    「またお前はそういうヤンキー的な発想で……あいつはあいつなりにいろいろ思うところがあったんだろうよ」


    「いろいろなんて誰にだってあるわい。よーするにじゃ。あやつは向こうの世界で人生に行き詰まってたところ、ちょうどこっちの世界にやってきて、んでもって過程は知らんが邪教の教主に納まったと。んで、もとの世界でしょっぱい人生送るよりこっちで邪教サーの姫をやってたほうがいい、てな話じゃろ」


    「一いつ心しん不ふ乱らんにずるずるやってたわりにはけっこうちゃんと話聞いてたんだな」


    「ったく、ひとの世界を逃げ場所にされたらかなわんぞよ」


    「逃げ場所……」


    「おぬしのように才能も展望もないやつが、それでもなんとかしょっぱさを噛かみ締めながら生きていこうとしておる中で、手品でもなんでも、何か一つでもいっぱしのものがあるやつが何を甘えたことぬかしておるんじゃ。なあ」


    「ディスりながら褒ほめてくれてありがとよ」


    　俺は指先でプリシラのこめかみを突つく。プリシラはぐらりと体を揺らし、起き上がりこぼしのように体を戻してくる。


    「ま、妾わらわにとってはあやつがもとの世界に帰ろうが帰るまいがどっちでもいいんじゃがな。あやつが語っておった野心は王女として捨て置けぬ。国家の、いやさこの世界の根幹を揺るがしかねぬ大それた野望じゃ」


    　確かに、もとの世界に帰る帰らないは別として、クラスメートがこの世界に迷惑をかけるというのは俺たちとしても心苦しいところがある。何とかして天てん堂どうの野望は打ち砕かないといけない。


    「まさかこの国の王女本人が国家を揺るがす野望を聞いていたとは思わなんだじゃろうがの」


    　そりゃあれだけラーメンにがっついて替え玉の注文を繰り返すジャージ姿の少女を、まさか王女とも思うまい。


    「ま、それはおいおい考えるとしてじゃ──」


    　ほとんど空からになった丼どんぶりに視線を落とし、プリシラは少し目を細めた。


    「……のう、あと何回くらい、こうしてうまいもんが食べられるんじゃろな」


    「まだメシの話かよ」


    「──ああ、メシの話じゃ」


    　いつになくしんみりとした口調だった。プリシラの言葉が、ゆっくりと闇やみに溶けていく。


    「修学旅行っちゅーのは、いつか終わるもんじゃろう。おぬしらは全員、いつか、もとの世界に帰っていくんじゃろ」


    　呟つぶやくと、プリシラは自分の顔を覆おおい隠すように丼を両手で捧ささげた。もうスープはほとんど残っていないのに。


    「じゃから、残り限りあるメシの回数を、楽しくんまいものを食いたいもんじゃのう」


    「プリシラ──」


    「みんなでメシを食うほうがうまいっちゅーことを、あの手のやつには教えてやりゃいいんじゃよ」


    　丼で顔を隠したまま、プリシラは言う。


    「そのうちまた、みんな誘ってラーメン食おうぜ」


    「……ん、よかろ」


    「支払うのはお前だしな」


    「むう。なーんか妾、金ヅルのアホ金持ちポジションになってない？」


    　プリシラは丼を抱かかえたまま、端から顔を出してこちらを睨にらむ。


    「それは最初っからそうだと思うが」


    「おぬしはトッピングは不許可、素ラーメンじゃ」


    　ドン、と音を立ててプリシラは丼を置いた。


    　プリシラとそんなやりとりをしながら、席を立とうとしたときだった。


    「もし、そこなお二ふた方かた」


    　横合いからそんな声がかかった。


    　声のしたほう──四つほど間を空あけた席には、一人の女性が座っていた。


    　艶つやのある黒い髪に、それよりも漆しつ黒こくの瞳。街で見かけた占い師の人たちと同じ、独特の意匠の衣服を身につけている。


    　いつからそこにいたのか──前にした丼どんぶりにはスープしか残っていないところをみると前からそこにいたのだろうが、その声が発されるまでまったく気配を感じることがなかった。


    　こちらへと向けられた大きな目は、夜の闇やみと同じ深さを湛たたえていて、思わずそこに吸い込まれそうな錯覚さえ覚えた。


    「えっと……何でしょうか」


    　俺が答えると、一拍置いて、その人は声を発した。


    「はるか遠国より来たるお方、そして高貴なる出自の方とお見受けいたしました」


    「まあ……遠い国からってのは間違っちゃないですが」


    　俺は警戒を強めつつ、そっとプリシラへ目配せをした。


    　俺が遠いところから来たというのはこの世界にない服装からわかるとしても、このジャージを着て、都合四玉の替え玉をむさぼり、今も至宝を抱だくがごとく替え玉無料券の束たばをしっかり握ったこの少女が高貴な出自だと見抜いたのはただ者ではない。


    「確かに妾わらわの纏まとう高貴な空気は隠そうとして隠せるものでもないがのう」


    　スープに大にん蒜にくをガンガン追加しながら替え玉を四つも平らげた奴の言う台詞せりふではないが、王女であるのは事実なのだから面倒だ。プリシラが王女であることがバレているのであれば何かトラブルに巻き込まれるかもしれない。


    　それに、彼女が麺神教の信者でないという保証もない。が、当のプリシラはさして警戒するでもなく、箸はしで麺を持ち上げつつその女性に視線を向けた。


    「高貴というのも間違ってはおらぬ。忍びの旅ゆえ身分は明かせぬがの。じゃが、なぜそれを？　そなた、観相でも見る辻つじ占うらないかや」


    「はい、そのようなもので。わたくし、レムリアと申します。お察しのとおり、占術にて身を立てております」


    　レムリアと名乗った女性は、そこでわずかに微笑を浮かべた。


    　対照的に、プリシラの表情にはわずかに警戒の色が浮かぶ。


    「んで、なんの用じゃ。占いの押し売りでもしようというのか？」


    「実は相談に乗っていただきたいことがございます」


    「相談？」


    「はい。失礼ですが、あなた様はどうやら随ずい分ぶんと経済的に恵まれたお方のご様子。ここで隣り合ったのも何かの縁。どうでしょう、ぶしつけですが、私のぶんも救世汁の代金をお支払いいただけませんか」


    「……びっくりするほどぶしつけじゃのう。席もべつに隣り合ってはおらぬが」


    　さしものプリシラにも予想外の言葉だったのだろう、少し背中の力が抜けたように見えた。


    「お恥ずかしくて大きな声では言えませんが、わたくし、とてもお腹なかが空すいてしまって、運を天に任せるつもりでお金を持たずにこのお店に入ってしまったのです。ですから、どなたか私の代わりにお金を払っていただければすごく嬉しいのです。凄すごく助かるのです」


    　黒々とした大きな眼を見開き、まっすぐに言う。


    「うーむ、何という堂々としたたかりっぷり。いっそ気持ちがよいわ。喜き捨しやと思うて払ってやろうぞ」


    　さすが王女、なんのかんの言っても気前のいいところがある。


    「んでは、そろそろおいとましようかのう。あの天てん堂どうというやつを説得するにしても、また日を改めねば。店員さんよ、このお姉ちゃんのぶんも含めて会計を頼むぞよ」


    「そちらの方はチャーシュー麺に替え玉二つで……」


    「おお、金も持たずにチャーシューに替え玉まで注文するその神経、あっぱれなもんじゃ、気に入ったぞよ」


    「ありがとうございます。次は角煮というものをのせてみたいですね」


    　レムリアさんはニコニコと笑顔のまま嬉しそうに言う。なんだろう、この人もプリシラとはまた別のベクトルに浮き世離れしている感がある。
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    　会計を済ませ、三人連れ立って俺たちは夜の街へ出た。


    「でも、なんでまた無む銭せん飲いん食しよくなんか。たまたま気まぐれな金持ちが同席したからよかったようなものの」


    「はい、助かりました。でも、私にはこうなるとわかっておりましたから」


    「わかってたって──」


    「お腹が空いていたのは事実ですが、私はなにもタダ飯にありつこうと思ってあなた方を待っていたのではありません。二か月前、私の占術にてその兆きざしを知って以来、私はこの夜をずっと待っていました。私を、そしてこの街を救ってくださる方が現れるのを」


    「救う……？　何からですか」


    　救うも何も、何から救うというのだろうか。


    「当代の巫み女こ様が間もなく引退なさることはご存じですよね」


    「つい今日知ったばかりじゃがな。実は妾わらわたちも神託を受けに来たんじゃが、まさか引退のタイミングとかぶるとは思わず、あの行列に閉口しておったところじゃ」


    「そして今日からわずか五日後に、次代の巫み女こを選ぶ選抜大祭が執とり行われるのです」


    「わりとすぐだな」


    「そこが問題なのです」


    　レムリアさんの語調が、少し強くなった。


    「お二ふた方かたもすでにご存じのようですが、次代の巫女候補として、あの麺神教の教主が立候補を表明しています。巫女の候補は女性であれば誰でもなれるという掟おきてがありますから、邪教の教主といえどもそれを理由に拒まれることはありません」


    　邪教の教主どころか異世界の人間でもあるのだが、話がややこしくなるのでそのことについては黙っていた。


    「歴史を紐ひも解とけば、これまでにも邪悪な魔導師や女山さん賊ぞくなど、まっとうな職に就ついていない者、明らかな邪心を抱いだいて巫女の座に上ろうとする者の立候補も数ありました。巫女に選ばれさえすれば神託を受ける力が得られるのですから、邪よこしまな心で巫女の座を狙ねらう者はいつの時代にも存在しました。ですが、神が──いえ、この地の民がそれを許しませんでした」


    　結果的には、そういう連中は選挙で落ちたということらしい。まあ、山賊がいきなり立候補したところで、市民の支持を得られるとも思えないが。


    「しかし今回は違います。この神託都市の歴史が始まって以来の危機が訪れようとしているのです。それがあの麺神教。きゃつらは救世汁という魔性の食べ物と、教主が行うという奇跡の業わざをもって信者を獲得し続け、今ではこの街に隠然たる力を持つ一大組織となっているのです。信者たちの結束は固く、このままいけば麺神教の教主が神託の巫女として選ばれるのは必然」


    「信者の数はそれほどなんですか」


    　俺の言葉に、レムリアさんは厳しい顔で頷うなずいた。


    　天てん堂どうは巫女になると自信満々に言っていたが、当確目前のところまできていたとは。


    「あの天堂とやらが言うておった、巫女になってこの世界を自分の意思で操るという野望──それも実現性が乏しければ何のことはないと思っておったが、事態はそこまで切迫しておったのか。単に店のコンセプトが邪悪なだけのラーメン屋ではなかったというわけじゃな。この街に、いや世界に危機が訪れようとしているという話の半分はわかった。んでは、この街を救ってくれとは妾わらわたちにどうしろっちゅーんじゃ。麺神教の教主を校舎裏でボコボコにしろとでもいうのかや」


    「そんな生意気な一年生を三年生がシメる的な手段じゃどうにもならんだろ」


    　いやどうにかなるのかもしれないが、というかゴブリンを支配して村を脅おびやかしていた佐さ々さ木きはそのパターンでどうにかなったのだが、さすがに女子を相手にそれは気き後おくれするし、第一、天堂と闘うのであれば、それを支持する熱心な信者たちをも敵に回すことになる。参さん詣けい者しやで溢あふれるこの街で教団一つを向こうに回した大立ち回りをやらかせば、その噂うわさは当然に王都まで届くだろう。そうなれば、勝っても負けても、今後の旅が難しくなりそうだ。正面からのバトルはなるべくさけたいところだった。


    　そんな俺の思いに同調するように、レムリアさんもプリシラの好戦的な案を否定する。


    「千年の都を血で汚すわけにはまいりません。それに、邪よこしまな野心を抱いだいているとはいえ、麺神教の教主も正当な手続きを経て巫み女こたらんとしている者です。大祭における入れ札によって巫女を選ぶというのは法に勝る神の掟おきて。そこを揺るがせにしては、この千年の都の根本が崩れてしまいます」


    「まあそれはそうじゃが……じゃあどうすればいいんじゃ」


    「はやい話がですね、私を推おしてください！　ってことです」


    　レムリアさんは笑顔をつくると、俺とプリシラの手をまとめて握った。


    　いきなりの掌てのひらのぬくもりに、ついドキッとしてしまう。


    　月光を全身に浴びながら、レムリアさんは自らの野心を語った。


    「不ふ肖しようこの私も、次代の巫女候補として立候補しております。あなた方には私を推していただきたいのです」


    「巫女の候補──レムリアさんが？　推す？」


    　俺が問い返すと、レムリアさんは薄く微ほほ笑えんだ。


    　俺は思わず息を飲んだ。


    　魔性──そんな言葉が脳裏を過ぎるほど、月光に照らされたその横顔は、神聖で侵しがたく美しいものに思えた。


    「先ほども申し上げましたが、私はそのためにこそあなた方を待っていたのです。月の満ちる夜、邪教の館にて汁を啜すするべし。さすれば高貴なるヤンキー気質の少女と、遥はるか遠くより来たるへたれの少年あらわれ、汝なんじをいと高きところへと導くであろう。──あなた方はまさに私の占術にあらわれたとおりの方々」


    　わりと失礼なことを言いつつ俺の手を握るレムリアさんの手に、力が籠こもった。


    「みなさんの力で、私を次なる神託の巫女にしてください。私を、選挙に勝たせてください」


    「おっけー」


    「っ！」


    　おれが思わずこけそうになるくらい、軽い感じでプリシラは即答した。


    「プリシラ、そんな簡単に請け負っていいのかよ」


    　俺が言うと、プリシラは俺の胸に拳こぶしを叩たたきつけた。


    「渡りに船が来たら即そく断だん即そつ決けつじゃろ。巫女を選ぶ選挙戦を通じた代理戦争で、あの天てん堂どうっちゅー奴に正当な手段でワンパン入れてやりゃいいんじゃよ」


    　プリシラはにんまり笑うと、宣戦布告するように空を見上げた。


    　そこには丼どんぶりの底のような満月が、青白い光を放ちながら浮かんでいた。

  


  
    



    　　　四章　別の班と合流しよう


    



    「じゃあ、いったん話を整理するわね。私たちはクラスメートを捜す手がかりとして、神託を受けるためにこの街にやってきた。でも、神託を下す巫み女こさんはちょうど引退が発表されたので、三日以上行列に並ばないと神託が受けられない。で、どうしようかと思ってたところに、最近この街で急速に勢力を伸ばしている麺神教という宗教団体の教主となっていた天てん堂どうまほろさんと再会した」


    「見事なこれまでのあらすじじゃのう。妾わらわたちはこれからどうなっちゃうの!?」


    　それは次巻に乞こうご期待、というわけにもいかないので、綾あやちゃんはあらすじを続けた。


    「で、次なる神託の巫女は通例どおり選挙で選ばれる。そして、今のところその最有力候補が麺神教の信者という強固な支持基盤を作り上げている天堂さん。クラスメート全員揃そろってもとの世界に戻るのが目的の私たちは、天堂さんが巫女になるのを阻止するために、ええと、レムリアさん？」


    「はい」


    「自分の占いによってプリシラと浩こう介すけに助力を求めたこのレムリアさんを対抗馬として擁よう立りつし、天堂さんの野望を阻止する──と。そういう流れでいいのね？」


    「おっけーおっけー、だいたいおっけー」


    　相変わらずプリシラは軽い。だが、その軽さに救われているというところもある。


    「もちろんただで協力しろとは申しません。私が神託の巫女となったあかつきには、皆様方に対し一番に神託を下しましょう」


    「結果的には当初の目的どおりというわけじゃな」


    　俺たちはその計画の第一歩として、中央神殿へ出向いて巫女の選抜大祭への出馬登録を済ませてきた帰り道だった。


    「でも、どうして私たちなの？」


    「さて。占いの結果ですから私には何とも」


    　簡潔にして完かん璧ぺきな返答だった。へたれ呼ばわりされても占いを持ち出されたら何も言えない。


    「まあ金銭的な援助であれば妾はできるがのう。選挙で決まるというが、選挙で勝つには何をすればいいかなど妾わからんぞよ。なんせ世襲制の専制君主ちゃんじゃからのう」


    　未来の専制君主ちゃんプリシラは胸を張った。


    「あ、妾の身分は秘密じゃった。外では今の内緒の。ショナイの」


    　わざわざ業界用語で言い直しながら、プリシラはレムリアさんに顔を向けて人差し指を口の前に立てた。高貴と見立ててもそこまでとは思っていなかったのだろう。レムリアさんも僅わずかに驚いたような表情をみせたが、すぐに微ほほ笑えみながら頷うなずいた。


    「まあプリシラはともかく、綾あやちゃん選挙得意だろ」


    「得意って……別に私が選挙に出たわけじゃないし」


    　それでも綾ちゃんはお父さんが現役の議員さんなのでそのあたりのノウハウにはある程度詳しいはずだ。


    「では改めて、選挙戦について確かめておかねばのう。レムリアよ、選挙ちゅーのはどんな感じなんじゃ」


    　まずは仕組みを知らなければ闘いようがない。俺たちはレムリアさんに、選挙戦の内容について聞くことにした。歩きながら、レムリアさんは神聖なる神託の巫み女こが選ばれるまでの過程について話し始めた。


    「神託の巫女選抜大祭は、五つの儀式からなっています。候補者たちはそれぞれの儀式で競い合いながら、自分がどれだけ巫女としての資質を持っているかをアピールするのです」


    「競い合う？　神託の巫女は選挙の投票で決まるんじゃ？」


    　巫女は先代の指名や神託などではなく、市民の投票によって決され、その手続きを経ることによって巫女としての力を得るという話だったが。


    「はい、もちろん最終的には投票にて決されるのですが、いきなり投票では、有権者たちもどの巫女を選んでいいかがわかりません。そこで、五つの儀式での競争を通して、それぞれの巫女の個性や人格、能力などを有権者が測る材料にするのです」


    「なるほど。それらの関門での勝敗が直接影響するわけではないにしても、そこで優秀な成績を修めるほど、巫女としての資質があると判断されるわけね」


    「そういうことです」


    　綾ちゃんの言葉を、レムリアさんが肯定した。


    「妾わらわも五つの儀式を行うということだけは聞いておるが、その詳細な内容については知らぬのう。一つひとつ説明してたもれ。プリーズ」


    　プリシラの求めに応じ、レムリアさんは神託の巫女選抜大祭における五つの儀式の内容について話し始めた。書記の坂さか上がみが、それらを一つひとつノートに記していく。


    「まず第一の儀式が『ビックリ！　箱の中身はなんでしょねの儀』。これは中が見えない箱の中に手を突っ込んで、巫女の候補たちが手探りで中身が何かを当てるという儀式です」


    「それは儀式っていうか、よくバラエティー番組でタレントがやらされてるゲームでは……」


    　観客の側がわには何が入っているか見えるようになっている箱の中に、爬は虫ちゆう類るいとか蒟こん蒻にやくとかおっさんとかが入っていて、アイドルや芸人がおそるおそる箱の中に手を突っ込んでは中のモノの感触に怯おびえたり戸惑ったりしつつ、そのモノの名前を当てるという例のゲームではないのか。


    「闇やみの中に潜ひそむ、未知なるものの正体を看破する。これは言うまでもなく、神託を受ける巫女としての力が試される試練です」


    「そう言われりゃそうだが……」


    　俺の困惑をよそに、レムリアさんは儀式の説明を続ける。


    「続いて第二の儀式は『おなぺこ！　みこみこ☆クッキングの儀』。これは巫み女こたちが自分の手料理を振る舞うという儀式です」


    「巫女とクッキングと何か関係が？」


    　俺が問うと、レムリアさんは笑顔で答えた。


    「食事という行為は、詰まるところほかの生き物の命を己おのれの中に取り込むということ、他者の命を贄にえとし己の未来を得るということです。さすれば料理と食事とは、人間が持ちうる最小単位の祭さい祀しともいえる。巫女の候補たちが料理で民を饗きよう応おうするのもその思想が根底にあるといえます。料理上手はお祭り上手というわけですね」


    「わかったようなわからんような……」


    「まあこれは正直な話、巫女自信が料理を作ることは少なくて、巫女候補の後援会が作ったものを振る舞うということが多いですね。つまり候補の人望といいますか組織力といいますか、そういったものが試される儀式でもあります。麺神教は当然豚骨ラーメンをぶつけてくるでしょうから、私たちもそれに負けないものを作る必要があります」


    「それ、妾わらわたちも食えるのかのう」


    「はい、それぞれの候補がどれだけの量を用意するかにもよりますが、当日は選挙権のある市民のみならず、ほかの街から来た見物客にも料理が振る舞われる手て筈はずとなっています」


    「おお、前日から食事を抜いて臨まねば」


    「その話だと、俺らも作る側がわだろ。豚骨ラーメンに勝てるようなものを俺らが作れるのか？」


    「妾は食うのが専門じゃからのう。カールやアルフォート配ったらどうかのう。あ、いやダメじゃ。あれは残りの数が限られておるゆえ全部妾が食う」


    　そもそも選挙民に配っていけるほどたくさんの菓子があるわけでもない。


    　ここはちょっと考えなきゃならないな。


    「続いて第三の儀式は『歌ってみた＆踊ってみたの儀』。巫女が歌と踊りで人々を魅了することができるかどうかを競うのです。歌舞音曲が神事と強い結びつきがあることは言うまでもありませんよね」


    「まあ、ほかのものと比べりゃ」


    　どの儀式もどうにもアイドル番組の香りがするが、千年の伝統でそうなっているのだから仕方がない。というかひょっとしてこれ、最初の巫女と出会っていたという千年前の客人神まろうどが俺たちの世界から持ち込んだ儀式なんじゃないのか？


    　俺がそんなことを思った矢先のことだった。


    「そして第四の儀式は、すべての儀式の中でも最もつとも人々の注目度が高いもの。ここをいかに制するかで得票率は大きく変わってくると言われています」


    「ほう。それはどんな儀式なんじゃ」


    「はい。その名も『ドキッ！　水着だらけの相撲大会の儀』です」


    　俺とプリシラは同時にガッツポーズを取った。


    「おお、まさかのテコ入れがここで来たぞよ！」


    「神事となればしかたないな！」


    「これは水上に浮かべた土俵の上で巫み女こたちが相撲を取るのです。足の裏以外を地に着いてもＯＫですが、土俵から落ちたら負けです」


    　もし千年前の客人神まろうどが考案したのだとしたらありがとう。昭和の頃にはテレビでも頻ひん繁ぱんに行われていたというその伝説の儀式に、まさか異世界で出会えるとは。


    「先ほどもお話しさせていただきましたが、巫女という存在に魅力の要素は必要不可欠。その魅力を最大限にアピールするためには水着審査が必要ということなのです。そして同時に肉体の健康さもアピールする。巫女は神の依より代しろ、健全な神は健全な肉体に宿るのです」


    「もはや理屈はどうでもいいです。いえ、相撲が神事の一種であることは、我々日本人には言うまでもありません。身に寸すん鉄てつも帯おびず、まわし一丁で闘うことをむねとする大相撲を思えば、むしろ布がちょっと多いくらいです！」


    「浩こう介すけ、随ずい分ぶん嬉しそうね」


    「神事って神聖な気分になれるよね」


    　綾あやちゃんの視線が心なしか厳しい。
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    「そして第五の儀式、つまり最後の儀式が『ラストチャンス！　自己アピールの儀』です。いかに自分が神託の巫み女こにふさわしいかを候補者がそれぞれの方法でスピーチするです」


    　そんなアイドル番組とアイドルオーディションをミックスしたような五つの儀式を経てからの最終投票によって、神託の巫女が選ばれるということらしい。肩の力が抜けたような、楽しみなような……。


    「とにかく、選抜大祭の内容はわかったわ。これから期日までに時間がない。みんなで協力して、レムリアさんをこの選挙に当選させるのよ！」


    　リーダーシップをとるのはいつものこととして、いつになく綾あやちゃんのテンションが高い。親父さんが現役の国会議員なので、やはり選挙となると血が騒ぐのだろう。


    「よし、何はなくともまずは腹ごしらえじゃ。飯を食いながら、クッキングの儀に何を作るかも考えようぞ。あとかわいい水着も買わねば」


    　プリシラはレムリアさんの肩を叩たたいて立ち上がった。


    「私にもかわいい水着を買ってくれ！」


    　どさくさに紛まぎれて、和泉いずみもプリシラに水着をねだった。


    「よっしゃよっしゃ。プリンセスがなんぼでも買うたる」


    　プリシラは既にタニマチのおっさんの風格を完全に備えていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「すいません、水着まで買っていただいて」


    　選挙戦に向け、ひととおりの買い物を終えて、レムリアさんは改めてプリシラに頭を下げた。


    「なに、構わぬ。しかし巫女候補の水着選びというのも難しいもんじゃな。えろすぎてもいかんし、野や暮ぼったすぎてもいかん。女性票も男性票も逃さぬようにというのはなかなか微妙なラインじゃ」


    「水着相撲って完全に男性向けの儀式じゃないのか？」


    「女子プロレスって女性ファンも多いし、そういう感覚なんじゃないの。私もたまに観るし」


    　綾ちゃんが女子プロ好きだとは知らなかった。


    　そんな話をしながら、既に何度も行き来した参道を歩いていると、


    「ところで先ほどから尾行されているようなのですが、お気づきですか」


    　前を向いたまま、視線を一切揺らさずにレムリアさんは言った。


    「尾行……？」


    　占術師としての感覚か何かで気づいたのだろうか。


    「妾わらわが王女だとバレたんじゃろか。それとも、麺神教がレムリアの立候補を知って刺客でも差し向けてきたんじゃろか」


    「でも天てん堂どうがそこまでするか」


    「天堂さんはその気がなくても、信者が教主様のために独断で動くことがあるかもしれないわ。選挙はお互いの全力をかけた潰つぶし合いよ、あらゆることに警戒しておかないと」


    　いつになく綾あやちゃんが戦闘的なオーラを放っている。


    「それに、立場上、天堂さんが教主みたいだけれど、私には正直、天堂さんが一人であそこまでの組織を作り上げられたとは思えないの」


    「奇跡の力で信者を集めたんじゃないのか」


    「そうだとしても、浩こう介すけ、ラーメンを作れる？　カステラだってあんなに苦戦したのよ。豚骨スープだってたんに豚の骨を煮ればいいってわけじゃないでしょうし」


    「ほかに誰か協力者、黒幕がいるって可能性は話してたけど、やっぱりそうなんだろうか」


    「それはまだわからない。わからないけど、天堂さんが奇跡を起こした場に仮面を被かぶった導師っていたでしょう」


    「そういえば、店員の中に一人だけ顔を見せてない奴がおったのう」


    「私、どうもあの人が気になってたのよ。どこかで声を聞いたような──」


    　俺がその風ふう貌ぼうを思い出そうとしていたまさにそのときだった。


    　目ま深ぶかに黒いフードを被り、その全身も黒いマントで覆おおわれているので男か女か、若者か老人かも定かではないが、その怪しげな黒ずくめが四人、気づけば俺たちの前後左右を取り囲んでいた。距離をとっていて、今は何を仕掛けてくるというわけではないのだが、ひどく不気味な印象を受ける。仮面は被っていないがフードを深く被っているため、その表情は窺うかがえない。


    「──前からも来るぞ、気をつけろ」


    　鋭く言って、和泉いずみが木刀を担かつぐように構えた。


    　道の前方から、前後左右を囲む黒フードと同じ格好をした三人組が、俺たちのほうへまっすぐ向かってくる。三メートルほどの距離のところで、三人組は足を止めた。中央の黒い影が、一歩足を進め、嘲ちよう笑しようするような笑い声を漏もらした。


    「ククク……神託の地で再会するとは、これも因果律の定めというものか。ならばこの運命を受け容いれようではないか。呪のろわれし闇やみの祝福を──」


    　黒い影のその声は、確かに聞き覚えのあるものだった。


    「おいプリシラ──」


    　俺が言葉を発しようとしたとき、既にプリシラは地面を蹴けって高く飛んでいた。膝を曲げて宙で揃そろえたその両足を、標的へ向かってまっすぐに伸ばす。


    「どりゃあ！」


    「ごふっ！」


    　謎なぞの黒い影は、プリシラの打点の高いドロップキックを胸に食くらい呆あつ気けなく倒れた。


    「が……ちょ、ちょま……」


    「プリンセスローキック！　プリンセスローキック！」


    「いた、あがっ！　痛い！　ちょ、ひぐっ！」


    　地面に蹲うずくまる影に、なおも追撃の手を緩ゆるめないプリシラさん。ローキック連打の雨あられだ。ひととおりローキックを撃ち終わると、プリシラは荒い息をつきながら俺のほうを振り返った。


    「はぁ、はぁ、沢さわ木きよ、そのへんに何か手ごろな石か鈍器はないかや」


    　おっと凶器攻撃、これはいけない。


    「そんなもんねーよ、つかそのへんで勘弁してやれ」


    　プリシラは仁に王おう立だちのまま、その影を睨にらみつける。


    「おぬしも懲こりぬやつじゃな。仏は三度か知らぬが、妾わらわのフェイスは二度目までじゃ。妾直じき々じきにマジ成敗してくれるわ」


    「勘弁してくださいよ……」


    　尻しり餅もちをついたまま後あと退ずさりするその影の正体は、誰あろう、かつて闇やみの世界に覇はを称となえんとして木刀でボコられて即反省し、現在はカステラ奉行として王都近くの村でゴブリンたちと共にカステラ生産に従事しているはずの俺たちのクラスメート、佐さ々さ木きであった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ＣＥＯ、大丈夫デッカ。やくそう使イマッカ」


    　ほかの黒フードが屈かがみ込んで佐々木を気遣う。よく見ればフードの中身はゴブリンで、フードの中で肩車をして人間を装っていたらしい。


    「聡明な妾にはすべてわかった。麺神教なる邪教をこの地で広めておった黒幕はおぬしであろうが！　豚骨ラーメンも、向こうの世界の料理に長たけたおぬしであれば作れるはずじゃ！」


    「と、豚骨？　何を勘違いされてるのかわかんないすけど、俺はただ、カステラ店の支店を出すための実地調査でこの街にやってきただけなんすよ」


    　商業展開が早いな。そんなにカステラ儲もうかってるのか。


    「そういえばプリシラ、このラーメン店ができたのは三か月前って話だろう。それって佐々木がゴブリンに拾われたあたりのことだ。佐々木には無理だよ」


    「むう、そういえばそうであった。じゃが、ならばなぜ闇ぶった」


    「いや、それはですね……なーんか知ってる人たちを偶然見かけたから、ちょっと闇の司祭ぶってみたくなって……」


    　ゴブリンに差し出された薬草をもしゃもしゃやりながら、涙目で佐々木は弁解する。


    「闇ぶるタイミングが悪すぎじゃ」


    「まさかいきなりドロップキックされるとは思わないっすもん……」


    「ごぶりんモびっくりノ先制攻撃。ごぶりんモどん引キ」


    　魔物にまで引かれるほどケンカっ早い王女。


    「クラスメートが邪教を広めておるところに、かつて闇やみの世界に覇を称となえんとしていたクラスメートが出てきたら、そりゃそいつが黒幕だと思うじゃろ。でもごめんね。さすがプリンセス、己おのれの非を認めたらソッコーで謝る。えらいね」


    　プリシラはぺろりと舌を出した。


    「つーかマジ痛かったんですけど……」


    「ドロップキックの謝罪がわりに妾わらわが昼飯をおごってやろう。ゴブリン共もついてまいれ」


    　さすが金持ちのヤンキー気質。下したっ端ぱには気前よくおごるようだ。


    「へへっ、すいやせんね、遠慮なくご相しよう伴ばんにあずからせていただきやす。おいお前ら、姐ねえさんに礼を言いな」


    　さすが佐さ々さ木き、これまた切り替えの早い見事な下っ端気質。というか今は中間管理職気質か？　ゴブリンからＣＥＯとか呼ばれていたが。


    　そんなわけで俺たちに合流した佐々木とその一団を引き連れて歩いていると、ちょうど麺神教の総本部というか例のラーメン屋がある通りに差し掛かった。


    「ラーメンは昨日あれだけ食くうたからのう。さすがに今日はラーメン以外のものを……」


    「しかし相変わらず、すげー行列だよな。いったいこの街に何人の信者がいることやら」


    「そうです。これは脅威です。Ｔシャツの着用者はまず熱心な信者とみて間違いないでしょうが、まだＴシャツを得ていない者の中にも信者は大勢いるようですから」


    　レムリアさんも、最大の仮想敵の根城へ真剣な眼まな差ざしを送る。


    　何気なく俺が列の先頭の扉に目をやったとき、ちょうど扉が押し開かれ、中からプリシラが出てきた。


    「いっやー、マジやばいのう！　頭の中に新たな世界が広がるような感覚じゃったぞ。しかも出前なる食べ物を宿まで運ぶ仕組みまであるというではないか。今夜宿に運ばせようぞ！」


    　お腹なかを撫なでながら、満面の笑みで店から出てきたのはドレス姿のプリシラだった。


    「お前、ドレス姿でラーメン食ってたのかよ」


    「あん、ジャージだと言うておろうが」


    　プリシラは怪け訝げんな表情で、ジャージの襟えり元もとを引っ張る。


    「今まさにドレス着てラーメン屋から出てきたじゃねえか。……あれ？」


    　正面には、ドレス姿のプリシラ。


    　隣にも、ジャージ姿のプリシラ。


    「あ、妾じゃ」


    「おう、妾じゃ」


    　二人のプリシラが互いを認識し、眼が合った。


    　周囲の喧けん噪そうをよそに、二人のプリシラを中心に、俺たちの間にだけ沈黙の幕が下りる。


    　時が止まったかのような──実際には数秒の間ののち。


    「んなあああああああああ！」


    　どちらのプリシラが叫んだのか──いや、両方だ。


    　眼の前の状況が、互いのプリシラの頭の容量を超えたらしい。


    　王女の右と、王女の右が交錯する。まっすぐに放たれた互いの拳こぶしが互いの顎あごの先端を叩たたき、二人の王女は揃そろって垂直に落下していく。


    「おいっ！」


    　俺は咄とつ嗟さに、ジャージプリシラの体を受け止めに、地面との間に滑り込む。


    　間一髪、腕の中にプリシラを受け止めることはできたのだが、状況がさっぱりわからない。


    「……何だこりゃ」


    　ジャージ姿のプリシラと、ドレス姿のプリシラが、必殺パンチ・高貴なる右ロイヤルストレートを打ち合って相打ちに倒れた。


    「やー、いいパンチだわ。二人ともだいじょぶ？」


    　と、プリシラを見下ろしながら、日常的な声こわ音ねで、店から出てきたばかりの少女が言った。


    「──仲村渠なかんだかり！」


    「あ、沢さわ木きじゃん。みんなも。やっほ、ひさぶり」


    　軽く片手を上げながら再会の挨あい拶さつをしてきたのは、一緒にこちらの世界にやってきたものの、プリシラの城に残ることになったはずのクラスメート、仲村渠樹じゆ璃り愛あだった。


    「てめーら何を店の前でハシャいでんだよ。店員さんに迷惑──あ？　沢木？」


    「藤ふじ崎さきも」


    　藤崎大たい我が。年上キラーのファッションヤンキー。根性なしのくせに、プリシラの城で働くお姉さんたちを誑たぶらかす悪いやつだ。


    「フ……久しいな」


    　と、ドレス姿のプリシラの下からも声がした。


    「プリシラの下敷きになってるのは、丸まる山やまか？」


    　俺と同じく、咄嗟にドレスプリシラのクッションとしてその身を飛び込ませたのだろう、丸山琢たく郎ろうが腹はら這ばいになってプリシラの下敷きになっていた。


    「てことは、このドレスを着たプリシラは川かわ中なか島じまか！」


    「そゆこと」


    　気を失ってのびている二人のプリシラを見下ろしながら、仲村渠が言う。


    「つーかメンツ増えてんじゃん。佐々なんとかじゃん。元気？」


    「……あ、はい、佐さ々さ木きです。僕は元気です」


    　なんか佐々木が闇やみぶらずに普通になっている。ギャルは闇を中和する能力でもあるのだろうか。確かにギャルと闇の使徒は相性が悪そうだが。


    　ともあれ、俺は改めて、その場の一同を見回す。


    　仲村渠なかんだかり、藤ふじ崎さき、丸まる山やま、偽プリシラとなった川かわ中なか島じま、そして佐さ々さ木き。


    　城に残っていたはずのメンバーと、ゴブリンの村に置いてきた佐々木が一堂に会していた。


    「これもまた運命の導きです」


    　気絶したプリシラの頭を撫なでながら、レムリアさんが小さな声で言った。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「王女よ、目を覚ますがいい」


    「──威厳と豚感に満ち満ちたその声は！」


    　丸山の腕の中で、プリシラはカッと眼を見開いた。


    「王女よ、気がついたか。久しいな」


    　丸山は、慈愛に満ちた表情を腕の中のプリシラへと向ける。


    「おお、丸山ではないか。……ぬぬ、おぬしがここにおるということは……なんということじゃ……！　妾わらわの敬愛するクソ豚ぶた伯はく爵しやくを豚骨ラーメンの原材料として売り飛ばすなどゆるせん！　大臣ぶっ飛ばす！」


    「いつの間に爵しやく位いまで与えたんだ。つーか落ち着けよ。まだいろいろと混乱してんぞ」
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    「……あれ？　妾わらわの豚骨ラーメンは？　プレステ６は？　きのこの里は？」


    　プリシラはあたりをキョロキョロと見回す。


    「どんな楽しげな夢を見てたんだよ。プレステ６なんかまだ出てねーよ」


    　あと、きのこの里の部分にも若干の混乱が見られる。


    「じゃあ、妾がダウンタウンＤＸデラツクスのゲストとして出演したのも夢？」


    「あとでちょっと夢の全ぜん貌ぼうを書けよ、気になるわ」


    　とにかく、カウンターの打ち合いでダブルノックダウンされたプリシラは、ようやく目を覚ましたところだった。


    「……ふむ。事態はだいたい飲み込めたぞよ。妾をＫＯしたのは妾に扮ふんした川かわ中なか島じまじゃな。さすが妾、いいキレのパンチじゃった」


    　立ち振る舞いから言葉づかい、咄とつ嗟さの反応まで完全にプリシラをコピーしていた川中島だったが、格闘における肉体の性能はややプリシラのほうが上だったのか、目覚めるのはやや本物のプリシラのほうが早かった。


    「それにしても丸まる山やまよ、おぬしらは城で留守番をしておったはずではないのかや」


    「うむ。だが事情があってな」


    「お、わかったぞよ。こやつが王宮内で火遊びをやらかしすぎて居づらくなったんじゃな」


    　プリシラは藤ふじ崎さきを指差す。


    「それもある」


    　丸山はあっさりとそれを肯定した。


    「ち、ちげーよ！」


    　藤崎が即否定するが、その隣で、仲村渠なかんだかりが指を広げて一本ずつ折っていく。


    「メイドさんと、女騎士と、料理人と、魔法使いと……あとなんだっけ」


    「ひとの城でギャルゲーみたいなことをやらかすでないというに」


    　プリシラは呆あきれ顔で藤崎を見上げる。やはりプリシラは宝たから田だよりこいつを投獄しておくべきだったのだ。


    「じゃが、このクズ太郎はともかく、妾の影武者までこの街にやってきたっちゅーのはどういうことなんじゃ」


    「誰がクズ太郎だ！」


    「このクズ崎ヒモ太郎はともかく、妾の影武者までこの街にやってきたっちゅーのはどういうことなんじゃ」


    「てめー！　名前の完成度上げてんじゃねーぞ！」


    　抗議する藤崎を無視して、プリシラは丸山たちがこの神託都市にやってきた理由を問う。


    「頼んでおる身で言うのは気が引けるが、影武者が城を空あけたら困るではないか」


    　確かにプリシラの言い分ももっともだったが、その問いにはついさっきまでプリシラの影武者を務めていた川かわ中なか島じまが間延びした口調で答えた。


    「あのねー。巫み女こさんの選挙に、王女さまが立ち会わなきゃならないんだって～。それで、おともの人を連れてやってきたの～」


    　川中島は憑ひよう依い型の役者のため、人格までプリシラになりきっていて、だからこそ己おのれ自身と出会ってしまったときのプリシラのリアクションとして、同時に右ストレートを打ち合って倒れたわけだが──必殺パンチで一度気絶した影響か、今は役が抜けて素の人格が出ている。


    　ともあれ、川中島は王女として選挙の立会人を務めるために、そして仲村渠なかんだかりたちもそれについてここまでやってきたらしい。もちろん、川中島が偽物のプリシラであることが露見しないようにというサポートの意味合いもあったのだろう。


    「おお、すっかり忘れておった！　そうじゃそうじゃ、おぬしらがこの世界に来る前に大臣めが、んなこと言うておったわ」


    　プリシラは右みぎ拳こぶしを左ひだり掌てのひらにパチンと叩たたきつけた。


    「そりゃどういうことだ、プリシラ」


    「妾わらわのご先祖様と、記録に残る最初の客人神まろうど、そして初代の巫女に縁があったことは話したじゃろ。そのとき世界を脅おびやかしていた魔王を討った最初の客人神こそもとの世界へと帰っていったが、王家と巫女の縁は今でも続いており、巫女の代替わりの際には国王が地上の代表者、立会人となって巫女の就任を保証することが重要な国事なんじゃよ。ただ今回は父上が魔王討伐お祝いサミットへの参加で長く国を空あけておるゆえ、妾が代理で参ることになっておったのじゃ。が、すっかりさっぱり完全に忘れておった。てへぺろ」


    　プリシラは舌を出しておどけてみせた。むかつく。


    「まァよ、飯食ったりライブ見たり相撲観戦したりって気楽な行事だろ。城に引き籠こもってるよりは修学旅行らしいじゃねーか」


    「藤ふじ崎さきは……クズ太郎はもう選抜大祭の内容を知ってるのか」


    「言い直すんじゃねえよ。いやさっきちょっと街をブラついてるときに、巫女を目指してるっておねーさんと仲良くなってよ。んでイチャイチャしてるうちに世間話として聞いたンだよ」


    「おお、さすがのジゴロスキル。ガイドさんを口説こうとするお調子者が出るのも修学旅行の定番とは聞くが、先日の山でやらんでよかったのう」


    「あ？　何、キレーなお姉さんいたの？」


    「ああ。年上で美人で山やま本もと昌まさみたいなお姉さんがな」


    　俺が口を挟むと、


    「……さすがの俺でもちょっとレジェンドは恐れ多いぜ」


    　藤崎は微妙な表情を浮かべた。


    　それにしても、佐さ々さ木きからこっち、どんどんとクラスメートが集まっている。まるで何かに引き寄せられているようにさえ思える。


    「偶然なのか、それとも巫み女こさんに言わせれば運命なのかはわからないけれど、これで態勢が整ってきたわね。人海戦術とはいわないまでも、頭数が十分に揃そろった」


    　と、そのときだった。綾あやちゃんの言うとおり、まさに運命に引き寄せられるように、参道の中央をやってくる異様な集団があった。


    　軍隊のように整然と行進する数十名の一団が一様に同じ意匠のＴシャツを身につけ、先頭のひとりだけがセーラー服を纏まとっている。


    「お、邪教サーの姫。ちょうどよい、ここらでひとつかましておくかの」


    　プリシラは立ち上がると、まっすぐこちらへ向かってくる一団の進路を阻はばむように、両手を腰に当てて立ち塞ふさがった。プリシラから五メートルほどのところで列を率いるセーラー服──天てん堂どうが足を止めると、うしろの邪教徒たちも一斉に足を止めた。


    「あらら。懐なつかしい顔ぶればっか」


    　仲村渠なかんだかりたちに視線をやって、無表情と笑顔の中間のような顔で、天堂は言う。


    「で、なぁに？　もう替え玉無料券なくなっちゃった？」


    　子供に言うような口調で、プリシラに言う。


    「宣戦布告じゃ。天堂とやら、おぬしを巫女にはさせぬ」


    　天堂の甘い声こわ音ねを切って落とすように、プリシラは答えた。


    「妾わらわの推おしメンはこやつじゃ」


    　プリシラはレムリアさんの背後から両肩を掴つかみ、ぐいと前に押し出した。


    「ゆえあってこの地の平穏を守らねばならぬ立場での。邪教の教主が巫女となると、ちと困るんじゃよ。じゃから妾の金と配下の力をもって、こやつを巫女の座へと押し上げる。おぬしを巫女には、神にはさせぬ」


    　もともとひとりしかいないので推しメンというのも変ではあるが、とにかくプリシラはレムリアさんのタニマチであることを天てん堂どうに対し宣言した。


    　プリシラとレムリアさんのまっすぐな視線を受け流すように、体をやや斜しやに構えながら、天堂は指先で頭を掻かいた。


    「もとから友達いないほうではあるけど──」


    　天堂は俺たち一同を見回し、寂しげに笑った。


    「こんだけのクラスメートが敵に回ると、ちょっとへこむかな。はは」


    　天堂はその足を再び前へと進める。それに合わせ、背後の信者たちも歩きだす。神託都市の路上で、俺たち二年一組メンバーと麺神教団が交差し、入り交じる。


    「こりゃ神にでもなんないとやってらんないわ」


    　プリシラの、俺たちの脇を通り過ぎるとき、そんな言葉を残し、天堂は去っていった。


    



    　戦いが、始まる。

  


  
    



    　　　五章　友達の長所を再発見しよう


    



    「というわけで、ラーメン四十七士を連れてきたぞよ！」


    　レムリアさんをクラス一同に紹介する場で、プリシラは全員に対してそう宣言した。


    「ラーメン四十七士？」


    　レムリアさんだけでなく、プリシラ以外の全員が怪け訝げんな表情でプリシラを見る。


    「なんだいきなり。誰だよ、ラーメン四十七士」


    「スポンサードの専門家プリシラ！　うっす、よろしく」


    　プリシラはいきなり珍妙な肩書きを名乗り上げた。


    「だから何言ってんだお前」


    「ノリ悪いのう。次、次。われらラーメン四十七士がラーメン屋を始めたとして、みんなどんな能力を発揮できるかを一人ひとり自己アピールしていくんじゃよ。ほら、次は委員長」


    　プリシラは肘ひじで綾あやちゃんの腕を突いた。


    「私はなんだろ。専門家っていうとおこがましいけど、ラーメン屋さんを始めるなら、まあ経営まわりかなあ。陣じん内ない綾です」


    「何、綾ちゃんこれ付き合うの？」


    「まあレムリアさんとは初対面の人も多いし、ここで改めて自己紹介しておくのも必要でしょ」


    　確かに自己紹介は必要だが、なぜラーメンに。あと四十七士もいねーだろ。


    「ラーメン作りは意外と力仕事だと聞く。ならば言わずもがな、この宗むな像かた力つとむの筋肉が役に立つだろう！」


    「まあそれは確かにな。機械打ちができるもとの世界ならともかく、この世界で麺を打つのは手作業になるだろうし」


    「今やラーメンはご当地グルメの代名詞。喜多方ラーメンを筆頭に日本各地でラーメンによる町興おこしが行われています。北は北海道から南は九州まで、日本全国の鉄道を乗り回しているこの僕、鉄くろがね道みち夫おは日本全国のラーメンの味を知っていますので、そういった情報面でのサポートはできるかと」


    「おお、意外と乗り鉄スキルがここで役に立つのか」


    「えっと……お料理は得意じゃないんですけど、タンパク質は何℃で凝固するとか、アミノ酸を抽出するにはどうすればいいかとか、そういう理屈のことなら……。あとラーメンを食べるとき、よく眼鏡めがねが曇ってこまります、坂さか上がみ雪ゆき乃のです。頑張ります、よろしく」


    「必要のない眼鏡エピソードをぶっ込んでくるのがあざといが、カステラのとき同様、坂上の知識は役立ちそうだ」


    「あ？　従兄弟いとこの兄ちゃんがタオルハチマキ腕組み系のラーメン屋やってる、藤ふじ崎さき大たい我がだ。従兄弟の店でバイトしたことあっから、ウェイターの真ま似ね事ごとくらいはできっけどよ」


    「家いえ系けいとか背せ脂あぶらチャッチャ系みたいな言い方したが、タオルハチマキ腕組み系ってラーメン屋の系統なのか？」


    「こないだラーメン屋行ったとき、隣の席に座った女子高生がこんな話してたんだけどさ、『ドラクエに出てくる遊び人って男はピエロで女はバニーガールじゃん？　でもよく考えたらピエロもバニーガールも立派な職業じゃんね。自称勇者のほうが遊び人感あるよね』って。確かにそうだよね。仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あ、よろっす」


    「一瞬納得しかけたけどラーメン屋関係ねー」


    「よくラーメン屋の壁に筆文字で書いてある意識の高い戯ざれ言ごとを書かせたら誰にも負けない自信があるぜ、俺の名前は一いつ色しき高たか志しだ！」


    「戯言って言っちゃダメじゃん」


    「麺のスペシャリスト、和泉いずみ刀とう香かだ！」


    「嘘うそはよくないよね。あなたこれまでに一回も麺の話してなかったよね」


    「商店街の老舗ラーメン屋を立ち退のかせようとする大手ゼネコンのエリート社員と恋に落ちるラーメン屋さんの看板娘が持ってくるワンタン麺の役を演じたことがあります、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみです。麺類の気持ちなら誰よりもわかると思います～」


    「きみ人じん外がいの役多いな」


    「豚骨ラーメンの食材にくりそつ、丸まる山やま琢たく郎ろう」


    「その要素はなんの役に立つんだよ！」


    「闇やみの調理技術を極めた闇のＣＥＯ佐さ々さ木きとその仲間たち！」


    「練リ物ノ達人、ごぶりんＦ！」


    「すーぷノ神、ごぶりんＨ！」


    「塩ノまえすとろ、ごぶりんΩオメガ！」


    「以下ごぶりん総勢三十五名！」


    「お前らも入れて四十七士かよ！　過半数ゴブリンじゃねーか！」


    　と、ゴブリンたちまで自己紹介を終えたところで、誰も声をあげなくなった。プリシラが肘ひじで俺の脇わき腹ばらを突く。


    「……あ、ラスト俺？　えーっと、みんなに適切なつっこみを入れてみんなの個性を際立たせる人間関係の潤滑油、沢さわ木き浩こう介すけです。よっす、どうも」


    「おるおるこういう奴。自分では何もおもしろいこと言わんのにツッコミやいじりを無理に入れて自分のおかげで場がおもしろくなったでしょ感出してくる自称潤滑油野郎。酸化したごま油のほうがよっぽど役に立つっちゅーの」


    「……勘弁してくださいよプリシラさん。最近ちょっと厳しいっすよ」


    「甘やかすとよくないかと思って。これも期待の裏返しなんじゃよ」


    「マジすか」


    　まあプリシラはどう考えても褒ほめて人を伸ばすタイプではなさそうだが。


    「とにかくじゃ、この四十七士が──」


    　プリシラが立ち上がって何やら演説を始めようとしたときだった。


    「ちょっと待ったぁ！」


    　どこからともなく、ちょっと待ったの声がかかった。


    「ラーメン屋に入るときは服を着る！　ドレスコードを弁わきまえる男、遅れてきた四十八人目のサムライ、木き村むら見参！」


    　遅れてきた男が、ついに俺たちの前にその姿を現したのだ。


    「ああ、そういやこんなやつもおったのう」


    「俺はそろそろ出てくる頃かと思ってたが」


    　その場の全員が菩ぼ薩さつのような表情で、木村を見ていた。誰もリアクションを取ることなく、凪ないだ水面のごとき静寂があたりを包んでいた。


    「あ、あの……あれ？　こんにちは、全裸ですよ。ほら、ぼくはだかです」


    　木村は両手を広げて自らの姿をアピールする。


    「そうだね。それに対して何かコメントが欲しいわけ？」


    　プリシラが事務的な口調で言う。


    「えっ……」


    　自信満々の登場から一転、木村は不安そうな表情を見せる。


    「いや、あの。大オチとして登場したらドカーンと来るかと思って……。ほら、『ラーメン屋に入るとき以外も服を着ろよ！』とか、つっこんでいただいたりとか、そういう、ね、あるじゃないですか？　そうすることで個性が際立つじゃないですか」


    「いや、別に君に対してとくにコメントはないよ」


    「な、何がいけなかったんでしょう」


    　何がいけないかといえば一番は全裸なことなのだが、俺は友として木村に忠告してやることにした。


    「あのさ、全裸って瞬間的な破壊力は大きいけど、飽きるんだよな。全裸芸は半年に一回くらいのペースだとおもしろいんだけど、ちょっと最近頻ひん繁ぱんに見てるからもう心が慣れちゃったんだよね」


    「自称潤滑油の言うとおりじゃ。出オチを何回もやられても最初のインパクトを超えないんじゃよな。妾わらわが思うに、キミはちょっと今、全裸っていうことに甘えてるよね」


    「そ、そうかもしれません」


    「うん、でもえっと、木村君といったかな。キミのポテンシャルの高さとか、いろいろ試し行こう錯さく誤ごして自分の殻を破ろうとしているガッツとか、馬車にはねられてもピンピンしているＨヒツトＰポイントの高さとか、何回も捕まっているはずなのにプリズンをいつの間にか脱出しているスキルとか、そういうところはみんな認めてるから。次はもうちょっと工夫してみよう。で、一回持って帰って練り直してもらって。それでまた会おう、ね」


    　プリシラＰは優しげな表情で木き村むらを励はげました。


    「わかりました、俺、もう一回最初っからやり直してみます。ゼロから全裸っていうことを考え直してみようと思います」


    「うん、妾わらわ、ひと回り大きくなったおぬしに再会できることを期待してるぞよ」


    　プリシラが言うと、木村は深々と頭を下げる。全裸で。


    「君、もういいかね。お友達との別れの挨あい拶さつは終わったかい」


    　いつの間にか戸口に立っていた槍やりを持った兵隊さんが、木村に声をかけた。どうやらこの街のおまわりさん的な人らしい。


    「はい、おまわりさん。行きましょう」


    　こうして木村は連行されていった。風のように現れ、風のように去っていった。木村よ、俺はお前がいつかこの試練を乗り越えてくれると信じている。だからその日まで、さらば友よ。


    「さて、変質者が連行されたところでやり直そうかのう」


    「いなくなった途端に辛しん辣らつだな」


    　まあ全裸だからしかたないよね。


    「とにかくじゃ、この四十七士がおぬしを立派なアイドル、もとい神託の巫み女こにしてやるゆえ、大船に乗ったつもりでおるがよい」


    「ありがとうございます。よろしくお願いいたします」


    「何か気になることはあるかの？」


    「あの、最後の裸の方は……」


    「その質問はＮＧじゃ。本編ではカットされるので最初っからそんな者はいなかったんじゃよ」


    「では、改めてよろしくお願いいたします」


    「んむ。我ら四十七士が全力でサポートすれば必ず勝利をもぎ取れようぞ」


    　改めて四十七士を見回し、もう一度俺は言った。


    「大半、ゴブリンだがな」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「それでは恒例の異世界学級会──もとい今回は臨時の異世界選挙本部を立ち上げます。選挙参謀は私、陣じん内ない綾あやが務めます。坂さか上がみさんは私の補佐をお願いできるかな」


    「は、はいっ」


    　学級会の議長と書記がそのままスライドして選挙参謀と補佐になったかたちだが、その二人の人選については誰からも異議は出なかった。一同を見回して異論のなかったことを確認すると、綾あやちゃんは今回の作戦について話しはじめた。


    「さて、先日も議題に挙がった五つの関門じゃが、それはあくまでも本番当日のこと。じゃが選挙戦は既に始まっておる。麺神教はラーメン店と奇跡の演出を通じて、今もまさにこの街において信者の数を増やし続けておる！」


    　危機感を煽あおるように、プリシラはばしんと音を立てて丸まる山やまの背中を叩たたいた。


    　プリシラに続いて、綾ちゃんも一同を見回しながら言う。


    「投票権を持つ人はこの街の市民に限られているため、その数は一定で、その絶対数を増やすことはできません。なので必然的に票は奪い合うかたちとなります。ひとつは私たちの推おすレムリアさんの支持者を増やすこと、そしてもうひとつは天てん堂どうまほろの支持者を、つまり麺神教の信者を減らすこと。この両面作戦に加えて、巫み女こ選抜の儀の当日に五つの関門を突破できるようレムリアさんに各関門についての特訓をすること。これら三つの作戦を同時進行で、全員で分担して行います。いいですね！」


    「はーい」


    　と、ゴブリンも含めた全員が素直な返事を返す。


    「そして、巫女に選ばれるための各関門についても、私たちの知見が役立つことがあると思います。第一関門の『箱の中身はなんでしょねの儀』はレムリアさん本人の力でなんとかしてもらうとして、第二関門の『みこみこ☆クッキング！　の儀』については……」


    「そこはやっぱりこいつじゃろ。おい佐さ々さ木き、ダッシュでカステラ百ダース持ってこいよ」


    「えっ」


    　プリシラがヤンキー気質全開で佐々木からカステラをカツアゲしようとしている。


    「あの、カステラを何に……」


    「選挙民に配るんじゃよ。むこうはラーメンで信者を餌えづけしておるのじゃから、こちらはスイーツを使う」


    「いや、でも、売り物ですし……」


    「ほーん、闇やみのＣＥＯさんよ、妾わらわを敵に回してこの国で商売できるとでも思っておるのか？　カステラ税つくろっかなー。いやむしろカステラ罪を」


    　立法を盾たてにしたロイヤル脅迫、さすが王女つよい。


    　まあカツアゲはともあれ、やはり料理といえばここは佐々木だろう。この異世界において村人から盗んだ野菜と鶏でバーニャカウダやらフライドチキンやらを作り、さらには村興おこしのためにカステラまで作り上げた男だ。


    「まあ佐々木よ、そう怯おびえるでない。対価はきっちり出してやろうぞ。あの村とは違い、ここはそれなりの市いちもあって食材も豊富じゃし、産業として興すわけでもない短期決戦じゃから原材料など金に糸目はつけずともよい。スポンサーの専門家プリシラ様をなめるでないぞ」


    　プリシラはジャラジャラと金貨を佐さ々さ木きの前に積み上げた。


    「こ、これだけあれば牛乳も卵も使い放題！　であれば、カステラだけでなく、たとえばプリンなどが作れます！」


    「お好み焼きは？」


    「え、いや、お好み焼きはちょっと……たぶんソースが……」


    「モダン焼きは？」


    「いや、モダンもちょっと……ソースが……」


    「もんじゃ焼きは？　広島焼きは？　たこ焼きは？」


    「ソース……」


    「ソースソースって、ソースがなければ何も作れんのか」


    「そーっす」


    「……ちょっとうまいのがむかつく。が、なら仕方あるまい。ではそのプリンでよいわ。佐々木よ。妾わらわの資金とその闇やみの力をもって、うんまいスイーツを存分に作るがよい！」


    「ははぁッ！　闇のＣＥＯの矜きよう持じにかけて！」


    　金貨を手に、佐々木は額ひたいを床に擦こすりつけた。


    　レムリアさんの話では、投票権を持った市民に食べてもらうだけでも、かなりの量の料理を用意しなければならないという。となれば必然的に人海戦術が必要となるが、そこを人ならぬゴブリンたちに手伝ってもらうというわけだ。


    「ククク……巫み女こが人々の希望の光ならば、我は闇。本来なら我々闇の住人とは相あい容いれぬ存在だが、これも因果律の」


    「そういうのいいから、ちゃんと美お味いしいもの作ってね」


    「あ、はい」


    　闇ぶろうとした瞬間に、その頭を押さえられる佐々木であった。


    　どうも闇系属性は女子という存在と相性が悪いらしい。ゴスロリ女子の登場が待たれる。


    「『水着相撲』の特訓については和泉いずみさんしかいないわよね」


    「ああ……しかたあるまい。そんなに私の水着姿を見たいというのであれば吝やぶさかではないが、そんなに期待はするんじゃないぞ」


    　相変わらずキャラの方向性が迷走中なのは否いなめないが、ここも適任だろう。


    「それから、選挙戦では妨害活動も警戒しなきゃならないから、和泉さんと宗むな像かた君にはボディーガードをお願いします」


    「水着で街頭に立つのはさすがにちょっと恥ずかしいが……しかし選挙のためなら……」


    「ビルダーは肉体を見せつけるのが仕事のようなものだから問題ないぞ」


    　和泉センセイがもじもじする一方で、宗像のほうはポージングをキメている。前者は無意味なエロスを醸かもし出しているが、後者はノーサンキュー。


    「うん、残念だけど選挙活動中のボディーガードは普通の格好でね。むしろ肉体を見せつける格好で選挙活動してたら泡ほう沫まつ候補感丸出しだからね」


    「そういえば裸のやつの乱入に備えて、警備を強化しておかねばな。あんなもんが乱入してきたら全部台無しじゃぞ」


    　確かにそうだ。最大の爆弾はあいつだ。


    「次は仲村渠なかんだかりさん」


    「まあ、あたしがアドバイスできるとしたら、立ち方とかメイクとかそれくらい？　ま、あんま力になれないと思うけど」


    「ううん、選挙においては見た目の印象ってすごく大事なの。まして今回はミスコン的な要素もあるわけでしょう、だったら仲村渠さんのモデルとしてのノウハウって凄すごく役立つはず」


    「あー、そんなもん？」


    「古代の祭さい祀しにおいてイレズミが大きな意味を持ったように、お化粧というのは人が自分の見た目を変えて神に近づくための手段のひとつでしたから、巫み女こさんにもきっと必要なものですよ」


    　ついでに坂さか上がみが蘊うん蓄ちくで補強をしてくれた。


    「ほう、なんにでも理屈はつくもんじゃのう」


    　ベッドに横になってカステラを囓かじりながら、プリシラが感心したように言う。


    「そいから藤ふじ崎さきよ。おぬしにも重要なミッションがある」


    「つーかちょっと待てよ、なんで俺まで何かやる流れになってんだよ」


    　部屋の隅であぐらをかきながら、藤崎が嫌そうに顔を逸そらす。


    「またまた。隠さずとも妾わらわにはおぬしの気持ちはわかっておるぞよ」


    「ああ？　何がわかるってんだてめえ！」


    　藤崎はプリシラ相手に凄すごんでみせるが、どう見てもヤンキーとしての格はプリシラのほうが上だ。プリシラも余裕をもってニヤニヤしている。


    「おぬしのようなタイプのへたれヤンキーは、こういう集団行事に自分から参加したがると格好悪いと思って距離を取るような構えを見せておるが、その実、寂しがり屋なので、誘われたら嫌いや々いやという体ていで尻尾しつぽを振って参加してくるんじゃろ。ちゅーわけで誘ってやるからおぬしも参加せよ」


    「なッ、バッ……てめえ……っ」


    　顔を真っ赤にして言葉に詰まる時点でそうだと認めたようなものだった。さすがプリシラ、ヤンキーはヤンキーを知るといったところか。まさにプリシラの言うとおりで、去年の文化祭にしろ、今年の夏の体育祭にしろ、藤崎はかなり張り切って参加していたのだ。


    「だいたい本気で集団行動が鬱うつ陶とうしいとか思うとるなら修学旅行なんか来んじゃろ。この寂しがりやさんめ」


    　プリシラはニヤニヤしながら藤ふじ崎さきの頬ほおを突つく。


    「ぐ……」


    「ちゅーことでへたれジゴロヤンキーよ、おぬしにはハニートラップを仕掛けてもらうんじゃ。対抗馬は天てん堂どうのみではないからのう。ほかの対立巫み女こ候補とスキャンダルを起こしてもらって、イメージダウンをはかるんじゃよ」


    「おお……ゲスいがライバルのアイドルを蹴け落おとすにはこんなに効果的な方法もない……」


    「確かにダーティーな方法じゃが、こんなしょうもないやつに引っかかるようであれば、もとより巫女を目指す資格はない」


    　だがそんなプリシラのアイデアを、藤崎は撥はね除のけた。


    「馬鹿野郎、俺はおねーさんたちに癒いやしを与えるのが生き甲が斐いであって、おねーさんたちを陥おとしいれるなんてもってのほかなんだよ！」


    「おお、クズのわりにはプライドがあるんじゃな」


    「だからよ、彼女たちが選挙に負けたとき、少しでも俺の存在が慰めになるのなら、俺がこの世界に来た意味があると思う。俺はそういうかたちの愛をばらまくミツバチになりたい」


    「うーむ、クズってなんで理論武装が上手なんじゃろな」


    　プリシラは藤崎の尻しりを蹴って、ミツバチを街に解き放った。


    「ハイ次、意識の高いキミ。自己アピールをどうぞ」


    　流れ作業的に、プリシラは一いつ色しきへと眼を向ける。


    「何を隠そう、この一色高たか志しも先の生徒会長選挙に出馬し、選挙戦を戦い抜いた経験がある！　この経験はきっと役立つ！」


    「んなこと言うておったのう。じゃが、負けたんじゃろ？」


    「五人中四位だ！　けれど、落選はけして負けじゃない。自分の可能性を諦あきらめたときこそ本当の負けなんだ。だから俺は決して負けちゃいないんだ！」


    「そうなんだぁ。サークルでリーダーシップを取った経験が活いかせると思ってるんだぁ」


    　一色のこのパターンにもそろそろ飽きてきたのか、プリシラのリアクションは非常に冷たい。


    「うん、まあ選挙ってチームプレーだから、一色君みたいに全体のムードを盛り上げる人がいてくれるのは意味があるわ。だからこそ一色君でさえ四位になれたわけだし」


    「おお、委員長のその他人を持ち上げつつサラッと痛烈にディスる芸風、妾わらわ嫌いじゃないぞよ」


    「まかせろ！　ポジティブイメージをクリエイトすることに全力でコミットしていくからな！」


    　本人はディスられていることに気づいているのかいないのか、やる気を必要以上に燃え上がらせている。


    「つか妾今、いいこと思いついたんじゃが、いろいろめんどくさい戦略を使わず、たんにこやつをドラゴン化させてラーメン屋に突っ込ませて無む茶ちや苦く茶ちやにしてやればいいんじゃないかのう」


    　いろんな紆う余よ曲きよく折せつの事情を経て、一色は今、ドラゴン化が可能な半人半竜の状態である。


    「プリシラ、そんな対立候補の選挙事務所にトラックを突っ込ませるような真ま似ねは……」


    　プリシラをたしなめつつ、綾あやちゃんは口元に手を当てて、何かを考えるように視線を天井へと向けた。


    「……うん、なくはない。ダーティーな切り札は用意しておくべきだけれど、でも札ふだを切るのも見せるのも最後の最後にしておいたほうがいいわ。そして万一それを切ってしまったとき、街の人たちに私たちとの関連性を疑われないように、一いつ色しき君はうまいこと丸め込んでこの選挙事務所に軟禁しておきましょう。外を出歩かせて私たちの一味だと気づかれないようにしないと」


    「ドラゴン暴走事件はあくまでも不幸な事故、というわけじゃな。なるほど。委員長のやり口は勉強になるのう」


    　プリシラが綾ちゃんからいけない治ち政せい術を学び取ろうとしている。やはり選挙ということもあって、綾ちゃんのダークサイドが多めに出てきている感じだ。


    「そして川かわ中なか島じまさん。あなたにはとても重要な役がある」


    「わたしが～？」


    　相変わらず、役が入っていないときの川中島は実にのほほんとしている。そんな川中島の肩を、綾ちゃんは両手で掴つかむ。


    「川中島さんは例の杖を使って、レムリアさんの影武者になってもらう。ううん、影武者じゃなく、まったく同じ役割を演じてもらうの。選挙のとき、どんな候補も一度は思うこと。──自分の体が二つあれば！　本人との接触は、百人の運動員との接触に勝る体験をもたらすもの。でも人の体は常にひとつ。けれどあの杖を使えば、街の東側と西側に同時にレムリアさんを出現させられる」


    「なるほどですね～」


    「ただし、もちろん同時間帯に同じ場所に出没しないように。あの千葉県の夢の国に住む夢の動物たちは、世界で一匹しかいないという設定を守るために、けして同時間帯に同じ場所に出現しないようタイムテーブルが組まれていたとかいないとか。あの動物たちを見習って──」


    「綾ちゃん、あんまり千葉とか夢の国とか設定とか言わないほうが……」


    　どんどん熱が入ってくる幼なじみをたしなめるように、俺は忠告した。


    「う、うん。とにかくあの素敵な夢の国を見習って、この街で二人のレムリアさんがバッティングしないよう、この街の地図をもとに鉄くろがね君が移動順路とタイムテーブルを組んでね」


    「つまりスジ屋ですね！」


    　鉄はイキイキとした声で答える。


    「えっと……？　とにかく、お願いね」


    　鉄道のダイヤを作成する人のことをスジ屋というらしい。仮に鉄道のダイヤを作成することに長たけていたとして、人間の行動予定表を作るのとはまた別のような気がしないでもないが、事実として鉄くろがねのタイムスケジューリング能力は一流で、これまでにも運営委員に請こわれて体育祭や文化祭のタイムテーブルを作ってきた実績がある。


    「みんな大したものだな。だが、俺のようにゲームをする以外は食って寝る以外、取り柄のない豚は何の役にも立つまい」


    　横になり、佐さ々さ木きの持ってきたカステラを囓かじりながら丸まる山やまが自じ嘲ちよう的に言う。


    「そんなことはありませんよ。古代より神事には家畜の生いけ贄にえがつきものです」


    「坂さか上がみさん、クラスメートを家畜呼ばわりするのと生贄に捧ささげようとするのはやめようか」


    「ご、ごめんなさい、つい……。ぶ、豚って意外ときれい好きな動物なんですよね！」


    「その豚豆知識はなんのフォローにもなってないからね。むしろそれを言うことで豚呼ばわりを補強しているからね」


    「伯はく爵しやくには木の板に『ぼくの友達を返せ！　豚だって生きてるんだ！』って書いた札を首から提げて、ラーメン屋の前で座り込む嫌がらせをしてもらおうかのう。食材が眼の前で抗議しておれば、食欲も湧わかぬというものじゃ」


    「プリシラ、お前丸山のこと好きなの？　嫌いなの？」


    「フ……豚は豚であるがゆえの闘い方もあるということか」


    　丸山は一切動じず、その作戦を受け容いれた。よく考えればそもそも豚は自称だった。


    「それから、プリシラに相談なんだけど」


    「妾わらわ？」


    　綾あやちゃんはプリシラへと水を向けた。


    「この街でのレムリアさんの知名度はまだ全然ないみたいだから、誰か有名な人の応援演説が欲しいのよね。まだ名前を知られていない新人候補にとって、有名人のお墨つきがあるととても心強いのよ。誰かこの街の有力者に知り合いはいない？」


    「確かに選挙で有名人の応援演説は定番だもんな。じゃあいっそプリシラがやってくれればいいじゃないか。ちょうど公的にもこの街に滞在してることになってるわけだし」


    「あほう。妾は選挙の結果を公的に保証するための立会人なんじゃぞ。自らの占術をもとに妾たちに助力を求めたというのは巫み女こ候補としてのレムリアの実力のうちじゃから、私人として協力してやるに吝やぶさかではない。じゃが、公人としての妾が特定の候補に肩入れしては、誰より民たみが納得すまい」


    「お前も意外といろいろ考えてるんだな」


    「意外とは余計じゃ」


    　まあ選挙の活動資金がプリシラのお小遣いから出ていて、そのお小遣いはもとを辿たどれば税金なので、きっちり公私の区別がついているかと言われれば難しいのだが。


    「私もプリシラにお願いするのは厳しいと思うわ。だからほかに誰かいないかと思って」


    「んじゃ商都から市長でも呼ぶか？」


    「あやつはどっちかというと顔が邪教側じゃからのう」


    「宿と飯を提供してくれた恩人にひどいことを言うな。あ、テトラさんは？」


    「そりゃ千年竜としてはその名もちっとはこの地に聞こえておるやもしれぬが、竜の姿で来られてもパニック必至じゃし、人に化身してこられてもたんなる山のガイドのお姉さんじゃからのう。それに巫み女こという土地神を奉たてまつろうというのに、ほかの地の土地神の助力を得るというのもどうかと思うんじゃよ。何より、いい感じに別れたのに一週間も経たたぬうちにまた会いに行くっちゅーのもどうかの」


    　とはいえ、そうなると俺たちにはこの世界での有名人なんて知り合いはいない。


    「最悪、闇やみのＣＥＯ佐さ々さ木きに頼むか。一応、この世界で実業家として成功してるみたいだし」


    　そもそもこの街にやってきたのはカステラ店の支店を出すための視察だったという話だし。


    「あの村からけっこう離れてるからどれだけ知名度があるかわからないけど、まあ誰もいないよりはマシかな……。でも佐々木君の場合、調子に乗って余計なことを言わないように言い含めておかないと。彼は芸風が邪教側だから」


    　確かに、佐々木は高いところに上げて調子に乗らせると、またギアが闇に入ってしまうかもしれない。


    「ま、そこは保留にするとして。とにかく、これで全員の役割分担が終わったかな」


    「あ、あの、綾あやちゃん」


    「ん？」


    　俺は自分自身を指さす。ゴブリンまできっちりポジションを獲得しているのに、なんの役にも立てないのは我ながら切なすぎる。


    「浩こう介すけは……」


    「俺は？」


    「えっと……えっと……丸まる山やまくんの隣で『ぼくの友達の友達を返せ！』って書いた札を首から提げてラーメン屋さんの前に……」


    「……ていうか丸山にもそれ実際にやらせんの？」


    「……じゃあ、水着相撲の特訓を応援する係でどうかな。浩介、水着相撲の応援をするのが小さい頃からの夢だったもんね」


    「一瞬嬉しいけどよく考えたらむしろ哀しいポジションだし、そんな夢は持ってない」


    　それに仮に夢だったとして、幼なじみの女子にその夢を後押しされるのは複雑な心境だ。


    「そうだっけ、じゃあ……そう、浩介は遊軍！　常にみんなの間を動き回ってすべての部署をサポートするの！」


    「それ雑用のポジション名を聞こえがいいように変えただけなんじゃ……いや、まあいいけどさ。正直俺もそれが適任だと思う」


    　さすが幼なじみ、やっぱり一番俺のことをよくわかってくれている。


    　と言ってしまっていいものかとは思うものの、納まるところに納まったという感じだ。


    「よかったのう、自己アピールどおりの潤滑油ではないか」


    　プリシラは俺の肩をポンと叩たたいた。


    「じゃあとりあえず、丸まる山やまの首から提げる木の札でも作るか……」


    　こうして全員のポジションも決まった。


    　四十七士にレムリアさんを加えて四十八人の精鋭が揃そろった。この四十八人で、選挙戦を戦い抜き、邪教を率いてこの地の巫み女こになろうとする天てん堂どうの野望を打ち砕くのだ。


    「じゃ、出陣式をやろう」


    　綾あやちゃんの呼びかけに応じ、全員が円陣を組んで、中央に向けて一人ひとりの右手を差し出す。重ねられた四十八人の手──大半はゴブリンだが──の一番上に、俺も手を重ねた。


    「浩こう介すけ、音頭とって」


    「え、俺が？」


    「ま、修学旅行委員だし」


    　俺でさえ忘れかけている役職だったが、そういえばそうだった。


    「今回のおぬしの見せ場はここが最初で最後なんでやらせてやろうぞ」


    「お願いします」


    　スポンサーとレムリアさんのお墨付きも出たので、俺は重ねた手と腹の底に力を込めた。


    「勝つぞ！」


    「おう！」


    　四十八人の声がひとつとなって、異世界の空に響いた。


    　こうして、異世界における選挙戦がここに幕を開けたのであった。

  


  
    



    　　　六章　ご当地アイドルを推そう


    



    「お辞じ儀ぎの角度が浅い！」


    「は、はいっ！」


    「相手の眼を見て、頭を下げて、もう一度相手の眼を見る！」


    「はいっ！」


    「握手は流れ作業でやらない！　握ったら心の中で三秒数える！」


    「はいっ！」


    「いい、レムリアさん。子供には母親のように、中年の方には娘のように。ご老人には孫のように。男性には恋人のように。女性には親友のように。誰にでも好かれる人格なんて存在しないけど、その存在しないものを演じきるの！」


    「は、はいっ！」


    　朝っぱらから、二人の少女の熱の籠こもった声が選挙事務所に響き渡る。綾あやちゃんがレムリアさんに、地元有権者への挨あい拶さつ回りの手て解ほどきをしているのだ。


    「じゃあ少し休憩をとったらまた街に挨拶回りをしていくからね。準備しておいて。仲村渠なかんだかりさん、レムリアさんのメイクお願い、薄めでね」
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    「ほいほい。頑張るねえ。先にちょっと汗拭ふこっか」


    　綾あやちゃんとレムリアさんは、町じゅうの家や商店への挨あい拶さつ回りに余念がない。選挙まで間がないということもあって、睡眠以外のほとんどの時間を、レムリアさんの名前と顔を覚えてもらうための活動に費やしている。


    　替え玉というか周知効果二倍のためにレムリアさんの姿に変じた川かわ中なか島じまも、本物同様に一日じゅう街を出歩いている。


    　そんな二人のボディーガードとして、それぞれ宗むな像かたと和泉いずみもつきっきりで動き回っている。


    「頑張れ！　信じるんだ、諦あきらめるんじゃないぞ！　勝てる勝てる勝てる！　諦めない限り君は絶対に勝てる！」


    　綾ちゃんから話を聞いたときは半はん信しん半はん疑ぎだったが、こうして選挙戦に突入してみると、一いつ色しきが一日じゅう振りまいている必要以上のポジティブさは確かに人間を動かす原動力になっている。


    「はい、勝ちます！」


    　一色が気合いを注入すると、レムリアさんの表情にもはっきりと気合いが漲みなぎっていく。宗教とまではいかないにしろ、信じる力、思い込む力というものは本当に人間を強くするのだと実感できる。


    「一日じゅうただラーメン屋の前に座っているのは豚にしても怠たい惰だに過ぎるので、麺神教の信者のおおよその数をフェルミ推定によって導いてみた。むろん推定なので正確性は保証しないが、目標とする票数の目安にはなるだろう。スタンプカードをコンプリートして麺神教Ｔシャツを着ている人間は、まず熱心な信者と見て間違いないだろう。それから店の椅い子すの数、客一人あたりの回転時間、リピート率などから推定すると──」


    　一日じゅう麺神教のラーメン屋の前に座っている丸まる山やまに至っては、嫌がらせというよりも、麺神教団の勢力を分析するデータ収集装置として機能していた。


    　闇やみのＣＥＯ佐さ々さ木きは宿の厨房を借りきってスイーツ作りに余念がない。ゴブリンたちもフル稼働で佐々木の手足となって働いている。


    　一方、人間関係の潤滑油こと沢さわ木き浩こう介すけ君は、みんなの食事のパンを買ってきたり、水を用意したりと、パシリ、もとい遊軍として縦じゆう横おう無む尽じんの大活躍をしたあと、部屋の隅でプリシラと並んで体育座りをしていた。


    「のう、沢木よ。ひとつ聞きたいことがあるんじゃが」


    「なんだ？」


    「つけめんってなんじゃ？」


    「お前なあ……この期ごに及んでまだ食い物の話か」


    「いや何、麺神教の信者がそんなことを話しながら歩いているのを耳にしたんじゃよ」


    「つけめんってのはラーメンの亜種で、スープと麺が別々に出てくるんだよ。ラーメンよりちょっと濃いめのスープに麺をつけて食べるんだ」


    「つけめん……。なんと蠱こ惑わく的てきな響き……まるで魂を鷲わし掴づかみにされたような……言こと霊だまとはこのことじゃ……ああ……」


    　プリシラはうっとりとした表情で虚こ空くうを見上げる。


    「……」


    「ちょっと妾わらわ、野や暮ぼ用を思い出したので」


    　邪教に操られたゾンビのごとくフラフラとどこかへ行こうとするプリシラの襟えり首くびを、俺は無言で掴んだ。


    　幽鬼に憑つかれたような表情で、プリシラは首だけを回してこちらを振り返る。


    「どこへ行く」


    「つけ……うま……」


    「何がつけうまだ。何しにいくつもりだよ」


    「我が王国の治ち政せいに乱をもたらしかねぬ邪教の動向は、王女として逐一味見せぬと」


    「味見って言ってる時点でそれがメインだろ、つーか邪教寄りだろ」


    「選挙直前の期間限定メニューらしいんじゃよ！　今行かなければ、妾はきっと後悔する！」


    「あのなあ……みんな選挙に勝つために頑張ってんだろ。大して役に立ててない俺が言えた義理じゃないけどさ。しっかり雑用くらいやろうぜ」


    　俺が諭さとすように言うと、プリシラは腰に両手を当て、不敵な笑みを浮かべながら俺を見返してきた。


    「まあ待て、何も妾はたんに食欲に負けたわけではない。ちゃあんと相手の陣営に打撃を与える方法も考えておるんじゃ」


    「相手に──麺神教に打撃を？」


    「んむ。古典的な手法じゃがな、食い終わったスープにＧを入れていちゃもんをつけるんじゃよ。おっ、つけめんにいちゃもんをつける。これおもしろいのでは？」


    「Ｇ……ってあのあれか」


    　後半を無視して、俺は問い返した。


    「あとな、あとな、角煮を確認する、っていうのも妾が考えた！」


    「Ｇ……ってあのあれか」


    　無視して、俺は繰り返した。甘やかすとためにならない、俺は厳しく育てるタイプ。


    「……そう、あのあれじゃ。人間の食物を囓かじり、捕まえようとしてもすばしっこく逃げていくあのあれじゃ。親しみやすいファンタジー感を出すためにジブリと呼ぼうかの？」


    「やめろ、Ｇでいい」


    　その名を呼ぶのも忌いまわしき人類の仇きゆう敵てき、Ｇ。


    「伝承によれば、Ｇを用いることはおぬしらの世界の飲食店に対する嫌がらせ術の最もつともベーシックなものとして伝えられておる。おぬしらの世界からやってきた飲食店であれば、おぬしらの世界の流りゆう儀ぎで貶おとしめるのがよかろう」


    「かつての客人神まろうどはどういう理由でこの世界にラーメン屋への嫌がらせ術を伝えたんだよ」


    　まあ現に俺たちが今ファンタジー異世界でラーメン屋と敵対しているわけなのだが。


    「商店街のラーメン屋を立ち退のかせようとする大手ゼネコンのエリート社員も、ドラマの中でそういうテクを使ってましたよぉ」


    　隣で休憩していた川かわ中なか島じまが、自分の出演作を引き合いに出してきた。エリートのくせに案外しょうもない手段を使うな。


    「今どきラーメンにＧを入れて難癖をつけるなんて、もはやコントにさえ滅多に出てこないシチュエーションだが……」


    「なので沢さわ木きよ、そのへんにおるＧを捕まえてくるんじゃ」


    「捕まえてって簡単に言うなよ」


    「そのへんにおるじゃろ」


    「そのへんって……」


    　言ってる間に、プリシラはお気に入りのサングラスを装備していた。


    「嫌がらせにはやっぱグラサンじゃな」


    「お前グラサン好きだな」


    　サングラスがそういうコワモテの人の記号なのはサングラスが普及している世界でのことじゃないのかという気もするが、今さら言うまい。


    「人類の敵、忌いまわしきＧがスープにぶっ込んであったともなれば、ラーメン屋の評判はガタ落ち。ラーメンのうまさを求心力として信者の心を繋つなぎ止めておる麺神教の信者たちも離れていくじゃろう！」


    「そんなにうまくいくかね」


    　つーかどう考えてもケチな嫌がらせであり、王道を行く人間のやることではないし、そもそもがつけめんを食べに行きたいがための理由づけなのだろう。しかし行動力は無駄にあるこの王女はほっといたら眼を盗んで勝手に一人で行きかねないので、俺もしぶしぶ付き合うことにした。


    　プリシラが心配なだけで、つけ麺が食べたかったわけじゃないんだからねっ！


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「なんじゃこりゃあ！　おい店員よ！　スープにゴブリンが入っておるではないか！」


    　プリシラはぷりぷり怒りながら、テーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。


    「……はい？　お客様、仰おつしやっていることの意味がよくわからないのですが」


    　俺もよくわからないので、椅い子すを引いてプリシラから離れ、できる限り他人を装う。


    「これを見よ、おいしくつけめんを食うておったが、食い終わったあとでよく見たらＧが、ゴブリンが中に入っておったんじゃ！　こんなものを客に出すなんてどういうことじゃ！」


    　どうもプリシラと話が噛かみ合わないと思ったら、プリシラのいうＧはゴキさんではなくゴブさんであった。動きが素早くちょこまか動く、人間の食べ物を盗み食いする、人類の仇きゆう敵てき、などなどなまじ共通点が多いだけに勘違いしてしまった。そりゃ佐さ々さ木きの手下がそのへんにいるわな。


    　ゴブリンだとわかってからは反対したのだが、アホの王女に押しきられてのこのことラーメン屋にやってきてしまった。


    　つけめんを食べ終わってから、旅行鞄かばんの中に隠していたゴブリンをプリシラが素早くカウンターに放り出したのだが、案の定、店員がブチ切れ五秒前な感じになっている。気まずい。つけめんはうまい。


    「……お客さん、妙な難癖はやめてもらえますかね。こんなクソでかい生き物が入ってたら、食う前に気づくでしょう？　つーかどう考えても丼どんぶりにもつけ汁の椀にも入らないでしょう」


    　店主はテーブルの上でごろりと横になったゴブリンに冷たい視線を注ぐ。


    「いや……でも……古来から……おいどういうことじゃ、おぬしの世界ではこれが効果的なんじゃろ！」


    　額ひたいに汗を浮かべながら、プリシラが俺へと目配せをしてくる。そんなプリシラを無視して眼を逸そらすと、テーブルの上でぐったりと体を横たえるゴブリンＪと眼が合ってしまった。


    「ぷりしら姐ねえサン、ワテガ言ウノモ何デスガ、さすがニ無理ガアリマンナァ」


    　プリシラに強引に連れてこられたゴブリンＪが横になったまま気まずそうに囁ささやいた。


    「……んぐ……んむ。いや、あれっ!?　……店員さんよ、妾わらわ今、何か変なこと言ってなかった？　最近、内なる声が何か勝手にやらかすんじゃよ。なんじゃろこれ、闇やみの仕し業わざかのう。くそっ、妾の中に潜ひそむ何かめ！」


    　プリシラは拳げん骨こつで自分の頭をゴンゴン叩たたくが、店員の目は冷たい。


    「……さすがにシャレで言ってたんだと思うんで、今回は勘弁しますけど、次に何かタチの悪い冗談やらかしたら出禁にしますからね」


    　プリシラはしょんぼりと項うな垂だれながら、サングラスを外した。


    「あ、はい、ごめんなさい。ちょっとこういうのTwitterツイツターに投稿したらウケるかな、スープにゴブリン入ってたら超おもしろいんじゃね、っていうサークルの内輪のノリで、はい、すいません。つけめんおいしかったです。スープ割りください。麺神様ばんざい」


    　眼を伏せてペコペコと謝るプリシラ。邪教の信者に怒られる王女。できるだけ他人のふりにつとめながら、俺もスープ割りをもらおうとしたそのときだった。


    　店の一番奥へと何気なく視線をやったとき、俺は見つけてしまった。


    「プリシラ、一番奥の席、壁際の」


    「あん？　──おおっ……」


    　俺とプリシラは、店の一番奥、壁際の席に陣取った人物を注視していた。


    　その旅装から、放ほう浪ろうの騎士といったところだろう。この異世界ではそれほど珍しい姿ではない。傍かたわらには細身の剣が立てかけてある。


    　ラーメン屋にいるのだから、当然その騎士もラーメンを食いにきているはずなのだが、丼どんぶりに突っ伏すように顔を近づけ、表情を覆おおい隠すようにマントを持ち上げている。


    「ほら、ラーメン屋に来てよかったじゃろ」


    「ああ。これこそまさに遊軍の仕事だ。一いつ色しきじゃないが、出会えた運命に感謝」


    　少し意図的にボリュームを上げた俺たちの会話が届いているのか、マントの端を握った手が小刻みに震ふるえている。


    　怒られてしょんぼりしていたプリシラの表情に喜き悦えつの波がはしる。プリシラは再びグラサンを装備すると、席を立って、スキップ気味にその席へと近づいていく。


    「あっれ～？　どこかでお会いしませんでしたかのう？」


    「んぐ！　んぐ、んんっ、ぐぐっ……！」


    　プリシラが声をかけたとたん、騎士は麺を喉のどに詰まらせて悶もん絶ぜつする。


    「おやおや、豚骨ラーメン。これうまいんじゃよなあ。妾わらわは今日つけめんなるものを食うたが、やはりデフォのラーメンも甲こう乙おつつけがたいうまさなんじゃよなあ」
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    　嬉しそうにニヤニヤしながら、プリシラは騎士の顔を覗のぞき込もうとする。顔を覗き込まれまいと騎士はマントを握った手を掲げるが、プリシラはマント越しにその騎士へと話しかける。


    「随ずい分ぶんうまそうに啜すすっておったのう。中世ヨーロッパにはあるまじきものを」


    　騎士の右手の中で、割り箸ばしがみしりと音を立てた。騎士というか、もうぶっちゃけ宝たから田ださんである。


    「中世ヨーロッパに存在せぬはずの食品のお味はどうじゃ？　いやしかし、うまいといってもこれ世界観的にどうなんじゃろうなあ？」


    「ぐ……麺、パスタはイタリアにおいては紀元前から存在が確認され、中世においても──」


    「おやおや。と・ん・こ・つ、豚骨ラーメンは中世ヨーロッパにあったのか！　妾わらわの勉強不足であったのう」


    「ふぐ……っ」


    　呻うめき声と同時に、右手の中の箸が真っ二つにへし折れた。そういや箸も中世ヨーロッパには存在したのだろうか。


    「これは失礼、お詫わびと言ってはなんじゃが替え玉を御ご馳ち走そうさせていただこうかのう。ヘイマスター、こちらの女騎士どのに替え玉を！　ん、待て待て、替え玉なるシステムは中世ヨーロッパには存在したんじゃろか。考証的にあやまったシステムを使わせてしまっては正当派ハイファンタジー様にはかえって失礼というものじゃからのう」


    「うううう」


    「こらプリシラ、あんまりいじめるんじゃない。仮にもドラゴンを倒した騎士様だぞ。等身大フィギュア絶賛発売中だぞ」


    「あっ、妾フィギュアの予約注文するの忘れた。今からでも間に合うかのう」


    　竜斬りドラゴンスレイヤーの女騎士様のフィギュアは、とある山やま間あいの村で、職人さんの手作りによって生産されている人気のお土産みやげなのだ。


    「ぐぬぬぬ……」


    「あ、どうぞどうぞ。細麺はすぐにのびてしまうからの、妾たちのことは気にせず、ずるずるやってくれい。あっ、啜るっていう文化は中世ヨーロッパには……」


    「ああもう、わかったわよ！　こんなもの中世ヨーロッパには存在しないのに、つい懐なつかしい匂においに引かれて気がついたら注文しちゃってたのよ！　大好きなの、豚骨ラーメンが！」


    　バン、と大きな音を立ててテーブルに拳こぶしを叩たたきつけると、宝田はやけくそになったように、麺を思いきり勢いよく啜り上げた。


    　やがて丼どんぶりをテーブルに置いて、鋭い視線を店員へと向けた。


    「替え玉ッ！　固さ普通で！」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「そういうわけでじゃ、この恥ずかしい写真をＳＮＳにバラまかれたくなければ我々の言うことを聞いてもらおうか！」


    　宝たから田ださんがラーメンを啜すすり上げる写真が入ったデジカメを手に、グラサンを装備したプリシラは実に嬉しそうに言う。恥ずかしい写真といっても、たんに修学旅行中にラーメンを美お味いしそうに食べるクラスメートの写真という青春のひとコマなのだが、なぜか宝田さんに限りそれが脅迫として成立するのだ。まったく難なん儀ぎなお人である。


    「いいですか、宝田さん。これが綾あやちゃんの──委員長の書き下ろした演説原稿なので、これをそのまま読み上げてください。アドリブで余計なことは言わないように。特に中世ヨーロッパに水着なんて存在しなかったとか言わないように」


    　うっかりつけめんを食べに行ったことにより、応援演説に相応ふさわしい有名人と接触することができた。これでほかのメンバーにも面目が立つというもの。これが運命の導きか。麺神様ばんざい。


    「……水着？　よくわからないけれど、水着という泳ぐための専用の衣服が登場したのは一九世紀に入ってからとか言わずに、そのレムリアとかいう巫み女こ候補を応援すればいいんでしょう」


    　不機嫌そうに俺を睨にらみつけてくるが、とりあえず協力してくれる気にはなったらしい。相変わらずめんどくさいけどいい奴だ。


    「どうせなら水着で応援演説してもらうというのはどうかのう。テコはたくさん入れておいたほうがよかろう。えろいやつ妾わらわが買うぞよ」


    「プリシラＰ、さすがのナイスアイディア。それいただきました。宝田さ……」


    　いつの間にかその腰から抜き放たれていた長剣の切っ先が、俺の額ひたいの前でぴたりと静止していた。


    「あ……いや……」


    　その切っ先の冷たい光と同様のものが、宝田の眼の中にあった。


    「あんたの頭にもテコを突っ込んでほしい？」


    「……冗談、です、はい。あれ、ボク今、変なこと言ってなかった？　最近なんだか内なる闇やみが勝手に……」


    「人間チューノハケッタイナモンデスナア」


    　ゴブリンＪが俺と宝田を交互に見上げながら、呆あきれたように言った。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「あっ、あの女騎士はもしかして！」


    「聞いたことがある！　どこぞの村を苦しめていた邪悪な竜ドラゴンを斬り伏せたという女騎士様だ！」


    「おお、あれが噂うわさの！」


    「ぼくフィギュア持ってる！」


    　観衆の間に、連鎖的に歓声があがる。


    　ちなみに声をあげた一人目と二人目は、サクラとしてあらかじめ観衆たちの間にまぎれていた坂さか上がみと鉄くろがねだ。しかし、その声に続いて次々と歓声があがっているあたり、俺たちが思っていたより放ほう浪ろうの女騎士宝たから田ださんは知名度があるのかもしれない。


    「あれが邪悪なトロールを追い払って妖よう精せいの泉を復活させた騎士様か！」


    「宝田様といえば、人魚族の歌声を取り戻した騎士様じゃないか！」


    「おお……古き言い伝えはリアルガチじゃった……！」


    　次々とあがる歓声や噂話を聞くと、また俺たちの知らないところで宝田クエストが進んでいるらしい。そういえばよく見たら、宝田さんの装備品もまたちょっとランクアップしている気がする。


    「この世界を冒険するのは勝手なんじゃが、やつのクエストの終着点はなんなんじゃろな。魔王はもうおらぬというのに」


    「確かになあ」


    　もしもうちょっと宝田がこの世界にやってくるのが早ければ、あいつが魔王を倒す勇者になっていたのかもしれない。まあそもそも、魔王を倒すようなファンタジーをあいつが求めていたのかどうかもわからないが。


    　俺はプリシラと並んで、魔王を倒した勇者になっていたかもしれない宝田さんを見上げながらぼんやりしていた。


    「あれって、私たちのクラスメートの宝田さん？」


    　聞き覚えのある声に振り返ると、うしろにゾロゾロと麺神教Ｔシャツを着た信者たちを引き連れ、天てん堂どうまほろがあらわれた。


    　気のせいか、引き連れている信者の数がまた増えている気がする。


    「ああ、そうだよ。宝田だ」


    「あの子、あんな感じだったっけ？　なんか休み時間もずっと机に座って小説を読んでたイメージしかないけど。私と同じ独りぼっち組だと思ってたのにな、随ずい分ぶん仲よさそうじゃん」


    　天堂は平坦な表情で、演説台に立つ宝田を見上げた。


    「仲がいい……って言えんのかね。いや、でも喋しやべるようになったのもこっちの世界に来てからだよ。別に行動を共にしてるわけでもないし」


    「ふうん。でも、そっか。宝田さんまでそっち側か。へこむなあ」


    　そう言うわりには、その口調からは怒りや憎しみは感じられなかった。


    　かといって、その状況を楽しんでいるというわけでもなさそうだ。


    「ま、しょうがないけどさ」


    　諦あきらめたような口調。


    　そうだ、諦めだ。


    　天てん堂どうまほろという少女から俺が受ける印象は、世界に対しての諦てい念ねんだった。世界がそうなんだから、しょうがないじゃん──。


    「なあ天堂。お前はこの選挙に勝ったら神託の巫み女こになる。──だったら、負けたらどうするんだ」


    　俺が問うと、まるでそんなことは考えたこともなかったというように、天堂はきょとんとした表情を浮かべた。


    「そっか──そうだね。どうしよっか」


    　笑みと無表情の中間の、曖あい昧まいな表情で、天堂は演説する宝たから田だを見上げた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　流る浪ろうの騎士宝田の応援演説はつつがなく終了した。


    「お疲れ様です。うちのレムリアも喜んでおります」


    　お辞じ儀ぎをしながら、俺は騎士様に汗を拭ふくタオルを手渡す。


    「これで貸し借りなし。いいわね」


    「ああ、ありがとうな」


    　もともと貸し借りも何も、今回はただ脅迫していた立場なので、これだけちゃんと協力してもらえると、むしろ罪悪感さえある。


    　宝田は使い終わったタオルを俺に投げると、近くに繋つないであった愛馬のもとへと足を向けた。また、どこかへ旅を続けるのだろうか。


    「あのさ、宝田」


    　つい、俺はその背に声をかけてしまった。


    「何よ、まだ何か要求しようっての」


    　白馬に跨またがり、馬上から宝田は俺を見下ろす。そのまま走り去っていかないところをみると、質問を聞いてくれる気はあるらしい。


    　呼び止めてから浮かんだ疑問を、俺はそのまま宝田にぶつけてみた。


    「宝田はさ、いつかもとの世界に帰るのか」


    「はァ？　当たり前じゃない」


    　即答だった。


    「ずっとこの世界にいようとは思わないのか。だってここは──」


    「そりゃ、私はこういう世界にずっと憧れてたわ。でも、だからって、ここは私の生きる世界じゃない。遊園地に憧れてたからって、一生そこで暮らそうとなんて思わないでしょ」


    　宝たから田だは俺を見下ろしながら、当たり前のことを告げるように淡々と言う。


    「あんたごときに理解できるかどうかわからないけどね。平坦で刺激がなくてつまんない日常があるから、ファンタジーが輝くのよ。日常のためにファンタジーがあって、ファンタジーのために日常があるの」


    　確かに、俺ごときには理解できるようなできないような理屈だった。


    　でも俺は、何か大切なことを教わった気がした。


    「ふむ……」


    　プリシラは何も言わず、宝田の言葉を噛かみ締めるように、ただ小さく頷うなずいた。


    「それに、最新刊を待ってる本がたくさんあるんだから。もとの世界に戻らないと読めないじゃない」


    　文芸部員らしい台詞せりふを言って、宝田は手た綱づなを握った。


    「宝田！」


    「うっさいわね、なんなのよ何回も！　いい加減に──」


    　俺は佐さ々さ木きＣＥＯ謹製の菓子折を馬上へと差し上げる。


    「持ってけよ、カステラと焼きプリン。プリンは知らねーけど、カステラは似たようなものなら中世にあるんじゃないのか？」


    「……フン」


    　宝田は俺の差し出した包みを引ったくるようにして受け取ると、白馬に跨またがってどこかへ走り去ってしまった。でも、まあ、またいつか会える日がくるだろう。


    「さて、妾わらわたちもゆこうかの。まだまだ雑用も残っておるじゃろうし」


    「そうだな。帰るか」


    　俺とプリシラは連れだって、選挙事務所となっている宿への道を引き返した。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　レムリアさんと出会ったときには円まるく満ち満ちていた月も、今はわずかにその姿を欠けさせていた。異世界の夜はとても静かで、とりわけ今日は明日の選抜大祭を控えてか、宿の前の大通りにも人の姿はまばらだ。


    　これからラーメン屋に夜食を食いに行こう──というわけではもちろんないが、選抜大祭を翌日に控えた興奮で寝つけず、俺は宿の周りをぶらぶらと散歩していた。


    　どうも小心なのか、自分自身のことではないのに、気が高ぶってしまって眠れやしない。


    　とにかく歩き回っていれば気も紛まぎれるだろうと、宿の周りの路地をぐるりと一周して戻ってくると、宿の前に人影があった。


    「沢さわ木きさん、どうされたのですか。こんな夜ふけに」


    　月の青白い光を頬ほおに受けながら、レムリアさんが立っていた。


    「いや、俺は緊張で眠れなくて、それでこのあたりを散歩しようかと」


    「そうでしたか。実は私もなんです。よろしければ少しお話にお付き合いくださいませんか。実は一人歩きも物ぶつ騒そうだと思っていたものですから」


    　到底自分にボディーガードが務まるとも思えなかったが、万一のときに声が届く範囲くらいで宿の周りをブラブラと歩き回るくらいならということで、俺はレムリアさんと連れだって、夜の異世界を散歩することになった。


    　レムリアさんが興味を持ったのは、当然のことながら俺たちの世界のことだった。


    　学校、社会の仕組み、この世界には存在しないさまざまな事物──俺たちにとっては当たり前のことを話すたびに、レムリアさんは感心したように頷うなずいたり、驚いたように小さく声をあげたりした。


    　そんな雑談の中で、俺はひとつ気になっていたことを尋たずねてみた。


    「あの、意地悪な質問になっちゃうかもしれないんですが、レムリアさんの占いってけっこうな腕前なんですよね。その占いで、この選挙の結果がどうなるかはわからないんですか」


    「んん？　えーっと？」


    　レムリアさんは首を四十五度傾かたむけて、不思議そうな表情を浮かべた。五秒ほどの沈黙ののち、レムリアさんはゆっくりと首を垂直に戻していく。


    「ああ、はい。わかりました。沢木さんは神託というものを、預言、未来予知のように考えていらっしゃいますね？」


    「え、違うんですか」


    「ええと、感覚的なことなので、どう説明したらいいものか……」


    　レムリアさんは眼を閉じると、闇やみの中で答えを探るように、しばし沈黙した。


    　ややあって、ゆっくり眼を開けると、レムリアさんはこの世界の「占術」「神託」についての説明を始めた。


    「私たちの前には、無数に分かれた道があります。人が取り得る無限の選択肢が──人は日常的にさまざまな選択を経て今の人生に辿たどり着いていますが、ときに己おのれの進むべき道が正しいのか、どれが最もつとも己の望みに近づける道なのか──そんな迷いを抱きます。そこで、占術師は「神」に問います。私たちは便宜上「神」と呼んでいますが、「世界」と置き換えてもいいでしょう。私のような占術師は世界に問いかける力を持っています。発された問いに対し、世界は人の取り得る道を俯ふ瞰かんしながら、人が望む目的地へと繋つながりそうなものを占術師に教えてくれます。それは問いに対する最適解──占術師の能力が高いほどにその精度、的確さは上がりますが──しかし、それはあくまでも最適解であって、未来予知そのものではない。目的地へと近づく道を進んでいっても、道が途中で途切れていたり、落石が起こって道が閉ざされたり、あるいはほかの者に目的地へと先んじられたり。世界は取るべき道を我々に教えてくれるだけで、その結果を、つまり目的地へと辿たどり着くことを保証してくれるわけではないのです」


    　レムリアさんが語る占術の仕組みをなんとか理解しようと、俺は必死に頭を回転させた。


    「えーっと、俺たちの世界でいうと、ネットに繋つながった地図アプリみたいなもん……かな？」


    　目的地までの道のりを検索すれば最短距離を教えてくれるし、交通手段もさまざまに選べる。けれど、地図はあくまで道を教えてくれるだけであって、そこに無事辿り着くことを保証してくれるわけじゃない。


    　みたいな。


    「ネット……というのは私にはよくわからないのですが、おわかりいただけましたか？」


    「あ、はい、だいたい、たぶん」


    　レムリアさんが「神託の巫み女こに選ばれる」という目的地を検索した結果、俺たちに助力を得るという最短ルート（あるいは交通手段？）が提示されたわけだ。そして目的地や交通手段を変更していない以上、その過程で何度検索をかけても、同じルートが表示されるから、占いをやり直してもあまり意味がない、ということか。


    　プリシラは巫女に将来を占ってもらったらどうかと提案していたが、占術というものがそういう理屈ならば、俺はまず目的地を決めなければならないのだ。


    　──どこへ行きたいか自分でもわからないが、俺がどこに辿り着くのか教えてほしい。


    　そんなことを問われても、巫女も地図アプリも困るというものだ。


    　だから俺はまず、自分の目的地を決めなければならない。


    　話題の鎖が途切れたとき、俺は今までどうしてそのことを聞いてみなかったのかと、ひとつの疑問を彼女に投げかけた。


    「レムリアさんは、どうして巫女になろうと思ったんですか」


    「どうして？」


    　レムリアさんはきょとんとした表情で軽く首を傾かしげた。


    　こうして並んで話をしていると、同年代の普通の女の子にしか見えない。


    　いや──占いの能力があるとしても、普通の女の子のはずなのだ。


    　そして彼女はこれから、自らの意思で、普通ではないものになろうとしている。


    　目的地も定まらない自分としては、その理由が知りたかったのだ。


    「そりゃあ、人からチヤホヤされて、世界じゅうの人から捧ささげ物がいただけるからですよ」


    「あ、そう、ですか。そうですよね」


    　神聖な存在のわりには、随ずい分ぶん俗というか、現実的な理由だった。とはいえ、神託の巫女とはいっても職業ではあるのだから、そういうことを理由にしてはいけないというわけでもないのだが。野球選手や漫画家を目指す人間が全員、観客や読者に夢を与えたいわけでもあるまいし、仮に夢を与えたいという動機があったとしても、金が稼げるだの異性にモテるだのという要素をまったく加味していないはずはない。


    　そんなことを考えていると、言葉に詰まった俺ではなく、遥はるか遠くの月を見上げながら、レムリアさんは口を開いた。


    「沢さわ木きさんは、神託の巫み女こという存在がどのようなものかご存じですか」


    「どのような……。えっと、要するに占い師のパワーアップしたようなもの……選挙という神事を通じて土地神のような力を得て、世界のことを知る力を得る。ってことをプリシラから聞いてますけど」


    　月を見上げるその横顔を横目に見ながら、俺はプリシラから伝え聞いたことをそのまま言う。


    「そうです。神託の巫女は天の神と地の人を繋つなぐ柱のようなもの。それゆえ人から讃たたえられ、崇あがめられ、供物もさまざまに手にすることができます」


    　レムリアさんはそこで言葉を切って、視線を天上から地上へと下ろしてきた。


    「ですが同時に、巫女は人として生きる上で大切なものを捨てねばなりません」


    「大切なもの？」


    「人との繋がりです」


    　そう呟つぶやいたレムリアさんの瞳の中に、深い深い暗くら闇やみがあった。この異世界の夜よりもなお濃い、深い深い闇が。その闇は初対面のときからずっとそこにあって、半なかば神域に足を踏み入れたような存在であるかのような印象を彼女に付与していた。


    「親兄弟、友達、恋人──神託の巫女はその座にある限り、この世界との濃い接点を持つことができないのです。世界のすべてを等質なものとして捉とらえるからこそ、巫女は神の声を聞くことができるからです。そう考えれば、随ずい分ぶんと意地の悪い仕組みだと思いませんか。人々から選ばれなければ巫女となれないのに、いざ巫女となれば人々を顧かえりみてはならない。自分を支持した者も、支持しなかった者も。親しかった人も、嫌いだった人も。みなすべてひっくるめ一様に距離を取らねばならない」


    　そういえば先代の結婚を期に代替わりなんて話を聞いていたが、あれはたんに異性との付き合いが禁じられているというような意味だとばかり思っていた。


    　だが、レムリアさんの話を聞くと、それだけではないらしい。世界のすべてを等質なものとして捉える──世界のすべてと等距離を保つ。


    　それは言うまでもなく、とてもとても孤独なありかただ。


    　俺は、つい先日訪れた村で出会った竜ドラゴンのことを思い出していた。


    　強く、そして孤独な竜神様。


    　神様はいつだって孤独で。


    　そして、今はお気楽なお忍び旅を続けるあの王女様も、いずれは玉座へと向かわなくちゃならない。いつかは、並ぶ者のいない玉座へと──。


    「レムリアさんは、それでいいんですか」


    　そんなことを今さら問うべきではなかったのかもしれないが、問いは既に発してしまったあとだった。


    「私は天てん涯がい孤こ独どくの身です。父母の顔も名も知りませんし、お友達もいません。もちろん、恋人なんてものも」


    　表情を変えないまま、レムリアさんは暗くら闇やみの中にそっと置くように言葉を発した。


    「私は一人きりでこの世界に放り出され、孤児院から占術の師匠に拾われ今日まで命を繋つないできました。その師匠も今はこの世になく、私は世界で一人きりです。そんな私にとっては、大して人生のありようが変わるわけではありませんから。私の場合は巫み女こになったところで、生活水準が上がるだけで、うまうまです。リスクなしの丸まる儲もうけです」


    　つとめて明るい言葉を使うように、レムリアさんは言った。


    「わたしはチヤホヤされたいんですよ。一介の小娘が空から手てのまま成り上がる方法としては、これ以上のものはなかなかありません。ただの女の子が一夜にして天上に輝く星に、いや月になれるんですから」


    「そこは世のため人のためって言っておきましょうよ。人々の未来を照らすお月様的な」


    　俺もその明るい口調に合わせるように、そんなことを言った。


    「でも、だから──」


    　夜に溶けていくレムリアさんの言葉が、そこでほんの少しだけトーンが変わった。


    「わずか数日の間でしたが、みなさんに協力いただいた日々が、私の人生ではほとんど初めての、同年代の方々との日々でした。それはとてもとても楽しくって、もしこのような世界に生まれていれば、私は巫女なんか目指さなかったかもしれないって」


    　レムリアさんの暗闇のような瞳が、月光を吸い込むように、俺の前にあった。


    「ですから私は正直、あなたのお友達だったという対立候補の方のことが、よくわからないのです。あの方はああいう日々を放り出して、どうして巫女など目指すのでしょうか」


    　天てん堂どうまほろは友達──だったわけじゃない。


    　たんなるクラスメートで、この世界に来る前に言葉を交わした記憶も数度しかない。


    　それでも、そう、確かにあいつは俺たちのクラスメートだった。だから、ひょっとしたらまだ何か、俺があいつに言ってやれる言葉があるんじゃないだろうか。


    　俺がそんなことを心の隅で思ったとき、レムリアさんは足を止めた。ちょうど俺たちの泊まる宿の前だった。


    「お付き合いありがとうございました。それでは、私はこれでお休みさせていただきますね。明日も早朝から、委員長さんと最後の打ち合わせをすることになっていますので」


    「あ──はい。おやすみなさい」


    「委員長さん、厳しいです」


    「でしょうね」


    　俺は笑ってレムリアさんを見送った。だが、宿へと数歩足を進めたところでレムリアさんは足を止めた。


    「あの……」


    　小さく呟つぶやいて、レムリアさんは振り返った。


    「さしでがましいようですが、もしよろしければ、恋占いなどいたしましょうか？」


    　そのレムリアさんの表情は、それまで見せたことがないくらい悪いた戯ずらっぽい表情で──こんなことを言うとどう思われるかはわからないけれど、それは初対面のときからどこか神かみ懸がかった様子を見せていたレムリアさんが、初めて人間の女の子の顔をしたように思えた。


    「や……えっと、いや……えっと……大丈夫……です」


    　心の中をグルグルと掻かき混ぜ、俺はなんとかその返答を絞り出した。


    「──そうですね。その手の運命はご自身の手で切り拓ひらき、ご自身の目で見み出いだしてください。私もそれがいいように思います」


    　レムリアさんは薄く微ほほ笑えみ、そして再び頭を下げた。


    「それでは、今度こそおやすみなさい。沢さわ木きさんも、あまり夜よ更ふかしをされないよう」


    　レムリアさんは深々と頭を下げると、宿の中へと戻っていった。


    　残された俺は、空に浮かぶ月を見上げながら、レムリアさん、天てん堂どうまほろ、プリシラ、そして幼なじみの女の子、そんな四人の女の子のことを思った。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　直前の駆け込みエントリーも認められているため、当日まで巫み女こ候補の総数は明らかではないが、事前活動の規模からいって、決戦は実質的に二人の候補の一いつ騎き打うちの様相を呈していた。


    　一方の候補は、麺神教という強固な支持基盤を有し、どんな大魔術師にも真ま似ねのできない奇跡の御み業わざでその力を見せつける奇跡の少女、天堂まほろ。


    　そして無名からわずかの短期間でその支持者を急増させたニューフェイス、レムリア。


    　天堂陣営が救世汁ラーメンという聖せい餐さんで人々の心を強固に掴つかめば、レムリア陣営はカステラというスイーツを無料配布し、人々の心を柔らかく包んでゆく。


    　天堂まほろが己おのれを奇跡と神秘のヴェールに包み、神聖かつ孤高の存在としてのパブリックイメージを作り上げる一方で、レムリアはまさにドブ板選挙活動、有権者の一人ひとりと熱烈な握手を交わしていく地道なアピールで着実にその支持者を獲得していった。


    



    　──そして、ついに神託の巫女選抜大祭の当日がやってきた。

  


  
    



    　　　七章　地方の祭りに参加しよう


    



    「本日の司会進行は結婚を期に本日をもって神託の巫み女こを引退しますこの私、キャリパッパ・ロリポップが務めさせていただきまぁす！　みんな、今までありがとぉー！」


    　司会であり、また先代──今日までは当代の神託の巫女、キャリパッパ女史が舞台の上で声を張り上げる。


    「おっ、出場者の入場が始まったぞよ」


    　プリシラが席から身を乗り出して、眼下のステージを指さした。


    　神殿前の広場には中央にステージが設しつらえられ、それを円形に取り囲むように、階段状の櫓やぐらが組まれ、そこが客席となっていた。上空から見れば、すり鉢の底に巫女候補たちが集まるステージがあり、それをやや上から観客たちが見下ろすかっこうになっているだろう。


    　ここで相撲大会が繰り広げられるから言うわけではないが、大相撲開催中の国技館のようなイメージだ。


    　プリシラが金にものを言わせて砂すな被かぶりの枡ます席せきを確保したので、俺たちは巫女候補の表情が見えるくらいの距離で選抜大祭を観覧することができる。


    　ステージの上には次々と我こそは神託の巫女たらんとする候補たちが上がっていき、司会の求めに応じて簡単な自己紹介と意気込みを語っている。


    　ちなみに、どの巫女にも現場では一人ずつ付き人がつく決まりになっているそうなので、レムリアさんには綾あやちゃんが付き添っている。


    　事前の情勢を見ても、実質的にはレムリアさんと天てん堂どうまほろの一いつ騎き打うちだと目もくされていたが、それでもほかにどんなダークホースが隠れているかわからない。


    　プリシラと並んで、次々とステージに上がっていく候補たちの姿を眺めていたとき、そのダークホースが俺たちの眼の前にあらわれた。


    「エントリーナンバー十六番、トウカ・イズミ！」


    「ごぶっ」


    　その名を聞いて、俺は思わずお茶を吹きそうになった。


    「あらこちら凜り々りしいお嬢さん。何かスポーツとかやってたのかな？　じゃあ、簡単に意気込みなんかをどうぞっ」


    「は、はいっ。えっと、私なんかが巫女になれるとは思ってないんですけど、友達が勝手にエントリーしちゃって。だったら思いきって自分の可能性を試してみようかなって思いました。頑張りますので、よろしくおねがいします！」


    　嘘うそ臭くさい笑顔で壇上から手を振っているのは、和泉いずみ刀とう香かその人であった。そして俯うつむき加減にその傍かたわらに控える付き人は、我らの眼鏡めがねっ娘こ、坂さか上がみ雪ゆき乃のさんであった。


    「眼を離した隙すきに何やっとんじゃあいつ」


    「友達が勝手にとか言ってっけど、絶対自分でエントリーしてるよな」


    「迷走しとるのう……。そういや水着も買うてやった覚えがあるが……」


    「はっは、やるじゃん。あたしも出りゃよかったかな」


    　枡ます席せきにあぐらをかきながら、仲村渠なかんだかりがけらけらと楽しそうに笑う。


    　俺たちにとっては想定外の事態がひとつだけ発生したものの、ほかは滞とどこおりなくオープニングセレモニーが進行していった。


    　レムリアさんも天てん堂どうも、本命らしく堂々と振る舞い、客席からあがった歓声もほとんど同格、やはり一いつ騎き打うちの予感を漂ただよわせていた。


    「以上二十七名の候補者の中からたった一人、神託の巫み女こが選ばれちゃいます！　どのコが巫女にふさわしいか、みぃんなじっくりばっちり見極めちゃってくださいね！　それでは第二百九十七回、神託の巫女選抜大祭、はっじまっるよー！」


    　司会であり先代巫女のキャリパッパさんが拳こぶしを天に突き上げると同時に、会場のあちこちから火花が上がった。火薬なのか魔法なのかは不明だが、まさにその炎に火をつけられたかのように、会場全体が一体となって、すべての観客が声をあげるとともに拳を天へと突き上げた。


    　いよいよ、この神託都市の象徴である神託の巫女を決定する選抜大祭の幕が上がったのであった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　ステージ上では『箱の中身はなんでしょねの儀』が始まっていた。ステージ上に運び込まれた大きな箱は、観客側がガラスで中が見えるようになっており、巫女候補の側には、切れ込みの入った穴があいていて、そこから手を突っ込むことができるようになっている。要するによくバラエティー番組で使われるアレだ。


    　そして今まさに、天堂がその儀式に挑もうとしていた。


    「そういえばあやつは妾わらわの前でもカードの図柄を透視してみせた。あんな真ま似ねができるのであれば楽勝じゃな」


    「いや、言ったろ。マジックの場合はタネがちゃんとあるんだよ。透視するカードや箱に仕掛けがあったりとか」


    「じゃが、あの箱や中身のものは大祭の運営委員が用意したものじゃぞ」


    「かつて『超能力狩り』と呼ばれ。数々の偽霊能者のトリックを看破し続けた天才マジシャン、ハリー・フーディーニが、透視能力を有すると称していた自称超能力者と対決したときの話です。それまで、懐中時計の中を透視する能力者のトリックを誰も暴けなかった。ところがフーディーニはその方法をたやすく看破したのです」


    　突然、仲村渠なかんだかりが解説キャラのようなことを棒読みで喋しやべりはじめた。


    「なんすか、仲村渠さん」


    「いや、坂さか上がみちゃんがさ。きっと私の解説が必要になるでしょうから、必要なときにこれを読み上げてください、つって解説メモを」


    「今回解説しか出番なかったからのう。んでは続きをどうぞ」


    　プリシラに促うながされ、仲村渠はメモの続きを読み上げる。


    「はいよ。なんのことはありません、その自称透視能力者は透視のポーズとして顔の前に懐中時計を掲げたとき、数ミリ蓋ふたを開けて中身を盗み見ていただけだったんです。仕掛け自体はトリックとも呼べないほど誰もが思いつくような馬鹿らしいほど単純な方法ですが、これはまさに衆しゆう人じん環かん視しの場でそんな単純なことをするはずがないという心理的死角をついた透視術だったんですね。以上、解説メガネでした。だって」


    「なるほど。ほんのわずかな印を記憶したり、ほんのわずかな隙すき間まから小箱の中身を見通すテクニックを持ったマジシャンにとっちゃ、人の手首が出入りするくらいの穴があいた大きな箱なんて素通しもいいとこなんじゃないか」


    　果たして、天てん堂どうは次々と箱の中のものを当てていく。


    　坂上の解説したとおり、手首を入れる穴の隙間から中を覗のぞいているのか、それともマジシャンならではの鋭敏な指先の感覚によるものなのかはわからないが、兎とにも角かくにも天堂は全問正解で第一の儀式を終えた。


    　一方、我らが推おしメン、レムリアさんは。


    「──ハリネズミ」「熱々のグラタン」「発情期のゴリラ」「反抗期の十五歳」「エクスカリバー」


    　レムリアさんは箱の中に手を突っ込むことさえなく、眼を閉じたまま、淡々とその中身を看破していった。


    　歓声、というよりどよめきの声が客席からあがっていく。


    　レムリアさんのほかにも、中のものに触れることなく答えを言い当てた候補者は何人かいた。しかし彼女らは箱の中に手を入れ、対象に掌てのひらをかざして中のものを読み取っていたようなのだが、レムリアさんは箱の前で眼を閉じ、両手を組んだままでそれを言い当てたのだ。ゴリラが発情期であることまで看破している。


    　麺神教に対抗するために俺たちの力は借りているものの、巫み女こ候補としての能力はもとから十二分に備えているようだ。


    　つーか直じかに手を突っ込んだら危ないものばっかり入っている気がするのだが、気のせいだろうか。


    「江え頭がしら！　間違いない、これ江頭だって！　ひぃ、舐なめられた！」


    　和泉いずみ師匠は箱の中に手を突っ込んだまま、江頭江頭と連呼していた。


    「さすがに異世界の箱の中に2:50さんはいねーだろ」


    　という俺の呟つぶやきも、当然和泉いずみには届かない。


    「江え頭がしら、絶対江頭だろこれ！　うそ、違う!?　あ、江頭さん！　さんづけ関係ない!?　じゃあエスパー伊東!?　ひぁ！　また舐なめられたぁ！」


    　ちなみに正解は仔犬。


    　だが客席からは「頑張ってー！」「かーわーいーいー！」と、ぽつぽつと和泉師匠を応援する声があがっている。


    「よく考えたら巫み女こはあくまで最終投票で決まるわけで、箱の中身を当てた成績自体は反映されないんだよな。まかり間違って、五つの儀式を通じてどんどん和泉の人気が上がっていったらどうすんだ。特に水着相撲だと無む双そう状態になりかねないぞ」


    「確かにのう。とんだダークホースじゃの」


    　などと言っている間に、第一の儀式がすべて終了した。


    　天てん堂どうまほろはそつなくすべての箱の中身を言い当て、全問正解した五人の候補の中の一人に入った。


    　だがその中でも、箱に触れることすらなく全問正解したレムリアさんが、未知を見通す巫女としての力の片へん鱗りんを最もつとも効果的に見せつけることとなった。


    　彼女は俺たちの協力がなくても、巫女の候補として十分に健闘できていたに違いない。


    　ちなみに直前エントリーのトウカ・イズミ候補は五問中一問、なんとか「ベーコン」だけを言い当て最下位だったが、会場の笑いは一番獲得していた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　第三の儀式までが終了して午前中の部が終わり、俺たちは昼食休憩をとっていた。


    「それにしても、まさかこっちの世界で嘉か門もん達たつ夫おメドレーが聴けるなんて」


    「んむ。この世界で歌っておったからよかったものの、こちらの世界にまでＪＡＳ●ＡＣが頑張っておったら大変なことになっておったのう。よかったよかった」


    「まさか俺たちの世界の歌があれだけ正確に伝わってたとはな」


    　巫女たちが歌って踊った曲のうち、実に過半数以上が、俺たちの世界の歌だった。それらはもちろんかつての客人神まろうどたちが伝えたものらしい。俺たちにとっては若干懐メロだが、この世界にとっては数百年単位の長さで伝わっている伝統ある音楽なのだそうだ。


    「歌と踊りは正直、みんな五十歩百歩ってとこだったよな」


    「うむ、和泉以外な」


    　和泉とはカラオケに行ったことがなかったので知らなかったが、あれは本当にひどいものだった。あれではまかり間違っても和泉が巫女に選ばれることはないだろう。


    「クッキングの儀は我らと麺神教が突出していたが、おそらく互角とみていいのではないかのう」


    　料理それ自体のインパクトでは麺神教の豚骨ラーメンが勝っていたと思われる。しかしながら、既にこの街でラーメンが名物となっていて、多くの人がその味を知っていたのに対し、佐さ々さ木きが作った焼きプリンはこの世界ではまだ知られていない新たな味覚だった。


    　さらに、ラーメンがメイン料理なのに対し、プリンはデザート。巫み女この料理を食べる順番は客に任されていたものの、どうしてもデザートのほうを最後にするという心理がはたらくもの。そして、さまざまなものを食べていく中では、最後に食べたもののインパクトが一番強く残る。


    　そういったわけで、プリシラはクッキングの儀における勝敗を互角とみたのだ。


    「あとは水着相撲と自己アピールじゃのう。相撲の特訓は和泉いずみがしておったはずじゃが、その当の和泉が出場しておるというのは」


    「でも、もし途中でレムリアさんと当たったら、さすがに八百長してくれるんじゃないのか」


    「でもあやつあほじゃからなあ。空気を読まずにレムリアをぶん投げるパターンもあり得るぞよ」


    「確かに基本的に目立ちたがり屋だからな」


    　そもそもそうでなければみんなに内緒で選抜大祭にエントリーもしまい。


    「まあ取組表を見る限り、レムリアと和泉は決勝まで当たらぬはずじゃからのう。……ん」


    　プリシラは言葉を止めて、顔を上げた。振り返ると、俺とプリシラしかおらず広々とした枡ます席せきの中に、深々とフードを被かぶった人物が挨あい拶さつもなく入ってきた。足先まで覆おおい前を合わせたローブを着て、猫背で俯うつむき気味なのでその顔はわからない。だが特に不審に思うことはなく、プリシラもそのフードの人物に気き易やすく声をかける。


    「おお、ゴブリンじゃな。ＡだかＢだかαアルフアだかΩオメガだか妾わらわには区別がつかぬが、おぬしらも今回はご苦労であったな。今日は祭りゆえ無礼講じゃ、ゆっくり寛くつろぐがよいぞよ」


    　フードの人物は頷うなずいて、俺の隣に腰を下ろした。確かにいくら祭りの場とはいえ、ゴブリンが堂々と姿を晒さらすわけにもいかないだろう。


    　俺も今さらゴブリンには驚かない。その顔は見えないものの、フードに向かって軽く会釈しつつ、世間話でもしようと声をかけた。


    「クッキングの儀のためにおたくらが作った焼きプリン、俺も食ったけどさ、あれすげー美う味まかっ……」


    　ローブの中身がわずかに垣かい間ま見みえた瞬間、俺は思わず息を──いや、生なま唾つばを飲み込んだ。


    　その中にあったのは、肩車をしたゴブリンの姿ではなかった。


    　主しゆは言われた。


    　──ビキニでありパレオである。


    　いや、主って誰だ、と自分の脳内で聞こえた声に突っ込もうとしたとき、そいつが膝立ちのまま俺の襟えり首くびを両手で掴つかみ、顔を近づけてきた。ローブの中身がさらに露あらわになって、再び主の声が響いてくる。


    　──女体である。αアルフアでありΩオメガである。むしろＸでありＹである。


    「もはや君たちしか頼る相手がいない！　頼む、私を助けてくれ！　このままでは神託の巫み女こにされてしまう！」


    　水着姿の天てん堂どうまほろが、縋すがりつくようにして至近距離から俺を見上げていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺は水着を着た女子にぐいぐい迫られて平然としていられるほど、人生の経験値を積んではいない。確かに水着相撲を観戦したがってはいたが、距離が近すぎるとむしろ眩まぶしすぎて直視ができない。数十センチの距離にある水着から眼を逸そらしつつ、俺はつとめて冷静な口調を装った。


    「ちょっと待て、ちょっと待て、なんだそりゃ。お前、自分の意思で巫女になろうとしてたんじゃなかったのか？　こっちの世界でやり直すんだ、神になるんだ的なことを……」


    　天堂は再び俺の襟えり首くびを掴つかんだまま強く引き寄せてくる。と、その拍子にまたローブの前がはだけて、主しゆが俺の頭ず蓋がいの中で煩ぼん悩のうに満ちた言葉を囁ささやく。主よ、これは私に対する試練なのですか。それとも御ご褒ほう美びなのですか。つーか誰だよ主。いやそれは俺か？


    「そりゃ確かに、マジシャンとしての将来に悩んでたのは本当だよ。この世界で神になってやろうと思ったのも本当だ。でもそれはこの世界で生きてかなきゃならないって前提であって、もとの世界に帰れるんなら帰るよ！　修学旅行できるならするよ！」


    　天堂はまだ何かを喋しやべり続けているが、脳へと入力される視覚情報が強すぎて、天堂が何を言っているのかさっぱり情報が頭に入ってこない。思っていたより立派な体をしておられる、宗むな像かたとは違う意味合いで。いけないとはわかっていつつも、ローブの中の小宇宙に意識が持っていかれそうになる。


    　このままではダメだ、煩悩を追い出すためにマントラを唱えるんだ！


    「大おお崎さき、五ご反たん田だ、目め黒ぐろ、恵え比び寿す、渋しぶ谷や、原はら宿じゆく……」


    「なぜ山やま手のて線せんの駅を唱える、私の話を聞いているのか！」


    　天堂が何度もぐいぐいと俺の襟首をひっぱるが、俺は心を無にするために山手線マントラを唱え続ける。


    「……有ゆう楽らく町ちよう、新しん橋ばし、浜はま松まつ町ちよう、田た町まち、大崎。──ふぅ」


    　心を無にして山手線を一周することでなんとか瞬間的に心の平静を取り戻すことができた。あの無む為いに思えた特訓がまさかこんなところで役立つとは。


    「おい、私がこんなに必死に──」


    「わかった、わかったから前まえ屈かがみの体勢で体を近づけるな。違うんだよ、俺が求めていたのはもっとマイルドなあれなんだよ。遠くからみんなで水着相撲を観戦するくらいがちょうどいいんだよ。水着の上にローブを羽は織おっていることでむしろエロいんだよ。とにかく俺から離れて一メートルの距離をとれ、そうしたら話を聞こう」


    「ぬはは、テンパっとるテンパっとる。普段モテないやつほど紳士ぶるっちゅーのはホントなんじゃの。惜しいのー、動画で残しておきゃよかったぞよ」


    　プリシラは俺たちのやりとりを見ながらニヤニヤしている。


    「まあ本来なら敵対勢力の親玉もいいとこじゃが、替え玉無料券の恩もある。話くらいなら聞いてやらぬでもないぞよ」


    　プリシラに言われ、天てん堂どうはようやく俺の襟えりから手を離し、膝立ちのまま後あと退ずさって距離をとった。


    「で、改めてだけど、いったいなんなんだよ。教主様直じき々じきに俺たちのところに乗り込んできて、巫み女こになりたくないから助けてくれってどういうことなんだ？」


    「そうだ、こうなったそもそもの原因の一端は君たちにもあるんだ」


    「……は？　俺たちに？」


    「沢さわ木き君。確かに私と君とは、学校での交流はほとんどなかった。友達というわけじゃない」


    「うん、まあ……」


    「でもクラスメートだろう！　だったら『巫女になんかなるより、俺たちと修学旅行を楽しもうぜ！』的なやつがないかなあ！　『一緒に日本に帰ろう！』とか言うだろ！　言おうよ！　私たちはクラスメートじゃないか！」


    　なんだろう、このいきなりの友情の押し売りみたいなやつ。いや、友情の押し売りをしろという押し売りみたいなやつ。


    「いや、ちょっと待てよ。そういうこと言ったろ？　でも天堂が、この世界の神になるとか言ってたから……」


    「普通クラスメートがそんなこと言い出したら止めるだろ！　心配するだろ！　ツッコミのひとつも入れるだろ！　スクールカウンセラー呼んでくるだろ！」


    「そりゃ日本でそんなこと言い出したら『うわぁこいつ……』って思うけど、この世界ではそういうのもアリなのかなって思って。それに俺の誘いを断ったのはそっちじゃないか」


    「そりゃ一回目は断るさ！　一回目でオッケーしたら軽い女だと思われるじゃないか！　ふつうあるだろ、二回目三回目！　次はみんなで説得しにくるパターンとか、ビンタして『俺たちはクラスメートじゃないか！』的なことを叫んでその勢いで説得する昭和の学園ドラマパターンとか！　なんでサクッと見捨てるかなあ！　なんだよ割り切りの早い現代っ子め！　押し売れよ！　もっと友情を押し売っていこうよ！　なんなんだよもう、何度か思わせぶりな感じで君たちの前に姿をあらわしただろ！　寂しそうな感じとか、いつの間にか仲良くしている宝たから田ださんを羨うらやましそうにしてる感じとか、すっごいアピールしてたじゃん！　一緒に旅をしてもとの世界に帰ろう、そんな短いフレーズがなんで言えない！」


    　天てん堂どうは座敷の床を手で叩たたきながら、物もの凄すごい勢いでまくしたててくる。


    　あれ、こいつこんなキャラだっけ？　と戸惑う俺をよそに、


    「ほれ、だからワンパン入れて連れてけと言うたではないか」


    　あぐらをかきながらプリシラが言う。どうやらプリシラのほうが正しかったらしいのだが、いまだに状況がよくわからない。


    「いや、だって天堂ってなんつーか、坂さか上がみとか宝たから田だとはまた違って、クラスでも『私に近づくな』オーラ出してたじゃないか。自分から同級生を寄せつけないスタンスをとってたようなやつって印象だったから。じゃあ無理に干渉しないほうがいいのかと思って」


    「それはだな……仮にも人気タレントだったこの私が、自分からクラスの輪に入るのはなんだかカッコ悪いと思って、話しかけられるのを待っていたらいつの間にかクラスで孤立していたんだよ。ガッデム！　なんなんだよもっと『手品やってー』とか空気の読めないアホみたいに気軽にアプローチしてこいよ！　こっちはそれでウェルカムなんだよ！」


    「そういうやつが一人もいなかったのかや？　最近は落ち目とはいえ、有名人だったんじゃろ。であれば向こうから近づいてくる者もおったであろうに」


    　プリシラの疑問ももっともだった。というか、俺自身も入学当初にそんな感じで話しかけた覚えがあったような気もする。果たして、天堂はそのとおりだと頷うなずいた。


    「確かにそういうやつはけっこういた。いたけど、初回で気き易やすく応じたら私のカリスマ性が低くなるじゃないか。だから『すまない、私はプロだから、プロとしての場以外ではマジックをやらないんだ。対価を支払ってくれているお客さんたちに失礼だからね』ってクールにキメたよ。そしたらいつの間にか孤立してたね。イッツミラクル」


    「奇跡ミラクルでもなんでもない、お高くとまってたから順当に孤立しただけじゃねーか」


    「こやつ自己演出の策を弄ろうして盛大にぶっこけるタイプじゃな」


    「なんでみんなそこで簡単に引き下がるんだよ、三回目くらいまで食い下がってくれたら『やれやれ、しょうがないな……』って感じで披露するよ！」


    「落ち目の有名人が捨てきれない大きなプライドを両手で抱かかえながら、差し伸べられた手をスルーしているうちにプライドごと谷底へゴロゴロ転がっていく典型じゃな。プライドを手放して人の手を握り返すタイミングを逸いつしたおぬしが悪い」


    「だからギリギリのところで今ようやく手放したんだよ！　さあ私を助ける権利をやろう！　邪教の教主から神託の巫み女こへと祭り上げられそうになっている私を助けてもいいぞ！」


    　プリシラの言うことは厳しいが、確かに天堂のダメさ加減もなかなかのものだ。


    　まあ要するに、俺たちがなかなか誘いに来ないので、今になってようやく、巫女になるのをやめて俺たちと一緒にもとの世界へと帰りたいという本心をぶっちゃけに来たらしい。


    　誘われるのを待っているという意味では藤ふじ崎さきと同じじゃないか。


    「まあ麺神教をどうするかはともかく、巫み女こにならないことはそう難しくないんじゃないのか。選挙に通るのと違って、意図的に落ちるのはそう難しくないと思うんだが。残る第四儀式と第五儀式で失敗すればいいだろう」


    　俺は思ったままのことを言うが、天てん堂どうの表情は険けわしい。


    「私の支持基盤は知ってのとおり麺神教だろ。うちの信者は儀式の結果にかかわらず私に投票するはずなんだよ。だって信者だもの」


    　そうか、もとはその強い宗教的結束をもとに票を確保するための人工宗教なんだものな。


    「それにしたって第一の儀式で全問正解してたのはなんでなんだよ。わざと間違えることで多少の権威は失しつ墜ついしたんじゃないのか」


    「私は人前で持ち上げられると凄すごくてカッコイイ自分を演じちゃうタイプなの！　根っからのショーマンなんだからしかたないだろ！　だっててじなしだもの。まほろ」


    　天堂は逆ギレ気味にまくし立てたあと、某詩人風に締めた。ダメだこいつ。


    「みつを風に処理するのは無理があるぞ、いろんな意味で」


    「私もちょっと世代的に無理があるかと思ったけどしかたないんだよ！　それくらい追い詰められてるの！」


    「つーかお前、どんどんキャラが崩れていってるぞ」


    　いや、取り繕つくろっていた地が出てきてるのか。なんかもっとクールでミステリアスなタイプかと思っていたのに。


    「クラスメートつっても、案外まだまだ知らないもんだよな……」


    　俺は思わずそう独りごちた。まあ、天堂の場合はテレビから受けた印象も強いうえに、クラスの中でも孤高のスタンスをとっていたので、余計にそういった印象を勝手に作っていってしまったのだが。


    「うああどうしよう、神とか巫女とか超めんどくさそう……超やりたくないんですけど……ていうかそれ以前に日本帰りたい、エアコンの効いた部屋でハーゲンダッツ食べながらダラダラしたい……豚骨以外のラーメン食べたい……ガキの使いが観たい……」


    　天堂は天を仰いで頭を抱かかえた。全身に後悔が漲みなぎっているご様子で、曲がりなりにも本人がこれまで築き上げてきたクールでミステリアスな天才マジシャン少女のイメージはどこへやら、もうたんなるダメ少女である。


    「じゃあ麺神教の信者たちに、自分の起こしてきた奇跡は全部嘘うそだったってバラせばいいじゃないか。奇跡とラーメンで信者を獲得してきたんだろう。奇跡が嘘だってことになったら信者の心も離れていくだろう。それに、実は何か変なものでラーメンのダシを取っていたとか言えば麺神教の二本柱が崩れていくじゃないか」


    「それができるならとっくにやっている！　それで無事に収まるならいいが、騙だまされていたと知った信者が暴動を起こしたら私もどうなるか……。ラーメンにしたって同じだよ。たとえ嘘うそでも、変なものを食べさせられていたと信者たちが思えば暴動が起きる」


    　再び頭を抱かかえる天てん堂どうだったが、そんな天堂にプリシラは冷ややかな視線を向ける。


    「今さら何を甘えたこと言うておるんじゃ。百パー自じ業ごう自じ得とくではないか。人を信じさせておいて持ち上げてもらって、それが背負いきれなくなった途端にやっぱうそよね～んで通るほどこの世界は甘くないんじゃよ」


    　頭を抱えたまま天堂は無言でプリシラを見返す。そんな天堂へ、プリシラの厳しい言葉が続く。


    「嘘なら嘘で最後まで背負いきるべし。王はたとえ不安があってもそれを民たみに見せてはいかん。清純派アイドルはたとえ男がおってもファンにそれを知られてはいかんし、悪役プロレスラーは口から吹き出す毒霧が人体に害のない成分で作られていることを知られてはいかん。江え頭がしら2:50さんは人知れず善行を積んでいてもそれをファンに知られてはいかんのじゃ。嘘なら嘘で吐つき通す、秘密なら秘密で隠し通す、それこそが大勢の人間に幻想を見せて立つ者としての責務。幻想で建てた城でうまうまやっておった者がその幻想を背負いきれなくなったら、王であれば首が落とされる、アイドルであればファンがブチ切れる。江頭さんの場合はなぜかさらに人気が爆上げになるがそれは例外。それだけのことじゃろ。教主がどうなるかっちゅーのは妾わらわは知らんがのう」


    　いずれ人の上に立つ王女として思うところもあるのだろう、言い方は厳しいが、プリシラの言うことは正論だ。そして正論は人を黙らせる。


    　天堂も反論することができず、自分の肩を抱いて不安そうに俯うつむく。


    　さすがにクラスの女子が眼の前でここまで弱っていると、何か声をかけてやったほうがいいのではないかと思ったが、俺が何かを言う前に、プリシラが救いの手を差し伸べた。


    「ま、邪教の教主だのやる気のないダメ子だのに巫み女ことなられて不利益を被こうむるのは妾たちこの世界の者じゃからの。そもそもそれを阻止するためにレムリアを候補として支援してきたわけじゃ。おぬしが巫女の座を諦あきらめるというのであれば妾たちとの利害も一致するゆえ助けてやらぬでもないが」


    「ほ、本当か！」


    　まさに救い主を見み出いだしたかのように、天堂の表情が明るくなる。


    　さすが王女、このあたりの押し引きは見事なものだ。プリシラの場合、ひょっとしたら天然でやっているのかもしれないが。


    　ともあれ、プリシラは腕組みをしながら善後策を考える。


    「じゃが下馬評では今んとこ五分五分じゃからのう。レムリアの票を伸ばすか、こやつの票を減らすか。どちらにせよ今から間に合うものか。先にもこやつが言うたとおり、麺神教の信者は一般市民と違い儀式の内容を選考基準にせぬであろうから厄やつ介かいじゃのう」


    「そもそも候補を棄権することはできないのか」


    「これも言うたことじゃが、巫み女こ選びの大祭は神事でもあるからの。それを途中で降りるとなれば、今後こやつにどんな災いがもたらされるかわからぬ」


    　プリシラの言葉に、天てん堂どうが身を竦すくませた。


    「何か状況が決定的に変わるようなことが起きればいいんじゃが……」


    「私の支持者が減りそうなことならなんでも協力するぞ！」


    　天堂は救いの神を見つけたとでも言わんばかりにプリシラに縋すがりつく。


    　どうもおかしな成り行きになってきた。


    　まあプリシラの国のことを差し置いても、どのみちクラスメートを見捨てていくわけにはいかない。本人がこの世界に残りたいというのならまだしも、日本に帰還したいという意思がありながら望まざる巫女の座に担かつぎ上げられてしまうのも気の毒だ。


    「しっかし、こんな土壇場になる前にもチャンスはあったじゃろ。もうちょっと早めに音ねをあげておればほかに手の打ちようもあったものを。最初に会ったときも、『ワタシの心の動きをトランプのカードで表現してみました』的な小こ賢ざかしい感じでエースだのジョーカーだの出しとる暇ひまがあったらいくらでも助けを求める暇はあったはずじゃ。その後だって、沢さわ木きたちがこの街に滞在しておることはわかっておったのじゃから、そっちからいくらでも接触できたじゃろうに」


    「いや、クールでミステリアスなワタシを演出していただけじゃないんだ、帰ろうと言われてあの場でホイホイＯＫできない理由もあったんだよ」


    「理由って何だよ」


    「私も監視されていたから、私のほうから君たちに接触することは難しかったんだ。だから最初は私のほうから呼び出したし、その後も接触する機会を作れるように替え玉無料券を渡したんだよ！」


    　あの大量の替え玉無料券はそういう意味だったのか。


    「なのに無料券を持ってしょっちゅう店に通ってくるのは私の知らない金髪の女の子だし、ようやく沢木君も来たと思ったら、スープにゴブリンが入ってるだのなんだのわけのわからない騒ぎを起こして私が近づけない間に帰っちゃうし……」


    　天堂は恨うらみがましい眼でプリシラへと視線をやる。俺も「てめー俺たちの眼を盗んでしょっちゅう食いに行ってたな？」という意味を込めて食いしん坊プリンセスを睨にらむ。


    「ふむ。誰に監視されてるというんじゃ。誰に行動を憚はばかる理由がある。お前は麺神教の教主じゃろ？　教団の中では一番偉いのではないか」


    　話を逸そらしつつプリシラが問うと、天堂はあたりを窺うかがうようにキョロキョロと視線を這はわせ、誰の目もないことを確認すると、少し膝を前に進め、小さな声で囁ささやいた。


    「私が奇跡を演じていたとき、司会進行をしていた仮面の男がいたろう」


    「──ああ、麺神様の仮面を被かぶった、ほかの信者よりちょっと偉そうなやつか」


    「あれは私たちのクラスメートだ。漆うるし原ばら、覚えているか」


    　漆原──とくに交流はないが、そういうやつがいたのは覚えている。そういえば高校生ながら、有名なラーメンブログを運営しているとかいう噂うわさも聞いたことがあるような。


    「普段からあいつとあいつ直属の信者が私を監視していたから、なかなか君たちに接触できなかったんだよ。大祭当日になってようやく隙すきを見つけてやってきたんだ」


    「天てん堂どう一人でここまでのことができたとは思ってなかったけど、じゃあお前と漆原で麺神教とラーメン屋を立ち上げたというわけか。つか漆原とは仲がよかったのか？」


    「いや、あいつはあくまでもラーメン屋を経営しつつ私を監視する役目だったにすぎない。この地に麺神教を立ち上げたのは──」


    　とそのとき、その場に更さらなる闖ちん入にゆう者しやが姿をあらわしたのだった。


    「出前でーす」


    　暢のん気きな声とともに、岡おか持もちを提さげ麺神教Ｔシャツを着た男が、俺たちの枡ます席せきを覗のぞき込むようにして立っていた。突然の信者の登場に、天堂は慌ててフードを深く被かぶり背を向ける。


    「ラーメンの出前……？　いや、注文してないっすけど……」


    　一番そういうことをしそうなプリシラも、心当たりがなさそうに首を振っている。


    「間違え出前じゃないですかね」


    「緑みどりヶが丘おか高等学校二年一組様のご注文ということになっておりますが」


    「だったら誰かが出前取ったのかな……」


    　さすがにそんな名称の団体がこの異世界に二つとあるようには思えないが、この期ごに及んで敵対勢力から出前を取るような奴がプリシラ以外にいるとも思えない。


    「お代は既に頂ちよう戴だいしておりますので。器はまたあとあと回収にまいります」


    　そう言って、信者は押しつけるようにして一杯のラーメンを置いて去っていってしまった。


    　あとにはまだ湯気を上げるラーメンが、お盆にのったまま残される。


    「冷めたらもったいないじゃろ。遠慮なくいただこうぞ」


    「あっこら、ほかのやつの昼飯かもしれないんだから──」


    　いや、よく考えたらそれ以前に麺神教の罠わなかもしれない。俺たちに毒を盛って何か意味があるとは思えないが──などと考えていた俺が止める間もなく、プリシラはお盆から湯気の立つ丼どんぶりを持ち上げた。と、丼の下に、小さく折り畳まれた紙片があることに気づく。


    「ん、なんだこりゃ」


    「伝票かなんかじゃろ？」


    「伝票ねえ……」


    　確認しようと俺は手を伸ばしたが、それより先に天堂が横合いからその紙片へと手を伸ばし、それを広げた。


    　途端に、天堂の顔色が変わる。


    　プリシラがその中に記されていたメッセージを読み上げた途端、キャラが崩れていく天てん堂どうの様子も含めて、それまで和なごやかだったお祭りの空気が一気に凍りついた。


    『お前たちの仲間を預かった。無事に返してほしければ、第四の儀式が始まるまでに巫み女こ候補のレムリアを連れ、お前たちの宿の裏手にある、街外れの空き地まで来い。選抜大祭が終わると同時に人質を返してやる。だが第四、第五の儀式にレムリアが参加していた場合、人質の安全は保証しない』


    「──どっからどう見ても脅迫文じゃ。むう……妨害工作に警戒はしておったが、まさか当日に仕掛けられるとはのう。しかもレムリア本人ではなく妾わらわたちのほうをターゲットにするとは迂う闊かつであった」


    「でも、誰がこんな」


    「誰がじゃと。今さら何を暢のん気きなことを言うておるんじゃ。麺神教に決まっておろう」


    　プリシラが刺すような視線を天堂に向ける。


    「そんな、私は──」


    　調子に乗っていた天堂も、さすがに顔を青ざめさせている。これが演技とはとても思えない。


    「そうだよ。巫女になりたくない、もとの世界に帰りたいと言って俺たちのところに助けを求めてきた矢先に天堂がこんなことをするなんて矛む盾じゆんしてる」


    　俺が言うと、プリシラも天堂を睨にらみつつ、頷うなずいた。


    「じゃが、こやつが知らぬところで熱心な信者が自発的に行ったことかもしれぬ。あるいはその仮面の男、漆うるし原ばらとかいうおぬしらのクラスメートが、選抜大祭の形勢悪しとみて、勝利を盤ばん石じやくにするためにそういう手段に及んだのやもしれぬ。いや、おぬしらのクラスメートしか知らぬはずの学校名を宛あて名なにしておる時点で十中八九そやつの仕し業わざじゃろう。レムリアさえ候補を外れてしまえば天堂まほろの一強。こやつが巫女になってしまうのはほぼ確実じゃ」


    「うぐ……」


    　クラスメートを巻き込んでしまった罪悪感からか、それとも自分が巫女になってしまう未来が確定しそうな不安からか、あるいはその両方か。天堂は俯うつむきながら小さく呻うめいた。


    「とにかく動かねば。まずは誰が攫さらわれたのかを確認せぬと」


    　プリシラと俺が頷き合って席を立ったちょうどそのとき、出場候補の控え室で休憩しているはずのレムリアさんが姿を見せた。


    「おおレムリア、おぬしは無事であったか」


    　脅迫文の内容からして、レムリアさん本人はまだ安全らしいということは想像がついていたが、それでも直じかにその姿を見ることができて一安心だ。


    　レムリアさんも天堂と同じく、第四の儀式に備えてか、既にワンピースの水着の上にローブを羽は織おった格好だった。しかしさすがに今はそれを気にしている場合じゃない。


    「レムリアさん、実は──」


    　脅迫文が届いたことを知らせようと俺が口を開きかけたが、レムリアさんのほうが俺の言葉を覆おおい隠すように、焦あせったような口調で言った。


    「あの、先ほどから委員長さんの姿が見えないのですが、どこへ行かれたかご存じありませんか」


    　脅迫文を発見したときよりも強い──刃物で刺されたような衝撃が俺の胸中に走る中、


    「まもなく第四の儀式、『ドキッ！　水着だらけの相撲大会の儀』を執とり行いまぁす！」


    　そんな底抜けに明るい声が、ステージ上から聞こえてきた。


    「繰り返します、まもなく第四の儀式、『ドキッ！　水着だらけの相撲大会の儀』を執り行います。取組は順番に行いますので、名前を呼ばれた候補から出てきてください。候補者の皆様は名前を呼ばれましたら、土俵際までお越しください。それでは第一試合──」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ただいまー。みんなトウモロコシ食べるよね？　お祭りといえばこれだよね」


    　袋いっぱいに入った焼きトウモロコシを抱かかえた仲村渠なかんだかりと一いつ色しきが帰ってきた。


    　が、俺たちの顔色と、プリシラが食べ物に反応しないことで、異変が起きていることを瞬時に察したらしい。


    「何かあった？　あ、天てん堂どうさんのパレオかわいい。つーかひさしぶり。んで何？」


    「どうも委員長が麺神教に攫さらわれたらしいんじゃ」


    「え、ちょそれヤバイじゃん！　じゃあケーサツ、いや偽プリシラのおともとして来てる兵隊さんたちに救出を──」


    　ある意味では最もつとも適切な対応を述べる仲村渠だったが、プリシラがそれを制した。


    「この街のどこに麺神教の眼があるかわからぬ。下手に動くより、とりあえずは相手の要求どおり相手の懐ふところに飛び込んでみるぞよ。時が経たっても妾わらわたちが帰らぬようであれば、そのときに妾の替え玉の川かわ中なか島じまを通じて兵を動かしてくれい」


    「あ、うん、わかった。そだね」


    「ほかのみんなを捜してる時間はないから、仲村渠はここに残って、帰ってきたメンバーに事情を説明してくれ」


    　俺の言葉に、仲村渠は頷うなずく。


    「とにかく、急いで行かないと──」


    　闇やみ雲くもに飛び出していこうとする俺の手首を、誰かが掴つかんだ。振り返ると、いつも穏やかな微笑を浮かべているレムリアさんが、真剣な眼まな差ざしをこちらへ向けていた。


    「私も行きます！」


    「でも、儀式のほうは──」


    　俺は思わず、今まさに第四の儀式が始まろうとしているステージ上へと眼をやった。


    　水の張られた人工池の上に浮かぶ浮島の東西から、島に架けられた橋を渡って、緒戦の取組を行う巫み女この候補が今まさに入場してくるところだった。


    　さすがに俺も幼なじみの窮地より水着相撲観戦を優先しはしないが、でもここはレムリアさんにとっては、自分の人生を、将来を賭かけた大事な場面なのだ。


    　相手がレムリアさんを連れてこいと言っている以上、彼女を連れていくのが人質の安全にも繋つながるはずだが──。


    「この街に支持基盤があるわけでもない私がここまで来られたのは、ただただ皆さんのおかげです。それが私のために危機に陥おちいっているとあらば、どうして見捨てられましょう」


    　俺をまっすぐに見ながら強い表情で言うレムリアさんに重ねるように、プリシラもまた強い言葉で言った。


    「うむ。ここはひとまず相手の言うことに従いレムリアを連れていったほうがよかろう。じゃが儀式のほうも心配いらぬ。妾わらわに考えがある。委員長は助ける、レムリアも儀式の場に立たせて巫女にしてやる。欲しいもの全部のせが妾の生き方よ！」


    　プリシラは力強くそう宣言した。


    　腐っても王女、根拠のほどはわからないが、プリシラが自信満々にそう言っただけで、不思議と大丈夫なのではないかという気になってくる。


    「とにかくまずは委員長の救出じゃ、ものども急げ！」


    　プリシラの号令とともに、俺たちは矢も盾たてもたまらず飛び出した。


    



    



    


  


  
    



    　　　八章　はぐれた友達を捜しに行こう


    



    　選抜大祭の会場は神殿の裏なので、走ればすぐに大通りに出ることができた。だが、脅迫状が指定した場所は、大祭の会場から遠く離れた裏路地だった。


    　俺たちが逗とう留りゆうしていた宿の裏手ということなので、途中で道に迷うことはなくまっすぐに向かうことができたが、問題はその距離だった。全力で走ったとしても往復で四十分はかかる。もちろん綾あやちゃんを発見して救出するまでの時間は入れていないので、普通に考えれば、レムリアさんは第四の儀式を棄権することになり、それどころか第五の儀式にも間に合わないのはほぼ確実のように思われた。


    　ただ会場を飛び出す直前、プリシラが何ごとかを仲村渠なかんだかりに伝えて対策を講じていたようなので、今はそれを信じるしかない。


    　普段は人で賑にぎわう大通りも、選抜大祭が開催されている今日は街じゅうの人間がそこに集まっているらしく、ただの一人も通行人に行き合わない。


    　まるでゴーストタウンと化したような街の中を必死に走っていると、背後に遠く選抜大祭の歓声が聞こえる。どうやら既に第四の儀式は始まっているらしい。一刻も早く綾ちゃんを救出し、レムリアさんを無事に大祭の場へと戻さねばならない。


    　綾ちゃんを救出しに向かったのは、その場にいた俺、プリシラ、一いつ色しき、そして天てん堂どうの四人だった。


    　宗むな像かたや鉄くろがね、藤ふじ崎さきや佐さ々さ木きらの男手やゴブリン手が欲しいところだったが、連中を捜している時間もなかったので、あとを仲村渠に任せてそのまま飛び出してきたのだった。


    「そうは言っても漆うるし原ばらもクラスメートだ、委員長の身に危害を加えるようなことはしないと思うが──」


    　水着姿にスニーカーで走りながら、天堂が言う。


    「誘拐しとる時点で十分危害を加えとるじゃろが」


    「──すまない」


    　天堂が眼を伏せると、プリシラもそれ以上追及はできなかったようで、黙って足を動かし続けた。


    「とにかく、無事でいてくれよ──！」


    　信心のない俺は、それでももとの世界とこの世界の神に祈りながら、心臓も飛び出さんばかりに必死に走り続けた。


    



    　ようやくにして自分たちの宿が見えてきたので、俺たちはその前を通り過ぎ、路地裏へと入っていく。確かにそこに、空き地があったはずだ。


    「ハァ──ハァ──ハァ──ッ」


    　息も絶え絶えに空き地に身を躍り込ませると、果たしてそこに、麺神教の仮面を着けた男が一人で立っていた。


    　俺からわずかに遅れて、一いつ色しきとプリシラ、そして天てん堂どうとレムリアさんも空き地へ滑り込んでくる。


    　相手も俺たちの姿を認めたらしく、その仮面が首の動きによってわずかに持ち上げられた。


    　そいつに向かって声を発しようと、荒い息を整えていたとき、俺より先にプリシラが叫んだ。


    「ラーメン仮面！　レムリアは連れてきたぞよ！　攫さらっていった人質を返してもらおうか！」


    　プリシラは相手を睨にらみつけながら、レムリアさんの肩を自分のほうに抱き寄せた。


    「よろしい。では巫み女この候補を一人でこちらへ歩かせてこい」


    　仮面の男の要求を、プリシラは強い声で撥はね除のけた。


    「先に人質の無事を確認させよ！」


    　当然の要求だった。もとよりレムリアさんの身柄をやすやすと渡すつもりはないが、何よりもまず綾あやちゃんの無事を確認しないといけない。


    「当然じゃろう、身柄の交換というのであれば同時が原則じゃろう！」


    　プリシラが叫ぶが、仮面の男は応ずるでもなく、ただ不気味な笑い声を仮面の奥から響かせるだけだった。


    「そもそもこれはどういうことだ漆うるし原ばら！　私に無断で何をやっている！」


    　本来仮面の男の仲間であるはずの天堂が声を叩たたきつけた。だが麺神教の教主である天堂に厳しく抗議を受けても、仮面の男──漆原はひるみもしない。


    「フン、俺の正体までペラペラと喋しやべったというわけか。天堂よ、そもそもはお前が不ふ甲が斐いないからこそ、この俺が動かざるをえなかったのだ。この選抜大祭での勝利を盤ばん石じやくなものとするためには、どんな手段でも使ってやろう」


    「なんだと……」


    　天堂は漆原を睨みつけるが、その視線も仮面の向こうには届かない。


    「それより天堂、お前こそこんなところで何をしている。三流マジシャンを神に手が届くところまでお膳立てしてやったのは我々だ。お前が神託の巫女になることによって、麺神教は、否いな、我々聖なる使徒の会はさらなる段階へと進む！　その計画を台無しにするつもりではなかろうな！」


    「聖なる使徒の……会？」


    　麺神教じゃないのか？　聖なる使徒の会──今まで聞いたことのない名前だが。


    「おお、すっごい説明台詞せりふ入ったぞよ。みなの者、安心せよ。なんか重要な情報っぽいことを敵対勢力の前でペラペラ喋る時点でこやつ小こ者もの確定じゃ」


    　プリシラが俺の耳元に口を寄せて囁ささやく。果たして、漆原はさらに情報をペラペラと喋りはじめた。


    「ククク……麺神教は資金集めと巫み女こ作りのために作られた組織にすぎない。我ら聖なる使徒の会の崇すう高こうにして真なる目的はこの世界を根底から変革すること！　麺神教も神託の巫女も、あくまでもその一手段にすぎぬのだ！　我々はいずれこの世界を──」


    「クククという笑い方、この溢あふれ出る小こ者もの臭しゆう……妾わらわの小者レーダーがビンビンに反応しておる。沢さわ木きよ、こやつ、あるいはおぬしや佐さ々さ木きをも超える小者やもしれぬ！　油断しても大丈夫っぽいぞよ！」


    「確かに小者っぽいし謎なぞの情報量も増えてるが、今はそれより綾あやちゃんの無事を！」


    「確かにそうじゃな。おい貴様、人質を交換する気があるのならばさっさと出せい！」


    　再びプリシラが怒ど鳴なる。


    「ククク、異教徒風ふ情ぜいが我々と交渉とはおこがましい。貴様らの大事なお仲間は既にあのお方のもとへと送り届けたところだ！　やつを乗せた馬車は今頃、この街を離れて街道をひた走っているだろうよ！」


    　漆うるし原ばらはとんでもないことを言いだした。それじゃあ、最初っから俺たちと交渉する気などなかったということだ。


    「卑ひ怯きよう者もの！　じゃあ棄権したら人質を返すってのも最初っから嘘うそだったのか！」


    「卑怯などと貴様らが言えた義理か！　ひとのラーメン屋にさまざまな卑劣な嫌がらせを仕掛けてきた連中に卑怯者呼ばわりされる覚えはないッ！」


    「あ、いや、まあそれはそうかもしれないけど……」


    　丸まる山やまに店の前で座り込みをさせたり、スープにＧを入れていちゃもんつけたりしたけども。綾ちゃんも最悪暴走ドラゴンを突っ込ませるとか物ぶつ騒そうなこと言ってたけども。


    「とにかく、貴様らが取り戻しにきた人質はすでにこの街にはいない。やつは、鉄くろがね道みち夫おは、我ら聖なる使徒の会の野望の礎いしずえとなるのだ！」


    　仮面の男が両手を広げて叫んだ瞬間、場の空気が凍りついた。


    「……え？」


    「鉄道夫こそ、この世界を新たな段階へと導く鍵を有する者。その鍵をもって、我々聖なる使徒の会は新たな世界への扉を──」


    　再び情報量を増やし続ける仮面の男をよそに、俺とプリシラは顔を見合わせた。


    　仮面の男を除いて、この場にいる全員が共有していた疑問の答えは、俺たちの背後からあっさりともたらされた。


    「浩こう介すけ？　プリシラ、みんなも。レムリアさんまで。こんなところで何してるの、選抜大祭は？」


    　十数年以上聞き慣れた声に振り返ると、俺たちのうしろから、陣じん内ない綾その人が、何の変哲もない普通の様子であらわれたのだった。


    「みんな、こんなところで集まって、何してるの？」


    　その様子にはなんら不自然なところはなく、幼なじみとしての感覚を信じるならば、正しよう真しん正しよう銘めい本物の陣じん内ない綾あやであるように思われた。


    「いや、なんか綾ちゃんが麺神教に攫さらわれた──んだと思ってみんなで助けに来たんだけど……」


    「私が？　私は第五の儀式のスピーチ原稿を宿に忘れちゃったことに気づいたから、第四の儀式をやってる間に取りに戻ろうと思って」


    「いかんではないか、麺神教がどのような手段を使ってくるかわからぬと言うたのは委員長じゃのに、一人で出歩いては」


    「ごめん、でもみんな水着相撲を楽しみにしてたみたいだから」


    「水着相撲より綾ちゃんのほうが大事だよ！」


    「あ……うん。ありがと」


    　勢いにまかせて言ってみた台詞せりふだったが、できればちょっと顔を赤らめるくらいの反応はしてもらいたかったなー、なんてことを俺は思った。でもその無事な顔を見られただけで充分だ──俺はそうも思った。


    　兎とにも角かくにも綾ちゃんが無事だとわかって、俺たちは胸を撫なで下ろした。レムリアさんもほっとしたように表情を緩ゆるませる。
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    　俺たちから一歩離れたところで、天てん堂どうも安あん堵どしたように深く息を吐ついた。


    　しかし、こうなると話が違ってくる。


    「くそっ、攫さらわれたのが鉄くろがねなんだったら神聖な儀式を見てから助けに向かうんだった！　水着相撲のほうが大事だ！」


    「そうじゃそうじゃ！　最初っから誰を攫ったのかちゃんと報告しとけ！」


    　俺とプリシラは神聖な神事を見逃した怒りを漆うるし原ばらにぶつけた。


    「クッ、貴様ら仲間が大事ではないのか！」


    「鉄だって俺たちの危機と新たな路線の開通式だったら後者を優先するに決まってんだろ！　それが俺たちの信頼関係だ！」


    　俺の叫びに、レムリアさん以外の、鉄道みち夫おという男を知るその場の全員が静かに頷うなずいた。


    「とにかく急いで帰ろう。今ならまだレムリアさんも取組に間に合うかもしれない」


    　仮面の男をスルーして、ダッシュで帰ろうとしたそのときだった。


    「貴様ら、無事にここから帰れるとでも思っているのか！　貴様らの旅はここで終わるのだ！」


    　仮面の男が何か合図をするように右手を掲げた。とそのとき、あちらこちらから──仮面の男の背後からも、俺たちの背後からも次々と麺神教Ｔシャツを着た信者たちが溢あふれ出てきて、俺たちを取り囲んでいく。


    「ぬう、さすがに一人で突っ立って妾わらわたちを待ち受けておるほどアホではなかったか」


    　プリシラは一歩退しりぞいて間合いを取りながら、あちらこちらから次々と湧わいて出る麺神教の信者たちを睨にらみつける。


    「ククク……飛んで火に入る夏の虫とはこのことだ。これは二重の罠わなよ。選抜大祭中はほぼすべての市民が会場に集まっているゆえ、街中で多少の荒事を行っても露見しにくい。人質を取り戻そうとやってきた貴様らもついでに一いち網もう打だ尽じんにするために、この一帯に信者たちを隠しておいたのだ！」


    　仮面の男の言うとおり、俺たちを取り囲むように四方八方から麺神教Ｔシャツを着用した信者たちがわらわらと湧いてくる。


    「浮動票をあてにしている貴様らと違い、天堂の支持基盤は麺神教よ。第四、第五の儀式を棄権したからといってもその票数が揺らぐことはない。貴様らが落ちていけば、自然と天堂が巫み女この座に就つくわ！」


    　確かに仮面の男の言うとおりだ。レムリアさんはこれまでの選挙活動で麺神教に拮きつ抗こうするほどの支持者を獲得してきたが、それもあくまで短期間に獲得した人気にすぎない。ここで手こずっていて、市民たちが大注目する第四、第五の儀式を棄権したとなれば、ほかの候補へと人気が移ってしまう可能性も大いにある。だがしかし、それも天堂の協力あってのこと。


    「選挙に勝ったとしたって、天堂がお前らに協力しなきゃ巫女の力は利用できないだろう！」


    　天堂は既にもとの世界へと帰る決意を固めており、また俺たちの仲間を攫うという強硬手段に及んだ漆うるし原ばらに対しても反感を抱いだいている。このまま俺たちが倒されたとしても、麺神教の言うなりになるとは思えない。だが、漆原はそんなことは想定済みだとでも言うように小こ者もの笑いをやめない。


    「ククク、貴様らが替え玉の力を持っていることは調べがついている」


    「替え玉無料券は妾わらわがもらったんじゃ！　返せと言われても今さら返さん！」


    　プリシラはポケットを手で押さえて後あと退ずさる。


    「麺の替え玉ではない！　気づかれてないとでも思っているのか、貴き賓ひん席せきにいる王女とそこのジャージ娘は同じ顔をしている！　この国の王女が双子でないという調べはついているから、おおかた魔法のアイテムか何かで成り代わっているのだろう。貴様らを倒し、そのアイテムを奪ったあとで信者の中から天てん堂どうの偽物を作り上げ、巫女の座に就かせれば同じことよ！」


    　意外と目め敏ざといやつだ、プリシラの替え玉を作り上げたうつしみの杖のことに感づいているらしい。


    「天堂まほろ、貴様はもう用済みよ。いや、今のお前は姿形だけが同じ教主の偽物！　信者たちが教主を騙かたる者を許すわけがない！」


    　漆原は天堂を指差して笑い声をあげた。


    「これより麺神教は俺が教主となって率いるのだ！　そしていずれはこの世界までも！」


    　仮面の男はテンションマックスで大それた野望を語った。


    　だがこの危機においても、プリシラはあくまで平然としていた。


    「安心せよ。委員長が無事であれば問題ない。飛んで火に入る夏の虫という言葉を吐いた奴が勝ったためしはないのじゃ。夏の虫が勝利したパターンしか聞いたことがないぞよ。こやつらを蹴け散ちらして、マッハで会場まで戻るぞよ！」


    「でもどうするんだ。漆原は確かに小者だが、相手はあいつ一人じゃない。私たちを取り囲むこれだけ大勢の信者たちをどうやって蹴散らすというんだ。手品の道具があれば奇跡を起こして連中を信用させることもできるが、今の私の装備はこのとおりだ」


    　天堂は水着姿をアピールするように両手を軽く広げて言う。おそらく、漆原はそれも見越して天堂を偽物呼ばわりしたのだろう。信者たちにとってみれば、奇跡の業わざを行えない者が麺神教の教主であるはずがない、姿形が似ているだけの偽物というわけだ。


    　そして天堂と対立した以上、邪魔な教主を信者を使って排除するには、天堂が奇跡を行えないこのタイミングこそが絶好の機会。


    　つまりピンチもピンチ、大ピンチというわけだ。でも──。


    「天堂、安心しろ。俺たちにはまだ切り札がある」


    　確かに今ここには和泉いずみや宗むな像かたなど、バトルに適した人員はいない。だが、俺たちにはまだ切り札が残されていた。


    　俺たちのジョーカー、人間世界のルールの外側から付与された埒らち外がいの力が。


    「沢さわ木きよ、そろそろ準備はできたのかや」


    「ああ、グダグダ会話している間に準備は万端整った！　みなさまこちらをご覧ください！」


    　そう、既にバトルになったことを見越して、プリシラとは打ち合わせが済んでいた。そこでは既に一いつ色しきが全裸になっていた。一応両手で前は隠している。


    「状況がわかってるのか！　違法性のある変な趣味をやってる場合じゃないぞ！」


    　事情を知らない天てん堂どうは両手で眼を隠しつつ顔を赤らめながら叫ぶ。おっと、このリアクションタイプは新しくてかわいい。


    「とにかく、プリシラ、やれ！」


    「わかっておるが、おぬしらプリンセスの前でほいほい全裸になりすぎなんじゃよな。ったく。──んでは、種も仕掛けもない。千年を生きた竜の御み業わざをご覧に入れようぞ！」


    　プリシラは一同に向かって見栄を切ると、右足を高く振り上げ、踵かかとを一色の足の小指へと叩たたきつけた。


    「いだっ！」


    　一色が痛みに声をあげた次の瞬間、種も仕掛けもない、千年竜の奇跡がそこに顕現したのであった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「……うそーん」


    　突如眼の前に出現したドラゴンさんを見上げて、漆うるし原ばらは仮面の奥から気の抜けた声を漏もらした。


    「これは、いったい……」


    　これまでさまざまな奇跡を顕現して見せてきた天堂でさえもが、本物の奇跡を目まの当たりにし、驚きよう愕がくの表情でドラゴンを見上げている。いや、偽物の奇跡を演出してきたからこそ、本物の奇跡の真価がわかるのだろう。


    　一色は特定の刺激、たとえば辛いものを食べるだとか足の小指の先への痛打などを受けたときドラゴン化するという、微妙に使い勝手の悪い恐るべき体質を諸事情によって身につけている。全裸になったのは、そのままだと一着しかない制服がビリビリになってしまうからだ。修学旅行に制服は大事だからね、いったん全裸になるのもしかたないよね。


    「くそっ、まだ数ではこちらが上だ！　かかれかかれ！」


    　時代劇の悪代官みたいな台詞せりふを吐くことによって、漆原の小こ者もの感がさらにアップしていく。


    「何をしている、あのドラゴンをなんとかしろ！」


    　漆原は後あと退ずさりしつつ信者たちに号令をかけるが、信仰に身を捧ささげた信者たちでさえ、さすがにドラゴンの前には容易にその一歩を踏み出せない。


    　つーかたんにラーメンフリークなだけでなんでドラゴンと闘わなきゃならねーんだよ話ちげーよ、という思いが顔中に溢あふれている。


    「あれを討ち取った者には永久味玉無料券をやるぞ！　永久だぞ！　キクラゲ無限のせ放題券もやろう！」


    「ラーメン本体を食べ放題にしてやるぐらいの度量はないのかや」


    　プリシラが小こ者ものを蔑さげすむように呟つぶやいた。


    　兎とにも角かくにも、仮面の男が微妙にせこい報酬をちらつかせることで、信者たちもようやく、おずおずとドラゴンへと近づいてゆく。そんな腰の引けた信者たちに、ドラゴンが襲おそいかかってその暴威を振るう。


    「夢はけして君を裏切らない！　裏切られたとしたら、それは君が先に夢のほうを裏切ったからだ！」


    　ドラゴンはいしきのたかいことばをはきだした。ついでに尻尾しつぽを振り回した。麺神教の信者Ａに大ダメージ。


    「がぁっ！」


    「ゼロベースでステートメントにコミットしてイノベーティブなソリューションをクライアントにサジェスト！」


    「え？　えっ？」


    　ドラゴンは謎なぞの呪じゆ文もんを唱えた。麺神教の信者たちは混乱している。その隙すきをついたのかどうかは知らないが、ドラゴンが大きく口を開けた。


    「朝活がキミの人生を何倍にも豊かにするんだ！」


    「ぐわあああぁああ！」


    　ドラゴンは社会人に有効な時間の使い方と紅ぐ蓮れんの炎を吐き出した。麺神教の信者ＢＣＤに大ダメージ。


    　信者たちがドラゴンによって次々と倒されていく。


    「いちいち意識の高そうなことを言いながら蹂じゆう躙りんするな。黙ってサクサクやってさしあげろ」


    「でも人々のライフスタイルにイノベーションを与えるのもドラゴンの仕事かと思って。ＲＰＧの喋しやべるドラゴンって示し唆さに富んだこと言うじゃん」


    「どこのＲＰＧに朝活の提案をするドラゴンがいるんだよ。ドラゴンはもっとこう、謎めいたことを言うもんだろ」


    「ええと、じゃあ……」


    　一いつ色しきは首をぐるりと回し、麺神教の信者の鼻先まで顔を近づけた。


    「朝は四本足、昼は二本足、夜は三本足で歩く生き物ってなーんだ？」


    　謎めいたことっていうか、スフィンクス伝説から丸パクリのなぞなぞである。


    「に、人間!?」


    「正解！」


    「やった──がふっ！」


    　信者Ｄは正解の喜びとともに、前足で横よこ薙なぎに吹っ飛ばされた。


    　正解してもダメなのかよ。最悪なドラゴンだな。


    「こういう感じ？　パンはパンでも食べられない……」


    　なぞなぞを言いかけたドラゴンを俺は遮さえぎった。


    「ちげーよ。もっとなんかこう、わかったようなわからんようなことを言ってみてくれ」


    「ええ……」


    　一いつ色しきは再び首をぐるりと回し、信者Ｆへと向き直ると、低めの声で言い放った。


    「……この世界はいまだ孵かえらざる卵。人の子よ、安楽な闇やみに包まれた殻の裡うちで安らかなる夢を貪むさぼるのもまた幸福には違いあるまい。それでもなお貴様は殻を破り、脆ぜい弱じやくなその身を風に晒さらし、その眼に蒼そう穹きゆうを望むというのか！」


    「え、……わ、わかりません」


    「ですよね～」


    　ドラゴンは信者Ｆを甘あま噛がみして優しく放り投げた。


    「今のはちょっとよかった。中ボスのドラゴン感あった」


    「やったぜ」


    　まあとにかく、腐ってもというか、意識が高くてもそこはドラゴン。麺神教の信者など文字どおり歯し牙がにもかけない。むしろ怪け我がをさせないように気をつかっているくらいだ。


    　ドラゴンがサクサクと信者を薙なぎ倒していく。ドラゴンから逃げだそうとした信者はその太ふと腿ももへとプリシラがプリンセスローキックを叩たたき込んで仕留めていく。


    　そうこうしているうち、あっという間に、俺たちを取り囲む信者はあらかた片づいてしまった。幾重にも重なる壁のようにして俺たちを取り囲んでいた信者たちも、既に仮面の男と、その傍かたわらの数名だけになってしまった。


    「これはさすがにちょっとバランスブレイカーだな。ドラゴンの性能ハンパねー」


    　ドラゴンＶＳラーメンフリーク、さすがに無茶なマッチメイクだったが、やはりおおかたの予想どおりドラゴンの圧勝に終わってしまった。ここまで一方的な展開になると、ちょっと申し訳なさすら感じてしまう。


    「じゃあそろそろ仕上げじゃ。あやつをミディアムレアでいってみよー」


    　プリシラがドラゴンに号令をかけると、ドラゴンが軽めの炎を仮面の男に吐き出した。


    「ちょ、ちょ──」


    　仮面の男が焼きラーメンになると誰もが思ったその瞬間だった。


    　その傍らに立っていた男が腕を伸ばし、一色ドラゴンが吐きかけた炎を、まるで手で水みず飴あめを絡め取るようにその腕に纏まとわりつかせ、捌さばき、散らしてしまった。麺神教のＴシャツを着ている──しかし、一般信者とは、その立ち姿から発される風格が違っていた。


    「よもやこんなところでドラゴンと出会おうとはな。ドラゴンが生まれながらに天から授けられた炎の力と、人が研けん鑽さんによって練り上げた炎術と、どちらが勝るか比べてみようか」


    　男はニヒルにそう言い放つ。これまでとトーンの違う強げな新キャラの登場に、ドラゴンさんでさえ気け圧おされて後あと退ずさる。


    　だが、対照的にプリシラは前に一歩出て、男を指さして叫んだ。


    「きさま、アーヴァインではないか！」


    　プリシラがその名を呼ぶと、アーヴァインと呼ばれた男は、


    「──プリシラ様……！」


    　と、プリシラの名を呼び返した。


    「なんだよ、お前の知り合いか」


    「あやつはアーヴァインといって、もとは我が王家に仕える魔術師であった男じゃ」


    「また『う』に濁点がつく人か」


    　城で俺たちのスマホを充電してくれた人は、雷の魔術師ヴェルギリウス氏だった。名前にヴの文字を持つ人とはなかなか日本で出会えないから感慨深いものがある。


    「若年ながら炎術においては右に出るものがなく、宮廷魔術師たちの中でも若手のホープとして将来を嘱望されておったんじゃがのう」


    「ていうと、当然今は違うってことだよな」


    「うむ。きゃつは十代のころ、炎の禁きん呪じゆが記された魔道書を王家の宝物庫より盗み出し出しゆつ奔ぽん、以来お尋たずね者となっていたのじゃが、まさかこんなに近くに潜伏していたとは」


    「秘宝館から本を盗んだのか」


    　プリシラの城の宝物庫は『秘宝館』の名で呼ばれているのだ。よく地方都市にある、未成年が入ってはいけないあの館とは関係ないのだ。


    「うむ、アーヴァインは未成年のときに秘宝館からいけない本を盗んで逃げたのじゃ」


    　そう聞くとエロ本の万引き感が出てきて、大して恐ろしくもない。


    「でも、これでひとつ謎なぞが解けたわ。ずっとわからないことがあったの」


    　綾あやちゃんがシリアスな表情で、アーヴァイン氏を見ている。


    「謎とな」


    「ええ、あの豚骨スープのコクを出すためには相当な強火で長時間豚骨を煮込まなければならない。でも、この世界の調理設備でどうやって業務用コンロに匹敵する高火力を長時間維持していたのか疑問だったの。だけど、きっとその禁呪の恐ろしいまでの高火力で豚骨を煮ていたんだわ」


    「別に解けたところでどうでもいい謎だ……」


    　ともあれ、今は豚骨を煮る専門の職人になっているとはいえ、かつては宮廷魔術師の中でも最もつとも炎の魔術に長たけたといわれる男。


    　豚骨からうまみエキスを抽出し、クリーミーでまろやかかつコクのあるスープを煮出すその高火力がひとたび人間に向けられたらどうなることか。


    　これはドラゴンでさえ油断のできない相手だ。


    「さあやれ、アーヴァインよ！　そいつらまとめて炙あぶり焼きチャーシューにしてやれ！」


    　炙り焼きチャーシューという言葉に、プリシラがごくりと唾つばを飲み込んだ。


    　仮面の男が号令し、アーヴァインが何やら魔法的なものを使おうと右手を掲げたときだった。


    　プリシラは眼の前に出現した恐るべき魔術師に気き易やすく声をかけた。


    「のうのう、アーヴァインよ。安定した宮仕えを蹴けってまで手に入れた禁きん呪じゆで豚骨を煮る仕事に就ついた今の気持ちは？」


    「ぐぅッ……」


    　もと公務員であり現在は麺神教の豚骨職人、アーヴァイン氏は、エロ本の万引きを見つかった中学生のようにアンニュイな表情を浮かべた。


    「再就職したくない？　公務員になりたくない？」


    　プリシラが王家に伝わる伝説の呪じゆ文もんを唱えた。その瞬間、何やら印のようなものを結ぼうとしていたアーヴァインの手がぴたりと止まる。


    「どういう……ことだ……」


    　戸惑いの色を浮かべる魔術師に、王女は優しく語りかける。


    「今は道を外れ邪道に堕おちたとはいえ、おぬしもかつては宮廷魔導院において炎術の研究に血道を上げていた真しん摯しな魔術師であった。幼い頃の妾わらわが、多感な十代であったおぬしのファッションについて『その髪型マジでやってんの？　それとも高度なギャグ？　そのやたらトゲとか羽根とかついてる服って自分で作ってんの？』と何気なく言ったことがおぬしの出しゆつ奔ぽんのきっかけになってしまったことは、妾も反省しておる」


    　お前のせいかよ。


    「じゃが今では、些さ細さいな行き違いからおぬしを出奔させてしまったのは国家的な損失であると思っておる。禁呪を盗み出したことは不問に付すゆえ、魔術の正道へ戻り、再び炎の真実を見極めてはみぬか」


    「フ……今さら何を言う！」


    「公務員は毎月安定した給金が出るぞよ」


    「ぐ……」


    　アーヴァインの心が大きく揺らいだ！


    「引退後も魔術師年金が給付される」


    「うあ……」


    　あと一押し！


    「今一度宮廷に戻り、国家公認豚骨師として妾わらわのために豚骨を煮よ。クニの両親にも豚骨スープを飲ませてやるがよいぞ」


    　結局豚骨を煮させる仕事かよ。


    「宮廷お抱かかえの豚骨職人として、今一度、豚骨の真実を追究するのじゃ！」


    「もったいなきお言葉……」


    　眼の前にぶら下がった再就職の斡あつ旋せんに、青年魔術師は跪ひざまずいてそれに応えた。


    　さすが王女、キクラゲ無限のせ放題券とは格が違う。追究するものがさりげなく豚骨にすり替わってるが。


    「アーヴァイン、きさま、裏切るというのか！」


    「うるさいッ！　残業代も払わず毎日毎日豚骨ばっかり煮させたうえに、まかないを食うのにまで金を取りやがって！　公務員として再就職できたからには、魔術師の誇りにかけて貴様の言うことなど二度と聞かぬわ！」


    　魔術師という最大の脅威が去った瞬間、プリシラは相手に向かって既にダッシュしていた。


    「成敗！」


    　プリシラの高貴なる右ロイヤルストレートが、邪教徒の顎あごを見事に撃ち抜いていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　プリシラにＫＯされ倒れた男から麺神教の仮面を引き剥はがすと、中から出てきたのは天てん堂どうの証言どおり、クラスメートの漆うるし原ばらだった。


    「仮面を被かぶっておいて中身が証言どおりなんて、この意外性のなさこそまさに漆原だ。なのになんでまた異世界でこんな大それたことを……。でもこんな大それたことするような奴だったかな」


    　正体ははっきりしたものの、こいつがなぜあんな身の丈に合わない野望を異世界で抱いだいていたのかがよくわからないままだ。まあ佐さ々さ木きもそんな感じではあったが。


    「まあこやつの始末はあとでじっくりやるとして。こやつに随ずい分ぶんと時間を取られたものの、遠くから微かすかに聞こえる歓声からすると、選抜大祭はまだ続いておる。委員長も無事であったことじゃし、さっさと現場に戻らねば」


    「──でも、もう水着相撲の儀は終わってしまっているでしょう」


    　諦あきらめたようにレムリアさんが言うが、プリシラは力強くその肩を叩たたいた。


    「おそらくまだ心配はいらぬ。手は打っておいた。じゃが急がねばならぬのは確かじゃ」


    「わかりました、急いで戻ります」


    　レムリアさんが走り出そうとしたそのとき、その眼前に手が差し伸べられた。


    「チッ……聞きたくなかったけど話は仲村渠なかんだかりから聞いたわ。乗りかかった船よ。急ぐなら乗せてやるから、乗るならさっさとしなさい。これも貸しだからね」


    　白馬の騎士様が、馬上から手を差し伸べる。レムリアさんは、差し伸べられたその手を取った。宝たから田だによって引っ張り上げられ、レムリアさんは馬の背に腰を下ろした。


    「相変わらず美お味いしいところを持ってくのう」


    　馬上の宝田を見上げながら、プリシラがむしろ感心したように言う。


    「フン」


    　宝田が馬を走り出させようとしたとき、


    「騎士様、少しだけ待ってください」


    　レムリアさんが宝田を制し、馬上から振り返った。


    「あなたはどうされるのですか」


    　天てん堂どうを見下ろし、言った。


    「いや、こいつはもう──」


    　もう巫み女この候補を降りたがってたんだ。そう言いかけた俺を遮さえぎるように、事情を知っているはずのプリシラが割って入った。


    「そうじゃな。おぬしはどうすんじゃ。まだ儀式はすべて終わっておらぬぞよ。妾わらわが王女として困るのは国家転てん覆ぷくを企たくらむ邪教であって、それと決別したのであれば、べつに妾的にはおぬしがこの世界に残って巫女になるのもかまわぬ。税を納めるなら市民権もやろう。あとはどちらが勝っても、それこそ神の導きじゃろう。己おのれ自身で選ぶがよい」


    　レムリアさんとプリシラの言葉を受け、天堂は戸惑ったように馬上の少女を見上げた。


    　わずかな沈黙を挟み、天堂は困ったような表情で、空を見上げながらぽつりと言った。


    「あいつは言ったんだ」


    　──君の才能を、この世界を変えるために使ってみないか。


    「そしてこの世界で神様になってみないか、そう私に言った。それが悪くはないと思ったのも、本心だ」


    　視線を空から下ろし、俺へと向け、天堂は言う。


    「ところがそんな決意を固めた私の前に、沢さわ木き君たちが現れた。そして、いっしょに修学旅行を続けようと言った。この世界で修学旅行をして、もとの世界に帰ろうと。巫女、神様って特別な存在になるか、修学旅行を続けてもとの世界へと戻るか──なんて二択だろうなって思ったよ」


    「特別な存在じゃなくたっていいだろ」


    　言葉を挟んだ俺を、天堂は不思議そうに見返してくる。俺はその視線を受け止める。


    「俺は何ひとつ変えられない自信がある。俺はな、俺が百人来たって、この世界がいっこうに変わらない自信がある！」


    「まあ確かにのう。人口が百人増えるくらいかのう」


    　プリシラがあっさり肯定したのは腹立つが、とにかく俺は言葉を続けた。


    「俺は筋肉もないし、武術もできない。プリンだってラーメンだって作れない。ゲームでも鉄道でも、極めるような趣味なんて持ってないし、勉強もそんなにできない。モデルだとか役者だとかこの年で仕事するなんて考えられないし、人をまとめる力もなけりゃ、別にモテもしない。マジックだってできない。きっと勇者にもなれない」


    　そう、たぶん、俺は勇者になんてなれない。でも、それでいい。


    「そんな俺でも──修学旅行は楽しいんだよ。でも神様になんてなっちゃったら、楽しい楽しい修学旅行には行けないぞ」


    　選抜大祭の前日の夜、レムリアさんが俺に語った巫み女こという存在──この世界に誰一人対等なものを、近しいものを置くこともできず、この街から出ることさえ叶かなわない孤高の存在のことを思いながら、俺はクラスメートに、もう一度誘いの言葉をかける。


    「天てん堂どうまほろ、俺たちといっしょに、この世界で修学旅行をして回ろう。そして、いっしょに日本に帰ろう」


    　俺の言葉に、天堂は眼を逸そらし、両の手を強く握り締めた。


    「……私は小学生のとき、修学旅行に行きたかったんだ。学校の友達といっしょに、旅行をしたかった。でも、テレビの仕事が忙しくて行けなかった。だから自分に言い聞かせた。自分は特別な人間で、特別な女の子で、だから修学旅行に行けなくてもしかたがないんだって。そして、もといた世界で自分が特別な人間じゃないって気づいた今、この世界で神様になろうとした。私はもう一度、特別な人間になりたかった」


    　天堂は長く息を吐き、俺から視線を切って空を見上げた。


    「でも、もういい」


    　天堂は馬上のレムリアさんと視線を合わせた。


    「ハーゲンダッツもガキの使いも、クラスメートたちとの修学旅行も、私は何ひとつ諦あきらめられない。だからレムリアさん。決めたよ。私は普通の女の子になる。いや──どこにでもいる、普通の女の子だってことを認める」


    　天堂は寂しげに笑った。何かを諦めたような、それでいて何かを手に入れたような、そんな微笑だった。


    「これで、私はようやく修学旅行に行ける」


    　レムリアさんは表情を変えず、ただ天堂を見つめている。天堂もまた表情を変えずに、言葉を続けた。


    「あなたは普通の女の子をやめて、神様になってくるといい」


    　レムリアさんは何も言わず、ただ頷うなずいた。


    　宝たから田だが馬の腹を軽く蹴けった。


    　白馬が地を蹴り、風のように走りだす。


    　レムリアさんは神様への道を進んでいく。


    　振り返らず、まっすぐに。
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    　　　九章　旅行先でけんかはやめよう


    



    「ハァ……ハァ……ハァ……ハァ……ハァ……」


    　荒い息を吐きながら、水着姿のままずぶ濡ぬれで横になっているのは、我らが和泉いずみ師匠だった。


    「……大丈夫すか」


    「ハァ……ハァ……江え頭がしらさん……？」


    「江頭はもういいんだよ、マジで大丈夫？」


    　どうも意識が朦もう朧ろうとしているらしい。


    「和泉、何か欲しいものとかある？　飲み物か何かもらってこようか」


    「ハァ……ハァ……プレステ６……」


    「だからプレステ６はまだ出てねーよ」


    　レムリアさんが攫さらわれた綾あやちゃん──実は鉄くろがね──を救出する俺たちと同行して会場を出ていってしまったため、彼女が戻ってくるまでの時間稼ぎを土俵上でしていたのが、誰あろう和泉だった。


    　水着相撲の儀は時間無制限一本勝負であり、勝敗がつくまでは次の取組は始まらないので、そのルールを利用した時間稼ぎをプリシラが咄とつ嗟さに命じたのであった。


    　よりにもよって練達の女戦士あがりの巫み女こ候補と緒戦の取組カードが組まれていた和泉は、俺たちが（というか基本的にはドラゴンさんが）麺神教団と闘っている間に、勝っても負けてもいけない時間稼ぎのための勝負を延々と繰り広げていたのだった。


    「とりあえず和泉に可能な限り時間を稼いでもらって、最悪の場合は貴き賓ひん席せきの偽妾わらわに物言いをつけてもらうつもりだったんじゃがの。結局レムリアが戻るまで時間を稼ぎきりおった。結果的には和泉が今回のＭＶＰじゃのう」


    　たんに時間稼ぎとしてレムリアさんの役に立っただけでなく、数十分に及ぶ熱戦は客席を大いに湧わかせ、歴史的な名勝負として今後確実に語り継がれるほどの試合だったという。


    　俺たちはその試合を見届けることはできなかったものの、レムリアさんは無事に第四の儀式に間に合い、今ステージ上ではまさに最後の儀式、各候補のスピーチが行われていた。


    「さて、あっちはあっちでいいとして、こっちの始末をせねばのう」


    　ぐるぐる巻きに縛り上げられた麺神教の導師こと、俺たちのクラスメート、漆うるし原ばらの頭を指先で小こ突づきながら、プリシラは言う。


    「結局、麺神教を組織しておったのはおぬしということでいいんじゃな」


    　プリシラの問いに、漆原は縛り上げられたまま不敵な笑みを返す。


    「ククク……マジックしか能のない天てん堂どうだけでどうやってラーメン屋を経営していたと思う！　天堂など傀かい儡らいにすぎん。年間三百店のラーメン屋を食べ歩き、ラーメンブログランキング年間三位『麺ＢＯＹのたべある記』管理人であるこの俺の後ろ盾だてあってのことよ！」


    「今さらそんな情報どうでもいいが、要するに主犯はお主ぬしということでいいんじゃな。では今からＹＯＵをボコボコにするけどよろしくね」


    「えっ」


    　にっこり笑顔で宣言するプリシラに、漆うるし原ばらは体をこわばらせる。


    「本来ならそのご自慢のブログを炎上させてやるところじゃが、この世界ではそれができぬのでボコボコにする」


    　だがプリシラがそこまで言ったところで、漆原は顔を上げて不敵な笑みを浮かべた。


    「ククク、まあ待て、この世界の王女よ。貴様がうちの救世汁、豚骨ラーメンにドはまりしていたことは調べがついている」


    「んむ。あれはんまい。スタンプカードはコンプしてＴシャツもゲットしたぞよ」


    「いつの間に二十個のスタンプ集めたんだよ」


    　そういえば天てん堂どうがしょっちゅう一人で通ってきていたというようなことを言っていたな。


    「じゃが、妾わらわが豚骨ラーメンにはまっていたとして、それがどうした」


    「そこでどうだ、我が豚骨ラーメンのレシピと店の経営権を引き渡すかわりに、俺を無傷で解放するのだ！」


    　プリシラは左右に開いた右みぎ掌てのひらと左掌を天に向け、クイ、と五センチ上に動かした。


    「何を都合のいいこと言うとるんじゃこいつ。ラーメンのレシピと経営権は妾がもらう。お前はボコる。両方やっちゃうのが王女の凄すごいところなんじゃよな」


    「ええっ」


    「つーかなんでそんな取引が成立すると思っとるんじゃ。頭の中に味つけ玉子でも詰まっておるのか？」


    「ちょ、ちょっと待て！　俺だけじゃないだろ、天堂も共犯だろ！」


    「でもさっき傀かい儡らいって言ってたし」


    「ああ……私はビジネスパートナーだと思っていたが、残念ながらただの操り人形だったようだ。罪を償つぐないたいところだが、操り人形に罪を問うわけにはいかない」


    　天堂も自分自身を指さして言う。


    「あと妾って基本的に女子には甘いんじゃよな」


    「ヘッヘッヘ、王女様。こいつをどんな目にあわせてやりましょうかねぇ！」


    　プリシラの陰で揉もみ手をしながら佐さ々さ木きが嬉しそうに言う。自分は暴力に弱いくせに、他人がひどい目にあうぶんには実に楽しそうだ。


    「佐々木よ、おぬしも似たようなもんじゃったろ」


    「ヘッヘッ、料理といい小こ者ものさといい、わたくしとキャラがかぶりそうなこやつめは早めに始末しておくが吉ですぜ！」


    「うっ……あ、あれ？　なんだ、ここはどこだ。……まさか、俺は何者かに操られていたのかもしれない……。闇やみの勢力め、いつ俺の心の隙すき間まに……」


    　漆うるし原ばらはあたりをキョロキョロと見回しながら、自分の胸を右手で押さえた。


    「この期ごに及んで猿芝居をうつその往生際の悪さは認めてやらんでもないが、なんでもかんでも闇のせいにするのは感心せんのう」


    「それはラーメン屋で怒られたときに、お前もやってたろ」


    　俺も闇のせいにしてたのであんまり人のことは言えないけども。闇は言い訳に便利。


    「では罰ゲームのお時間です」


    　プリシラは体を曲げると、漆原の顔の前で嬉しそうににっこり笑った。


    「やわらかめ、かため、針金、粉落とし。どれでも好きなものを選ぶがよいぞよ。ただし普通はない」


    「えっと、それはラーメンを食べさせていただけるので？」


    「麺の固さじゃと思う？　それとも罰ゲームの種類じゃと思う？」


    「め、麺の固さ……」


    「正解は罰。選びきれぬというのであれば四種類ぜんぶいってみよー」


    「ちょ、ちょ待って！　じゃあ、じゃあ、やわらかめで……！」


    「ほう、全身の関節を柔らかくしたいとな」


    「拷問反対！」


    「何を言うておるんじゃ、これは罰ゲームじゃって。人心を惑わし国家を擾じよう乱らんせんと企たくらんだことへの罰ゲームじゃよ。えっと、バイオレンス……もといゆかいな罰ゲーム担当といえば和泉いずみじゃろうが、体力的にいけるかの？」


    「──ああ。無抵抗な相手の関節を折り曲げる程度の力ならば」


    　ようやく回復したらしい和泉が体を起こす。プリシラが合図をすると、和泉が漆原の手を取ってギリギリと捻ひねり上げた。手首と肘ひじと肩の関節ががっちり極きまる。


    「ちょ、あががががが！　いだいいだいだい！」


    「特殊な訓練を受けたスタッフが専門家の指示のもと安全に配慮して行っております。っていうテロップがこのへんに出ておるから安心せよ」


    「このへんってなんすか！」


    「お子様はぜったいに真ま似ねをしてはいけないんじゃよ」


    「外れる！　もげる！　ぐああああ！」


    「へぇー、人間の関節ってそんなファンタスティックな角度まで曲がるんだあ。ふっしぎー。やはり罰ゲームはナイスなリアクションを引き出す優秀な執しつ行こう人にんあってこそじゃのう。よし、和泉は水着相撲でも頑張ったし、次クールでもレギュラー決定。プリシラＰのお墨付きじゃよ」


    「そ、そうか！」


    　和泉いずみはぱっと表情を明るくし、イキイキした表情で関節技を極きめる。


    「悪質なイジメを罰ゲームと呼んでゲーム感覚に処理する風潮に断固抗議したい！」


    　ようやく関節技を外された漆うるし原ばらが抗議の声をあげる。


    「国家擾じよう乱らん系の罪に対する罰ってだいたいデス系なんじゃがな。ゲーム感覚に処理するのは温情措置なんじゃが、本格派の罰を望むのであれば」


    「あっゲーム感覚の罰でお願いします」


    「じゃあ次の替え玉を選ぶがよい」


    「か、かため！」


    「かためはサソリ、４の字、卍、上四方の中から選べるぞよ。あ、あとロメロスペシャルっていうやつも」


    「一番痛くなさそうなのは……か、上四方がためで……」


    「よかろう。オーダー、上四方はいりま～す」


    　プリシラは口元に手を添えてあさっての方向に叫んだ。


    「なお、かためは水着女子がやると罰じゃなくサービスになって風営法に抵触するおそれがあるので、ビッキビキの雄マッチョがやる」


    「えっ」


    　やはり少しは期待していたらしいが、世の中そんなに甘くない。甘やかな幻想を粉々に打ち砕くべく、和泉とバトンタッチをしたマッスル・ザ・宗むな像かたが上着を脱ぎ捨てて漆原に体全体で覆おおい被かぶさった。


    「ぐわあああ！　筋肉が、大胸筋がああぁああ！　なんだこれ、ビクビクいってる！　ビクビクいってる！　怖い怖い挟まれる食べられちゃう！」


    　肉のカタマリの下敷きになってもがく様さまは、まるで食虫植物に捕食された昆虫のようだった。


    「宗像今回地味だったからな、すげー張り切ってる。筋肉のバンプアップ具合がひと味違うぞ。パンッパンだ」


    「うーむ。意外とまだまだ筋肉ネタには可能性があるやもしれぬのう。やはりマッチョは絵面がおもしろいので、これもあとワンクールくらい起用してみようかの」


    　宗像はプロデューサーから与えられたチャンスをがっちりと掴つかんだようだ。


    　そんな宗像にがっちり掴まれた漆原はまだ必死にもがいていたが、徐々にその手足から力が失われていくようだった。


    「痛いよきもいよ暑いよ暗いよ狭いよ怖いよ湿ってるよう……うぐ、うぐぐぐぐ……」


    　漆原はしばらく大胸筋の下でもがいていたが、やがてぐったりと動かなくなった。


    「この罰ゲームは特殊な訓練を受けたマッチョが王女の指示のもと安全に配慮して行っております。ちびっこはぜったいに真ま似ねしちゃだめだゾ」


    　あさっての方向を向いてプリシラは笑顔で言う。


    「わかったからそろそろストップかけてやれよ」


    「プリシラ、あんまりいじめないの」


    「ふむ、まあ委員長が言うならこのへんにしといてやろうかのう」


    　プリシラが合図をすると、肉の塊かたまりが漆うるし原ばらから離れていく。


    　そのあとには、ぐったりとした漆原が横たわっている。


    「ではお待たせしました、判決のお時間です」


    「え……これまでの罰……は？」


    　漆原は虚うつろに眼を泳がせる。


    「あれは罰ゲーム。これからが判決＆罰。シャレじゃなくてリアルなやつ。内輪ノリじゃなくてソーシャルなやつ」


    　絶望的な表情を浮かべる漆原に、プリシラが判決を言い渡す。


    「漆原とやらよ。貴様には邪教を伝導し人心を惑わせた大罪あれど、ラーメンなる珍無類の美食をもたらした功もまたあり。あと筋肉に押し潰つぶされたときのリアクションがちょっとおもしろかったという功もあり」


    「そ、それで罪は軽くなるんでしょうか」


    「んむ。リアクションは身を助くというやつじゃの。本来は市中引き回しの上に斬罪なのじゃが、ちょっと軽めにしといてやろうぞ」


    「あ、ありがとうございます」


    「よって罪一等を減じ、市中引き回しは免ずる！　さぱっと真っ二つに斬罪を申しつけるぞよ！」


    「デス系！」


    　叫んで、漆原は気を失った。


    　その直後、ステージのほうから声があがった。


    　罰ゲームでガチャガチャやっていたので気づかなかったが、いつの間にか観客席全体が、何かを待ちわびるような静寂に包まれていた。


    「それではみなさまお待たせしました。これにてすべての儀式、及び投票の集計が終了いたしましたぁ！」


    　ステージ上で、当代の巫み女こさんが跳ねるように声をあげた。


    　罰ゲームを進行している間に儀式がつつがなく終了したらしい。


    「大丈夫、だよな」


    　保証を求めるように、俺は誰へともなく声を発した。


    　麺神教の連中は大勢が空き地で足腰立たなくなっているはずなので、もはや得票数でレムリアさんに追いつくことはできなくなっているはずだった。結局のところ結果的には、暴走ドラゴンを店に突っ込ませるという作戦と同じ結果になっている。まあ相手から仕掛けてきたので別に罪悪感もないのだが。


    　それに当の天てん堂どう自身がもう巫み女こになるつもりはないというので、どう転んでもレムリアさんの勝ちに間違いはないように思えるのだが、やはり最後まで蓋ふたを開けてみなければわからないのが選挙というもの。


    　俺たちは勝利を確信しつつも、かたずを飲んでその結果発表を待った。


    「それでは発表いたします。第二百九十七回、神託の巫女選抜大祭、最多得票数で巫女に選ばれたのは──」


    　全員の視線が、ステージ上へ居並ぶ巫女候補たちへと注がれる。


    　つい先ほどまでそこにいた天堂もまた、俺たちと並んで、観客席からそれを見下ろしている。


    　意図的なものであろう、十分に長い長い間を取って、ついにその名が呼び上げられた。


    



    　プリシラが開いた手を勢いよく上げ、俺もそこに掌てのひらを打ちつけた。


    　手と手が打ち合わされるその音を掻かき消すように、会場全体がわっと巨大な音の波を立てた。


    　遥はるかステージの上で、彼女は大きなアクションをとるわけでもなく、静かに、ただ己おのれの身に降りかかった勝利を噛かみ締めるような表情で、深い深い闇やみのような瞳でこちらを見上げていた。


    　俺たちは、勝った。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ぎゃあああああ──！」


    　鋭い刃の一いつ閃せんが走り、断末魔の悲鳴とともに漆うるし原ばらの胴が両断され、上半身と下半身が泣き別れとなる。この街の人々を惑わせていた邪教の導師の、それが惨めな最後だった。


    　地に横たわってぴくりとも動かなくなった漆原の上半身を一いち瞥べつし、プリシラ（替え玉でなく本物）は市民に対して王女として今回の一件の始末を伝えていく。ジャージでなく正装を身につけ群衆の前に立つと、やはりあのアホ王女にも、それなりの威厳のようなものが自然と備わっているように思える。


    「かくいうわけで、麺神教を実質的に支配し、人心を惑わせ国家転覆を企たくらんでいた邪悪なる導師は王女プリシラの名の下に成敗した。妾わらわと流る浪ろうの騎士宝たから田だ様がたまたま滞在しておったゆえ、今回の事件は未然に防ぐことができたのじゃ」


    　プリシラがその名を出した途端に、市民の一部から歓声があがった。また宝田の勇名がいたずらに上がっていく。


    「また、今回正式に神託の巫女に選ばれたレムリアの協力もあったことを申し添えておく。以後は彼女を巫女として奉じ、諸君らが千年の都をなお一層繁栄させることを期待しておるぞよ」


    　プリシラがレムリアさんを手で指すと、またひと際大きな歓声があちこちからあがる。


    　そこでプリシラはひと息吐くと、市民一同を見回した。


    「さて、この中にも、麺神教Ｔシャツを着用するほどの熱心な信者がいたやもしれぬ。じゃが妾わらわは邪教にのみ罪ありとみて、麺神教の信徒にもラーメンという食い物にも罪は問わぬ。また、麺神教のラーメン屋は経営母体を変えリニューアルオープンして生まれ変わるが、替え玉無料券とスタンプカードは引き続きご利用いただけますので今後ともご贔ひい屓きのほどよろしくお願い申し上げるのじゃ。以上、これにて一いつ件けん落らく着ちやく！」


    　上からなんだか下からなんだかよくわからない言い回しながらも、とにかくプリシラは王女として堂々と、この神託都市に蠢うごめいていた陰謀の幕を下ろしたのであった。


    　と同時に、処刑現場は回りをぐるりと取り囲むように暗幕で包まれていく。


    「……あの、もういいっすかね」


    　市民の視線が暗幕によって遮さえぎられたことを確認すると、上半身だけになった漆うるし原ばらが薄目を開けて喋しやべった。


    「よかろう。じゃがこれでおぬしが解放されるわけではないからの」


    　プリシラはもと邪教の導師、漆原を見下ろしながら厳しい目を向ける。


    「俺ももういいよな」


    　切り離された下半身役をつとめていた俺は、もぞもぞと箱の中から体を出した。


    「自分のしたことの後始末とはいえ、人をドン引きさせるってのは、マジシャンとしては気持ちのいいものじゃないな。マジックってのは人を楽しませるものだって、今回の一件を通じて改めて思ったよ」


    　漆原の上半身を見下ろしながら、天てん堂どうが溜ため息いきを吐つく。


    　そう、つまり邪悪な導師の公開処刑は、その実、天堂まほろがタネを仕込んだ人体切断マジックショーだったのだ。


    「でもさ、箱詰めにしてから真っ二つに処刑するって不自然だったんじゃね？」


    「それは人体切断マジックを知ってるからそう思うだけじゃろう。妾もこれにタネがあると知らねば信じたであろうよ」


    　俺は胴体から下を衆目に晒さらして上半身は隠されていたために市民の反応を確かめることはできなかったが、どうやら処刑は迫真性をもって受け止められたらしい。


    　漆原が天堂を利用するかたちで作り上げた麺神教の後始末だが、佐さ々さ木きＣＥＯ率いる闇やみグループの傘下に吸収合併されるかたちで落ち着いた。店で働いていた信者は引き続き従業員として雇用され、また接客をするわけにはいかないものの厨房には腕利きのゴブリンたちが入り、バージョンアップした豚骨ラーメンを提供し続けるはこびとなった。豚骨を煮るのは、晴れて国家公務員に返り咲いた炎の豚骨職人、アーヴァイン氏である。しかも選抜大祭で大好評を博した焼きプリンもデザートに加わり、リニューアルオープンと同時に大行列ができた。この世界の闇の飲食業界に覇はを称となえんとする佐々木グループの勢力はますます拡大したことになる。


    　人の眼の入らない厨房でゴブリンと魔術師が豚骨を煮ているという光景は、むしろ以前より邪教感がアップしたと言えなくもないが。


    　ともあれ王家から正式に断罪されたとなれば、これで麺神教もこの地から消滅することになるだろう。もとよりラーメンと奇跡を二本柱にしていただけに、奇跡を起こす教主が姿を消し、ラーメン店が別の経営者によって新装開店されるとなれば、麺神教も信者にとって意味を失ってしまう。


    「とにかく、これで我が国を脅おびやかさんとしていた麺神教も壊滅じゃの。一いつ件けん落らく着ちやくじゃ」


    「そうですね。それでは私はこれでドロンさせていただき……あぶっ」


    　昭和のサラリーマンのような台詞せりふを吐きながら、ひっそりとその場から姿を消そうとした漆うるし原ばらに足払いをかけて転ばせると、プリシラはヤンキー座りで漆原にメンチを切った。


    「さて、罰ゲーム、処刑に続いて最後は尋問タイムじゃ。おぬしを、麺神教を背後から操あやつっていたのは結局何者なんじゃ？　何か思わせぶりに黒幕的な奴がおるという情報をペラペラ喋しやべっておったのう。そやつのところに鉄くろがねを送り届けたとかも」


    　そういやそうだった、鉄は依然として攫さらわれたままだ。ということは明日の朝から山の手きんに君から解放されるのだ！


    　という俺の思いをよそに、漆原は眼前のプリシラに対して最後の虚勢を張った。


    「ふはははは、そのとおりよ！　我が教団がラーメン店経営で稼いだ金と鉄は、あのお方に送り届けたあと！」


    「つーかそもそも、あのお方とやらはなぜ鉄を攫ったんじゃ。そんなに電車について語り合いたいのかのう？　世界を変えるだのなんだの言うておったが、それで世界の何が変わるんじゃ？　うん？」


    「ぷいっ」


    　そっぽを向いて抵抗する漆原にプリシラがワンパンを入れようとしたとき、坂さか上がみが手を上げた。


    「あの……」


    「なんじゃ、坂上先生、なんぞ思い当たることでもあるのかや」


    　プリシラはヤンキー座りのまま坂上を見上げる。


    「ええと、僭せん越えつながら、私も教科書に書いてあることなら一字一句把握しています。でもたとえば筋肉についての知識であれば、生物や体育の教科書に書いてあることよりも宗むな像かた君のほうが詳しいでしょう。マジックについてなら、天てん堂どうさんの知識に及ぶべくもありません」


    　坂上はクラスメート一同を見回した。


    　確かにみんなそれぞれの得意なものを持っている。俺以外。


    「ふむ、じゃがあの電車バカ一代を連れていってどうするつもりなんじゃろ。あのトレイン一直線が何の役に立つと言うんじゃろか。さすがにあやつの知識があっても夢の超特急リニアーモーターカーは作れまい」


    「はい。確かにリニアどころか、私たちの世界を普通に走っている電車も、とても高度な技術の組み合わせです。設計図があったとしても到底作れるものではありません。しかし──」


    　坂さか上がみはそこで言葉を切って、一瞬ステージのほうへと眼をやった。ちょうど、レムリアさんが壇上へと上がってくるところだった。


    「世界を変える力──それはさまざまでしょう。宗教というのも、もちろんそのひとつです。そして鉄くろがね君は、そういった世界を変えうる力の断片を有している可能性が大いにあります。現に、私たちの世界はそれによって大きくその姿を変えたんです。中世を終わりへと導いた力。近代へと至る扉をこじ開けた大いなる力」


    　太陽の光を受けて、坂上の眼鏡めがねがきらりと光った。


    「蒸気機関という力を」


    　プリシラは頭の上に疑問符を浮かべていたが、俺たちは納得した。何より、漆うるし原ばらが歯ぎしりをしていたことが、その説が正しいと証明していた。


    「鉄道の歴史が蒸気機関とともに幕を開けたってことくらいは、俺たちでも知ってるもんなあ。電車に関することならあらゆる知識を持っている鉄なら、原始蒸気機関の仕組みを詳細に知ってる可能性もあるか」


    　現代の列車を制御するコンピュータを作ることはできなくとも、その仕組みを正確に理解したうえで、冶や金きん技術と石炭があれば、最初期の蒸気機関は作れそうな気がする。


    「ではそのへんの説明はのちのち坂上先生に聞くとしてじゃ、それを必要としているあのお方ってだーれ？」


    　プリシラは屈かがみ込んで、横になって動かない漆原の顔を覗のぞき込む。漆原はぷいと顔を逸そらして抵抗する。小こ者もののくせにけっこうな根性を見せている。


    「敗れたりといえどもそれは言えぬ！　あのお方は、我があるじは希望、この異世界に変革と混こん沌とんをもたらす王となるお方よ！」


    「宗むな像かた、かため」


    「承知」


    　宗像は上着を素早く脱ぎ捨てた。


    「やだやだやだこないだよりちょっと汗ばんでるからもっと嫌ああ！」


    　プリシラが笑顔で合図をおくると、またもや宗像が漆原へと覆おおい被かぶさろうとする。


    「ギブギブギブギブギブ！」


    　蠢うごめく大胸筋が眼前一センチに近づいたところで漆原は簡単に音を上げた。


    「ほう、替え玉を五つも所望とな。意外と根性があるのう」


    「ノー、ノー替え玉！　言います言います全部ゲロります！」


    「ははは。遠慮するでないぞ。この世界に変革と混沌をもたらさんとする者の先兵がこの程度で音ねをあげるわけがない。宗むな像かた、かためマシマシ」


    「うぶぶぶぶ」


    　肉の塊かたまりに押し潰つぶされる漆うるし原ばらを見ながら、俺はその名を言う。


    「黒幕って、若わか王おう子じだろ」


    「──どうしてわかったんだ」


    　そう言ったのは漆原ではなく、天てん堂どうだった。そもそも巫み女こになろうと天堂を誘ったのも、漆原ではなく若王子のはずだ。


    「やっぱりそうか……」


    「ああ。私はこの世界に辿たどり着いたとき、ほかに漆原、若王子たちと一緒だったんだ」


    　俺たちが複数人でプリシラの城の中庭に倒れていたように、天堂たちもまた、この世界に来たときから何人かのグループでいたようだ。


    「たち……ってことは」


    「ああ。若王子だけでなく、ほかのクラスメートも何人かいた。そしてあいつは、どうやらこの世界でクラスメートを集めているらしい。沢木くんたちと同じようにな」


    「待て待て、急に新キャラをぶっ込んでこられてもわからんぞよ。プリーズ説明。沢さわ木きよ、なぜそのわかおーじという奴が黒幕だとわかったんじゃ」


    「もともと宗教団体にしろラーメン屋にしろ、異世界でそんなことを始めるには漆原だけじゃ無理だと思ってたんだ。それに正直、漆原が天堂を口説き落とせるとは思えなかった」


    　うぐぐ、と漆原が肉の下で声を漏もらした。


    「黒幕が俺たちのクラスメートと仮定して──たんに消去法だよ。むやみに高い行動力、奇妙なカリスマ性、そしてその野心を実現させるに足る能力の高さ。……綾あやちゃんがここにいるなら、うちのクラスでほかにそんな真ま似ねができる奴は、若王子暁あきらしかいない」


    　俺が綾ちゃんのほうを向くと、綾ちゃんもまた頷うなずいた。


    「あの妙なカリスマ性に私が及ぶとはとても思えないけれどね。ともかく、実は私もそんな気がしてたの。ほら『聖なる使徒の会』がどうとか言ってたでしょう」


    「おお、こやつがペラペラ喋しやべった黒幕っぽい組織じゃな」


    　プリシラは肉の下でもう動かなくなった漆原をチラ見する。


    「あれって、どこかで聞いた言葉の並びな気がしてたの」


    「うん？　妾わらわには聞き覚えがないがの」


    「プリシラはね。でも、私たちにはけっこう馴な染じみがある。聖なる使徒の会。聖使徒の会。聖徒会」


    　──生徒会。


    「生徒会……おお、一いつ色しきが選挙に出たとかいうあれかや。そういえば妾も伝承に聞いたことがあるぞよ。日本の学園を支配し、教師すら超越する権力を持つと伝えられるあの組織のことじゃな！」


    「いや、うん、まあそれはね」


    　そういうケースも世界のどこかにはあるのかもね。


    「そして漆うるし原ばらは生徒会の庶務だ」


    「ショム……それって四天王で言うと何番目に強い？」


    「雑用係のプライドを傷つけないための役職よ」


    「ほほう」


    「綾あやちゃん、全世界の有能な生徒会庶務の皆さんをいたずらに攻撃するのはやめよう」


    　とにかく、何が目的かは知らないが、若わか王おう子じがこの世界で何かをしようとしているのなら、とても厄やつ介かいなことになりそうだ。


    「では、そやつは妾わらわたちと同様、二年一組のメンバーを集めてこの世界で何かをしようとしているということかや。妾たちの班から鉄くろがねを横取りしてまで」


    「たぶんな。それが何かはわかんねーけど」


    「ふむ。そしてそやつが聖なる使徒の会──生徒会を称しているのであれば」


    「ああ」


    　俺は脳裏にあの確信犯的愉快犯の、ただ世界がおもしろければいいと思っているやつの横顔を思い浮かべながら、プリシラにその事実を告げた。


    「若王子暁あきら──あいつは、俺たちの学校の生徒会長だ」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「すっごいです、すっごいです。世界の輪郭がくっきりばっちり明確になったっていうか私が世界で世界が私でっていうか私という自我が世界まで拡張されると同時に世界が私の頭の中に収しゆう斂れんしていくっていう感覚っていうか一週間くらい徹夜してもガンガン行けそうで最高にハイで空だって飛べそうでこれが神託の巫み女この座というものですか！」


    「個人の感想です。巫女の効果には個人差があります」


    　眼に見えてハイテンションではしゃぐレムリアさんの傍かたわらで、巫女の従じゆう者しやらしき女性が冷静に言った。というかよく見たらその従者さんも、選抜大会で見た覚えがある。


    　選挙戦で敗れた女性たちも、なんらかのかたちでこの神殿に仕える神職となるらしい。和泉いずみと死闘を演じた女戦士は、この神殿を武力で守る聖騎士の地位に就ついたとか。


    「なんでもわかる、なんでも見える、これが世界か！　ひゃっほう！」


    　短い付き合いなのでそんなにキャラを把握していたわけでもないのだが、レムリアさんは今まで見たこともないくらいのハイテンションだった。


    「百科事典の時代から初めてネットの検索エンジンに接した人はこんな感じだったんじゃろか」


    「どうなんだろ。俺ら物心ついたときからネットあったからな」


    　巫み女この座に就ついたことによって、レムリアさんがもともと占術師として有していた力は遥はるかに拡大され、今や世界と自分が直接接続されているというような感覚があるのだという。


    「世界がわかる、か。今になって、そんな恐ろしいものにならずにすんでよかったと、ちょっと思わないでもないな」


    　部屋の隅で腕組みをしながら、天てん堂どうが複雑な表情で言った。


    　そんな天堂に視線を向け、レムリアさんは薄く笑った。


    　天堂もまた、微笑でもってそれに応えた。


    「さて、それでは神託の巫女として初仕事をいたしましょう。お約束どおり、あなたたちが次に向かうべき地を占ってさしあげます」


    　レムリアさんの占い──今や神託──は、俺たちが次に向かうべき最適解を与えてくれるものだという。だからそこに待っているのが攫さらわれた鉄くろがねなのか、生徒会長の若わか王おう子じなのか、それともほかの何かなのかは、行ってみるまでわからない。それでも闇やみ雲くもに世界を冒険するよりはずっといいはずだということは、これまでのレムリアさんの占いが的中してきたことからも明らかだ。


    「それでは、地図を！」


    　レムリアさんがパンと手を打ち鳴らすと、奥から従じゆう者しやが一幅の巻物を持ってきた。その巻物を俺たちの前に広げるのかと思いきや、彼女は壁に向かってその巻物を広げ、その四方を壁に釘で打ち付けた。


    「これは……この世界の地図ですか」


    「はい。世界全土の地図というわけではありませんが、この世界のけっこうな範囲を記したものです。では、例のものを」


    　レムリアさんが従者に目配せをすると、従者はいったん奥へと引っ込み、お盆に棒状の道具を載せて戻ってきた。先端がコンパスの先のように尖とがっており、長さはシャープペンシルくらい。よく見るとお尻の部分に羽根のようなものがついている。自分たちの世界のものでいうと、ダーツの矢に思える。


    　従者はそのお盆をレムリアさんの前に置くと、背後に回って、黒い布でレムリアさんに目隠しを始めた。


    　目隠しが終わると、レムリアさんは手探りでお盆の上の矢を手に取り、先ほど壁に貼られた地図に向かって立った。


    「えっと……これはもしかして」


    「ではいまから私が神託の御矢を放ちます。これが刺さったところこそ、あなた方が次に向かうべき土地です」


    「なんか思ってたのと違う……。ていうかこれまでの占いみたいに言葉で神託を受けるわけにはいかないんですか」


    「言葉は解釈が多様にできるでしょう。こちらのほうがずっと具体的です」


    「そりゃそうですが……」


    「ちゅーかこれ、ダーツが刺さったところに旅をする所ところさんのアレではないのか」


    　プリシラの言うとおり、どう見ても異世界全国ダーツの旅だ。が、今さらそんなことを言い出してもしかたがない。こうなったらもう、最後の最後までバラエティー番組感に付き合うほかない。


    「絶対にダメじゃぞ。誰かに刺さったらおもしろいとか思って小ボケをしたら絶対にダメじゃぞ。妾わらわがあと一回ダメといったら絶対にダメじゃぞ」


    「余計なフリを出すな。そういうバラエティー番組感はいらん」


    　俺たちは黙って、レムリアさんの一挙一動を注視する。


    「それでは参ります。──でや！」


    　特に精神統一をするでもなく、プリシラが期待していた小ボケを挟むでもなく、レムリアさんは無造作に振りかぶって、勢いよく矢を放った。


    　スコン、と音を立て、矢は地図の一点に突き立った。


    「刺さりましたね。その地に向かえというのが神の下した託たく宣せんにございます」


    　自信に満ちた声で言いながら、レムリアさんは後ろ手に目隠しを外していく。目隠しを外してレムリアさんが眼にしたのは、矢が突き立った一点を微妙な顔で注視している俺たちだった。


    「どうされました」


    「いや、これ……向かうべき地っていうか……」


    　困惑しながら、俺は地図上のその地点を指さす。


    「地がないんすけど。海なんすけど」


    　神託の御矢が突き刺さっていたのは、大陸を離れた大海のど真ん中だった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　神託も無事に（？）受け終え、選挙戦を戦い抜いた俺たち一同は、中央神殿を背景に整列していた。


    　久々に正装をしたプリシラと、神託の巫み女ことしての衣装を纏まとったレムリアさんを中央に、制服を身につけた俺たち二年一組一同──まだ全員ではないものの──が、ぞろぞろと並ぶ。それぞれ身長差などを考慮しながら、二列になって自分の位置を定めていく。


    「あの……ところでボクはいつ箱から出していただけるのでしょうか？」


    　列の端にぽつりと置かれた箱の中から声があがった。不安そうな声を出したのは、いまだ箱詰めになったままの漆うるし原ばらだった。上半身だけが外から見えているが、「上半身だけ」だと見せるために、相当に窮屈な格好で詰め込まれているはずだ。しかも処刑時と違って外から鍵をかけられているので自力では出られないようで、いわば簡易牢獄となっている。


    「おやおや、リアル斬罪を免まぬがれただけでも僥ぎよう倖こうじゃというに、箱から出してもらえると思っておるのか？」


    　正面から箱の中身を覗のぞき込むように身を屈かがめて、プリシラがサディスティックに笑う。


    「そうだプリシラ、漆原そいつはどうするんだ？」


    「うむ。こやつは置いていったらまた余計なことをしかねぬし、生徒会とやらの陰謀を暴くためにも連れていったほうがよかろう」


    　プリシラの言葉に、とりあえずこのまま埋められるようなことはないとわかったらしく、漆原は箱の中で安あん堵どの表情を浮かべた。


    「なに、箱の底にコロコロをつければどこでも持ち運び自由。おぬしもポータブル箱男としてこの世界を共に旅しようぞ」


    　プリシラは嬉しそうに漆原ボックスをバンバンと叩たたく。


    「いやいや、出しましょうよ！　箱から解き放ちましょうよ！」


    　漆原も箱を内側から叩いて泣きそうな声をあげる。


    「ふむ。箱男という新たな魔物として野に解き放つのも悪くないのう。そして低レベル冒険者たちの糧かてとなるがよい。冒険者たちのために、中に金貨やレアアイテムも入れてあげないと」


    「ミミックじゃねーから！　だからこの箱から出してくださいよ！」


    「箱男。常に箱を身に纏まとっているため防御力はそこそこ高いが、箱の中の本体は物理攻撃、炎、電撃、冷気、毒などあらゆる攻撃で楽勝で倒せるぞ！　箱は防水ではないので、箱ごと水に沈めて倒すという裏ワザもあるぞよ！」


    「そりゃあらゆる攻撃によえーよ、人間だもの！　つーか箱男の攻略情報いらねーから！」


    「こうなると色違いで強いやつも欲しいのう。同じ仕組みの箱をミスリルで作らせてみようかの。メタル箱男は剣も通じぬし魔法も反射するから、水に沈めるしか攻略法がないんじゃよ」


    「いっしょだよ！　中から手も足も出ねーんだから無抵抗のまま水に沈められるだけだよ！　魔法を反射する棺かん桶おけじゃねーか！」


    「おっ、シャレたことを言うのう」


    　さすがにプリシラも王女、国家の根幹を揺るがさんとした悪党にはネチネチと厳しい。まあたんに小こ者ものコレクションが増えたことにはしゃいでいるだけかもしれないが。漆原も、プリシラが飽きた頃には箱から解放されるだろう。


    　そんなプリシラと箱男のやりとりに苦笑していると、す、とレムリアさんが俺の横に立った。


    「沢さわ木きさん。例の占いのほうは、やっぱりよろしいですか？　私が巫み女ことなった今なら、より的確な解を、神託を、この世界から導き出すことができるかと思いますが」


    「例の占い──ああ」


    　あの夜に、レムリアさんが持ちかけてきた占いのことだ。


    　でも、俺の答えはもう決まっていた。


    「ありがとうございます。でも、そっちは大丈夫っす」


    「あら、自信がおありなのですね」


    　レムリアさんは微笑を浮かべ、俺は苦笑する。自信なんて全然ないけど、それでも。


    「最適なルートを提案されて、それでも目的地に辿たどり着けなかったとき、俺、地図アプリのせいにしそうだし」


    　俺がそう言うと、レムリアさんは相変わらずの暗くら闇やみのような眼を細めた。


    「あぷり……はよくわかりませんが、やはりぶしつけでしたね。一度お断りいただいたことを、二度問うなど」


    「いや、そんな」


    　レムリアさんは遠く、遠くを見つめながら、まさに神の言葉を拾うように言う。


    「ひとに向かうべき道筋を教え諭さとす巫み女ことなった私が言うのも何ですが、通り過ぎてゆく場所を自らの意思で選ぶこともまた、人生という旅の醍だい醐ご味みなのかもしれませんね。そして、意思にかかわらず起こるすべての出来事、すべての出会いと別れも──」


    　レムリアさんは居並ぶ俺たちの前に出ると、ゴブリンまでもを含めた一人ひとりと会釈を交わし、


    「プリシラさん、そして二年一組のみなさん。これから先も、どうかよき旅を」


    　そう言って、改めて深々と頭を下げた。


    「みなサン、ソロソロエエデッカ！」


    　黒いフードを目ま深ぶかに被かぶった男──二階建て肩車のゴブリンが、デジカメを構えて声をあげた。


    　俺たちは改めて列を整え、レムリアさんもプリシラの隣に並ぶ。


    　天てん堂どうも箱男の上に手を置いて、ポーズを取った。たぶん天堂にとっては、これが初の修学旅行の写真撮影だ。


    「ホナ撮リマッセ。イチタスイチハ～？」


    　肩車ゴブリンが言い、俺たちが全員で答える。


    「に～！」


    



    　こうして、千年の都、神託都市の風景と思い出を切り取って、俺たちはまた新たな旅路へと進んでいくのだった。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    「何はともあれ次が海ってことは、今度こそちゃんと水着が期待できそうだ」


    　馬車に揺られながら、俺は窓から遠くへと視線をやった。地平線は見えども、まだまだ海は見えない。それでもそこに、希望が待っているのだ。


    「なにを言うとるんじゃ。あんな海のど真ん中で泳ごうとするアホがおるか。海の魔物のいい餌え食じきじゃぞ。船の出入りする港町には海水浴場などもないしのう」


    「ええ……」


    　夢も希望もない異世界だな。


    「とりあえず、でかい船を用立てねばのう。商都に戻るか、それとも近くの港町を目指すか……」


    　俺たちは神託に素直に従って、ダーツの矢が突つき刺さった地点を目指してみることにしたのだった。


    「しかし海のど真ん中じゃろ。変わり果てたクラスメートがぷかぷか浮いておるとかではなかろうな……」


    「怖いこと言うな」


    　とはいえ、そこに何が待っているのかは、行ってみないとわからない。


    「にしても、その生徒会長たらいうやつは、蒸気機関なんちゅーもんを使って何をしようとしとるんじゃろ。蒸気機関ちゅーのは、んな大した代物なのかや。それがあればスマホつくれる？　バーチャルボーイは？　ナタデココは？」


    「バーチャルボーイまではあと何回かの大きなブレイクスルーが必要だろうが、確かに世界は変わっちまうかもしれないな。ナタデココは知らん」


    「私たちの世界でも大幅に変わったのに、この世界には魔法がありますからね。私たちの世界の工業文明と魔法が出合ったとき、何が起こるのかは私たちにも予想がつきません」


    　坂さか上がみが世界史の教科書の、ヨーロッパ近代史のあたりを捲めくっていく。


    「６以降のファイナルファンタジーの世界観みたいなことではないのか」


    「蒸気機関も知らん奴がＦＦを引き合いに出すな」


    「ま、確かに世界は変わるやもしれぬが……じゃが、それって悪いことなのかのう？　邪教を用いていたずらに民たみの心を惑まどわすのは確かに困るが、技術が、文明が発達して困ることはあるまい。一度その味を知ってしまった今、妾わらわもラーメンのない世界には戻れぬ」


    　文明の進歩は、必ずしも人類に幸福だけをもたらすわけではない。なんてことは、教科書にも、ありとあらゆるフィクションの中にも描かれている。


    　でも今さら、スマホの検索エンジンやＧＰＳなしに見知らぬ地で修学旅行を楽しむ時代には戻れない。ま、この世界ではどっちも使えないんだけども。


    「とにかく、会って真意を確かめるのがいいだろ。漆うるし原ばらの話じゃ、どうやら生徒会長のほうでもクラスメートを集めながら旅をしてるようだし、案外全員揃そろうのもそんなに遠くないかもしれない」


    「ふむ。まだ見ぬ新キャラか、楽しみじゃのう、じゃが、まじでそろそろもう一回メンバーの整理をせぬと、キャラが渋じゆう滞たいしておるぞよ」


    　プリシラは馬車の中を見回し、背後から追ってくる二台目の馬車を振り返った。


    　結局、城に居残っていたメンバーも合流することになり、ついに二台目の馬車を使うほどメンバーが増えてしまった。


    　放っておくと何をするかわからないので、結局漆原まで縛り上げて馬車に積み込み、四十七士とはいかないまでも相当の大所帯になってしまっている。


    　ただし放ほう浪ろうの女騎士宝たから田ださんは、選抜大祭の結果を見届けると、白馬を駆ってまたどこかへと消えていってしまった。まあ、きっとまたそのうちこの異世界のどこかで再会できるはずだ。


    　ちなみに、川かわ中なか島じまがここにいるのに偽のプリシラはどうなったのかというと、演技力に定評のあるゴブリンＰがうつしみの杖によって偽プリシラとなり、王都へ帰っていったのだった。


    「魔物を王女に化けさせて入れ替えるなんて、まさしく邪教のやり口だが。つーかバレてないのがすげえ」


    「んー、どうだろ。真ま弓ゆみの替え玉んときも、大臣は薄々感づいてたような気がすっけどねえ」


    　足を組み替えながら、仲村渠なかんだかりが言う。


    　とそのとき、馬車が大きく前後に揺れ、急停止した。


    「な、なんじゃ、何があった」


    　プリシラが御者に声をかけると同時に、


    「ショートコント『聖騎士は裸だ』！」


    　という声が聞こえてきたので、全員が一瞬でおおよその事情を理解した。


    「いやぁ～、夏のボーナスをはたいてついに手に入れたぞぉ。これが噂うわさのバカには見えない魔法の鎧よろいかぁ～！」


    　もはや誰一人、馬車から顔を出してその姿を確認しようともしない。天てん堂どうだけが何ごとかと外を覗のぞき込んで、顔を赤らめて戻ってきた。マジックのみならず、こういうリアクションができるメンバーが加入したのは貴重である。


    「工夫のあとは認めるが、コント仕立てにしたところでべつにおもしろくはないので強めの攻撃魔法を打ち込んで薙なぎ払えい」


    「承知いたしました」


    　どうやら攻撃魔法も使えるらしい御者さんが、手た綱づなを握ったまま何やらむにゃむにゃ唱えた。と、その手から炎の鳳ほう凰おうっぽい鳥があらわれ、裸の聖騎士へと飛んでいく。何気にすげー強そうな攻撃魔法だ。


    「防御力も高いって噂うわさだし、いい買い物したなぁ。よし、まずはこの鎧よろいを着て王様に謁えつ見けんをぐわぁあああ！」


    　叫び声が聞こえるとともに、再び馬車がゆっくりと動きだす。


    「おのれ服を着たあさましき人間ども！　だが俺は諦あきらめない！　この世に衣服という文化がある限り、全裸は常にお前たちの影となって存在するのだ！」


    　そんな叫びが、遠く後方から微かすかに聞こえた。だがその声も、加速する馬車によって置き去りにされていく。


    「断末魔を工夫する余裕があるぶん、大してこたえてないっぽいのう。さすがじゃ。見えない鎧、防御力たけー」


    「焼きプリンを置いていってやるから、それで回復すればいいだろ。あとどうせ着ないだろうけど、麺神教Ｔシャツも置いていってやろう」


    　俺は馬車の上から、プリンをＴシャツに包んで木き村むらのほうへと投げ落とした。


    「なんかもう扱いが半分お地蔵さんじゃな」


    「お地蔵さんに攻撃魔法はぶっ込まないがな」


    「ちゅーかあやつ、次は魔物がうようよおる海を全裸で泳いで来るんかの」


    「ああ……まあ大丈夫だろ、あいつ頑張り屋さんだし」


    「むしろその光景を見たくて攻撃魔法をぶっ込んだところもあるしのう。最近飽き気味なのは確かじゃが、あと何回か繰り返すと一周してまだ味わい深くなるやもしれぬ」


    　そんな俺たちのやりとりを、楽しそうにするでもなく、無表情に天てん堂どうまほろが見ていた。


    「私まだよく掴つかめてないんだけど、君らいつもこういうノリなの？」


    「だいたいこんな感じじゃ」


    「いや、悪ノリの大半はプリシラのせいだぞ。いや、修学旅行のテンションもあるかもしれないけど」


    　木村も、もとの世界じゃ常に全裸じゃなかったし。


    「それより天堂、お前さ、『手品』って書いたろ」


    「……？」


    　なんのことだというように、天堂は軽く首を傾かしげた。


    　プリシラもなんのことかと、黙って顔をこちらへ向けながら耳を傾かたむけている。


    「この世界にやってくる直前、宿でやる予定だった隠し芸大会のアンケートを取ったときだ。俺が自分で集計したからよく覚えてるんだよ。『手品』って書いただろう」


    「……そうだったかな。私は、それしかできないから」


    「そうだったかな、じゃねーだろ。あのラーメン屋の地下でやってたマジックショーで使ってた道具や、漆うるし原ばらを処刑したときに使った道具。あれこっちで作ったものじゃないだろ。けっこうなマジック道具をたくさん用意して持ってきてたんじゃねーかよ」


    「……沢さわ木き君は思ってたより、嫌なところに目め敏ざといな」


    　天てん堂どうは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔を浮かべた。


    「自由行動のときいっしょに回る友達がいなくても、夜中に内緒話する友達がいなくても、それでも、お前だって修学旅行を楽しみにしてたんだろう」


    　俺の言葉に、天堂はわずかに俯うつむいた。


    　馬車の揺れが、その前髪を微かすかに揺らす。


    　そして吹っ切れたように、天堂は顔を上げた。


    「ああそうだよ、今度こそ修学旅行を機会に友達作れないかと思っていろいろ仕込みまくってきたよ！　そうでなきゃ人体切断マジックの道具なんか修学旅行に持ってこないっつーの！　一人で何を切断したように見せかけるんだってーの！　修学旅行の部屋で一人で人間大のものを切断したかのように見せかけてる奴がいたら怖いだろ！」


    　顔を赤くしながら、天堂まほろはクールでミステリアスな仮面を脱ぎ捨ててぶっちゃけた。


    「俺もさ、お前のマジックショー、けっこう楽しみにしてたんだよ」


    「──あ、や、そ、そうか」


    　天堂はさらに顔を赤くすると、それを隠すように顔を窓の外へと向けた。


    「俺は何もできないから司会でさ。でも、あの隠し芸大会の開催、諦あきらめてないんだよ。いつかクラスメートを全員集めて、絶対にやるんだ」


    「それ、妾わらわも見たい妾も見たい」


    　プリシラが横から口を挟んできた。


    「ああ、いつか、きっとな」


    　そう答えて、俺はこの世界のどこにいるとも知れないクラスメートたちのことを思う。


    　あいつも、あいつも、あいつも、きっとこの世界のどこかにいるはずだ。


    　全員掻かき集めて、俺のクラスメートはこんなにおもしろいやつらなんだって、いつかプリシラに見せてやらないと。


    　でもそのとき、俺の心の隅には微かな不安も芽生えていた。


    　宝たから田だはもとの世界に帰ると断言したし、天堂も途中からもとの世界に帰るほうに心が傾いていたというけれど、もし、心の底からこの世界に留まることを選ぶやつがいたら──。


    　俺は、そいつにどんな言葉をかけてやれるのだろうか。


    　そんな俺の思いをよそに、緑みどりヶが丘おか高等学校二年一組一同の一部を乗せて、馬車は果てしない異世界の道を進んでゆく。


    　馬車の外に視線を向け、異世界の風を横顔に浴びながら、


    「これが修学旅行か。ふん、けっこう楽しいじゃん」


    　天堂まほろは、小さくそう呟つぶやいた。


    　指先をパチンと小さく鳴らすと、たちまちそこに白い花が咲く。造花か、それともどこかで摘んだ本物の花か。


    　天てん堂どうは馬車から身を乗り出すと、遠く神託都市の高台に聳そびえる神殿を見み据すえ、そこに坐まします少女へと捧ささげるように、その花をそっと風に流した。


    　白い花は風に攫さらわれ、天への供物のように、高く高く舞い上がっていった。


    



    　あからさまにわかりやすく行われた一連の動作を横目で見ながら、


    「相変わらず自己演出過剰な奴じゃのう」


    「ま、いいじゃないか。手品師だもの」


    　そんな会話を小声で交わし、俺とプリシラは顔を見合わせて笑った。


    



    　俺たちの修学旅行は、続く。

  


  [image: ]


  
    



    　　　あとがき


    



    　京きよう都とは伏ふし見み稲いな荷り大社に、朱しゆ色いろの鳥居が無数に並ぶ千本鳥居というものがあり、京都の観光スポットの中でも人気のひとつになっています。この千本鳥居、正面から見ればまるで異世界へと続く通路のように壮観で現実離れした光景なのですが、しかし鳥居の一本一本を裏側から見てみると「○○株式会社」だとか「○田×郎」だとか、それぞれの鳥居にそれを奉納した個人や企業の名前が記されていて、それを目にした途端、一気に現実に引き戻されたような気がしました。その時は単に興きよう醒ざめだったのですが、しかし振り返って考えてみると、現世、俗世に生きる人々の支えあってこそという意味では、あの千本鳥居の裏表こそがまさに宗教というもののありかたを象徴していたようにも思われます。修学旅行でも、そうでない旅行でも、もし京都へ行くことがあればぜひ立ち寄ってみてください。僕もいつか再訪しようと思っています。


    　今回あとがきが一ページしかないので、僕が今までに食べた中で最もつとも不ま味ずかったラーメン屋とその店主との心温まるエピソードや、友達の友達が高校時代に電車で乗り合わせたアイドルに告白したとき、彼女が切り返してきた衝撃的に格好いい台詞せりふの件については、またいずれ。


    　本書の製作に携たずさわってくださったすべての人々と、そして誰よりあなたに最大限の感謝を。


    
      二〇一六年　六月　岡おか本もとタクヤ

    


    


  


  
    岡本タクヤ


    Takuya Okamoto


    



    東京都在住。ステーキの焼き方はレアが好きです。付け合わせはジャガイモとニンジンが好きです。著作に「僕の学園生活はまだ始まったばかりだ！」（ファミ通文庫）など。
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